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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ／うみねこのソネット。（キミといっしょ）

prologue: SEAGULL to SONNET






　　　　♪




　夏はいつも、春の背中を押して、

「早く出て行け」

　なんて言ってるんだと思ってた。

　春に傍そばにいてほしいのに、傍にいてくれない。

　夏のせいだ。

　あとからやってきたクセに、エラソーなやつ。

　って、そう思ってた。

　けど、どうやらそうじゃない。

　季節は仲良しだ。

　キミといっしょで。







　さざ波が押し寄せて、真っ白い砂浜に溶けるように消えていく。

　この暑さに、ぜんぶトロけてしまいそう。

　いったい誰だれが梅つ雨ゆ入りしたと言い出したんだろうか。

「雨……、降りませんね」

　彼女は、陽ひ傘がさで六月でも真夏のような太陽光こう線せんをかわしながら、ぽつりとひとりごとのようにつぶやいた。

「そうですね」

　そんなひとりごとをナイスキャッチしたのは、傍かたわらにいた小こ柄がらな少年。

　彼の友達いわく、

「そこらへんの女なんかより、よっぽど〝美少女〟だよな」

　というくらいのかわいらしい女の子顔をしている。

　彼自身はそれをすごく気にしているらしく、

「中学三年生にもなったのに、なんだかバカにされているみたいに感じるんですよね……」

　と、ズレた銀縁眼鏡メガネをなおしながら、ため息まじりに言っていた。

　彼女も、心密ひそかに「かわいいなー」なんて思ったことがあったけど、口からこぼれそうになったその科白せりふを慌あわてて吞のみこんだ。

　でも、やっぱり、彼は、今日きようもかわいいと思う。

「先せん輩ぱいも『雨』好きなんですか？」

「……も？」

　彼の言葉が気になって、彼女は首をかしげた。

　大きな黒縁眼鏡メガネがずれて、片手でかけなおす。

「ああ、はい。僕、子供のころ雨が好きだったんですよね」

　言って、彼が微笑ほほえんだ。やさしい温度だった。

「そうなんですか？」

　驚おどろいた。

　だって、

「私もです……。子供のころ、雨が好きでした」

　雨が降れば、外に行かなくてもいい。

　元気に遊んでおいで。なんて言われなくてすむ。

　おうちで本を読んでいられる。

　太陽は好き。晴れた日の匂においも好き。

　でも、嫌い。

　あのとき、私は、ひとりぼっちだったから。

　でも今は──

「そういえば、先輩、もう、高校になれました？」

　ふいに彼が訊たずねてきた。

「あ、っていってもアレですよね。『持ち上がり』だから、なれるとかなれないとかそういうんじゃないか……なに訊きいてんだろ、僕……っ」

　言ってから、自分の質問の陳ちん腐ぷさをなげくようにひとりごちる彼。

　でも、彼がそんな質問をしたのは、ただの思いつきじゃない。

　以前、

「先輩、高校生ってどうですか？」

　彼は彼女に訊ねたことがあった。

　このときは、ただなんとなくだ。なにしろ、ふたりっきりになるとまるで会話がつづかないから、とにかくなんでもいいからと思った。

「そうですね。中等部のときとあまり変わりません」

　案の定の答えが返ってきた。

　これで会話が途と切ぎれてしまうどうしようとか、うろたえかけた彼だったが、彼女が言葉をつづけた。

「けど」

「けど？」

「──お友達ができました」




　彼女は、はにかんで笑った。




　綺き麗れいに笑った。







　遠くの空を、円を描いて、うみねこが飛んでいた。




　はじまる、




　ひとつの、物語り。
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　　　　♪




　朝は、いつも憂ゆう鬱うつだ。

　髪型が想おもい通りにならなかったり、メイクもいまいち、制服のスカートのシワだとか、右ホッペのニキビとか……。

　いろんなことを考えながら眠った夜。

　眠ったまま目覚めなくなるかも。なんて、考えて少し怖くなって、でも、すごく眠くて……そしたら、朝。

　今日きようもまた、朝がやってくる。

　眠る前の怖さもすぐに忘れた。

　朝は、いつも憂鬱だ。




　今日も、晴れ。

「誰だれだよ……、梅つ雨ゆ入りとか言ったヤツは……」

　いつもの通学路をいつもの時間に歩く少女。

　姿勢は美しく、ナチュラルブラウンの長い髪の毛をゆるやかにゆらす。

　その整ととのった容姿には不ふ釣つり合いに、楽沖くらおきカノカは、ちいさくため息のように誰に言うでもない皮肉をつぶやいた。

　今こ年としの梅雨入りは遅かった。少女が住む地域が『梅雨入り』と発表されたその日こそ、それらしい雨が降ったけれど、このところはさっぱりだ。

　気温は朝から上がっている。

　歩いているだけで、じわじわと汗ばんでしまう。

　憂鬱。

　数メートル先。

　ひとりで歩いている子。

　いつの間にか、待ち合わせたようにふたりになり、三人になり。

　気がつけば、カノカだけがひとりで歩いてた。

　学校。

　いつもの朝。

　いつもと同じ朝。

　いつもと同じ顔と顔と顔と顔と顔と顔と…………。

　予鈴に十分なよゆうを持って、教室に入った。

　いつもと同じ時間。

　繰くり返し。

　ガラガラ。

　開け、ドア。

「おはよう、カノカさん」

「おはよっ」

　にこやかに、元気さもアピールしつつ、カノカはクラスメイトと挨あい拶さつを交わした。

　窓側のうしろから三番目がカノカの座席。

　カバンを机の横にかけ、椅い子すに腰を下ろす。

　と、すぐにクラスメイトが「おはよう」と声をかけ、近寄ってきた。

　それも男子と女子が入り乱れて。

「カノカさん、昨日きのうのドラマ観みた？」

　観てない。

「楽沖くらおきさん、あの雑誌もう読んだ？」

　読んでない。

「あれ？　カノカちゃん、今日きようのメイク違くない？」

　違わない。

「カノカちゃん、なんか、今日の髪型いいね」

　昨日と同じ。

　あーあ……。

　本当なら、不ふ機き嫌げんに大きなため息でもつきたいところだけれど。

　そうもいかない。

　なにしろ、楽沖カノカは、クラスのアイドル的存在。ほかのクラスの子たちにも、上級生にも下級生にも人気がある。通っている学校は大学付属の中高一貫で、この地域ではわりと名の知れた進学校。そんな中で彼女は勉強もスポーツもトップレベルに近かった。

　そして、なんといってもカノカの人気をささえているのは、その『派は手で』な見た目だ。

　十人に訊きけば十人とも『美人』と答えるだろう。薄うすいメイクでもぷるるんとしたピンクのつやつやリップに、ナチュラルブラウンのロングヘアー。睫まつ毛げはもうちょい長いほうがいいかなとも思っているけど。カノカはそれも全部判わかっている。自分のことをよく知っている。

　カノカはこの学校では、『有名人』。

「美人でかわいくてやさしくて頭もよくてスポーツもできる」

　でも。

　カノカは、〝一番〟じゃない。

　勉強もスポーツも上がいる。

　容姿にしてもそうだ。

　カノカは、美人だ。目鼻立ちもハッキリしていて派は手でさがある。

　でも、その派手さのせいで、『軽く』見られてしまう。だから、軽そうなクラスメイトの男子がへらへらと寄ってくる。ほら、さっそく。

「カノカさぁ、あした暇じゃない？」

　こういう見た目も中身もちゃらちゃらしたヤツは、テキトーにあしらえるけど、テキトーにあしらう程度だから、また寄ってくる。毎日のように。

「ゴメンね。うちの用事があるんだぁ」

「マジで？　こないだもだったじゃん？」

　クラスメイトの男子は、乱れてもいない髪の毛を手て梳ぐしでいじりながら、カノカの机に勝手に腰を下ろす。

「うちの親、厳きびしいんだって」

　毎度おなじみの決まり文句。

　でも、やっぱり決まって、

「いいじゃん。べつに、親ぐらい」

　とそいつが言う。

「やっぱ、そういうワケにもいかないじゃん」

　アハハッと可愛かわいく笑って見せる。

　すると、そいつは「しょーがねーなー、次はぜったいなー」とか言って、やっとカノカを解放してくれた。

　ため息をつきそうになるけれど、次の相手をしなくてはならない。

「カノカぁ、あいつなんて言ってたぁ？」

　クラスメイト女子。男好きしそうな、隙すきの多い感じの娘こ。……見た目だけでいったら、カノカのほうが男好きしそうに見えるだろうから、あまりひとのことも言えないけれど。

「ああ、べつに、なんでもないよ」

　カノカは、にっこりとおだやかに微笑ほほえんで答える。

　どうせ、近くにいたんだからカノカとさっきの男子との会話の内容を知っている。「メンドーだから訊きかないでくれる？」とか言いたくもなるが、できない。しちゃいけない。

　楽沖くらおきカノカは、みんなのアイドルだから。しかも偶像とかいうよりは、手の届く親しみやすいアイドル。だから、こういうささいなことでもちゃんと見られている。

　スマイルスマイル。

　これは、『営業』みたいなモノだ。仇あだで返されないような、ささやかな恩を売っておく的な。

「そっかあ」

　その娘は、気もそぞろなあいづちを打つ。視し線せんは、カノカじゃなくて、さっきの男子を追いかけている。あからさまな、好き好きアピール。

　こんな風に──カノカに近づいてくるこういう男ヤ子ツらが目当てで、「○○くんと仲良くなれるかもじゃん」と頭の悪い女が友達ヅラして周囲をうろちょろする。物好きもいるもんだ。

　でも、判わかってる。

　全部、判ってるんだよ。

　けれども、心の中は、おっきな気球が飛ばせそうなほどのため息でいっぱいだった。

　カノカが人と接すれば接するほど、さらに人を惹ひきつけ、同時に──カノカ自身を孤独にもしていた。

　自分の周りにいる人間の態度がどうしても透けて見えてしまう。

　ウガって見なくても、そう見える。

　自分を安く見ている。

　自分を利用しようとしている。

　そんなヤツらばっかだ。

　適当に笑っておけばいい。スマイルスマイル。そいつらが頭の中で描いたみんなの都合のいいクラスの有名人『楽沖くらおきカノカ』を演じてやろう。そのほうが、楽でいい。期待もないから、裏切られることもない。適当に、適度に、適切に。

　そう思ってるうちに、カノカは、いつの間にか、浮いた存在になってしまっていた。

　美人でかわいくてやさしくて頭もよくてスポーツもできる楽沖カノカが勝手にひとり歩きしてしまった。

　本当の自分は、こんなんじゃない。

　でも、本当の自分ってなんなんだろう？

　なんだったっけ？

　何ど処こに行ったの？

　ここにいる自分が本当の自分。

　噓うそだ。

　信じたくない。

　でも、本当の自分ってなんなんだろう。

　みんなの頭の中にいる自分。

　それが自分？

　何かが違う。

　これからも、この未さ来きも、そうやってつづけていくんだろうか。

　だって、未来像とかそんなたいそうなものもない。

　毎日を繰くり返しているだけだもん。

　だけど、どうして。

　違って見える。

　違って映ってる。

　虚うつってる。

　そして、カノカは独りになった。

　其そ処こにあるのは、目に見える距きよ離りじゃない。

　──心の距離だ。

　離はなれてく。

　みんなが離れてく。

　みんなを離してく。

　たくさんの友達ヅラした女の子たちと男の子たちの中で。

　それでも、笑いながら。

　けど。

　カノカは、自分を哀あわれんではなかった。

〝孤独〟なのは、アタシひとりじゃない。




　──『彼ア女レ』よりはマシ。




　カノカは、机の上に腰かけ組んだ足を椅い子すの上に置く。

「カノカって、そういうの様さまになるよねなんか」

　そう、クラスメイトの女子が言うのを、

「え、そんなことないってば」

　とか、カノカは適当な言葉ではにかんで見せた。照れながら、自分を囲むクラスメイトから視し線せんをはずして、なにげなく窓の外を見下ろす。

　教室がある校舎と校庭の間には、各学年各クラスが担当している花か壇だんがある。

　中でも目を引くのは、カノカのクラス担当箇所だ。ほかの学年やクラスの雑草を育てているのかと思うような状態や、申し訳程度に手入れされていて、それなりの花がそれなりに咲いている状態から比べると、ひときわ目立つ彩りの鮮あざやかな花壇。

　本来は、クラスの全員が持ち回りで世話をしなければならないが、たったひとりがその世話をしている。それは──今、たったひとり教室にいないクラスメイト。

　花壇のすぐ傍そばに、ちいさな顔にあってない大きな黒縁眼鏡メガネに古くさい人形のような長い黒髪の少女がいた。

　その花きや車しやな手にジョウロを抱えて、花壇に水をやっている。

　クラス全員が花壇の世話を面めん倒どうくさがって、誰だれもやりたがらなかった。最終的に、カノカの目線の先にいる少女がひとりでやることになるワケだけど。果たして、そこにいたる過程を覚えている人間がクラスにいるだろうか。

　クラス担任でも覚えてない。きっと。

　みんな、「押しつけることができた」と思っているはずだ。

「かったりーなー」

「めんどくせえだけじゃん」

「うぜぇ」

「あいつがやればいいんだよ」

「あいつがいいじゃん」

　そんな空気が教室に充満して、そして、そんな視し線せんが彼女に向けられていた。

　でも誰だれも口には決して出さなかった。

　すると、そんな空気を察したのか、それともやりたかっただけなのか、彼女は自分から、

「私、やります……」

　と立候補した。

「自分からそんなメンドーくさいこと引き受けるなんて、やっぱ変わり者だ」

　自分たちが作り出した空気をなかったことにして、クラスメイトたちはみんなそんな風に、心の中で笑っていた。悪いともなんとも思ってない。

　だって、彼女は、目立たなくて、いるのかいないのか判わからないときがあるくらい、存在感の稀き薄はくな少女だった。みんな、どうでもよかった。

　なのに、学校で一番の有名人だ。

　父親は、この街の市長で、祖父は、知事だったという政治家一家。

　なのに、彼女のあだ名は『不ふ思し議ぎちゃん』だ。

　花と話してたとか、屋上でＵＦＯを呼んでいたとか、幽ゆう霊れいが友達だとか、そんな噂うわさばっかりある。噓うそくさいけど、普ふ段だんの彼女はそんな雰囲気を全身にまとっている。

　結局は、噂はウワサ。噓のうしろに真実があって、真実のうしろに噓がある。ごちゃまぜ。けど、みんな、「彼女なら、ありうる……」とか思ってしまう。彼女はそういう存在なんだ。

　カノカは、彼女と、中等部時代はずっと違うクラスだったが、この春、高等部への進級とともに行われたクラス替えではじめていっしょになった。

　でも。

　本当は。

　ずっと、前から彼女のことを知っていた。

　カノカよりも有名人──だからあたりまえ。って思うかも知れない。

　違うよ。

　そんなんじゃない。特に意味もないけど。

　ずっと、カノカは彼女のことを見てきてた。

　クラスが違うときも、学校の中ですれ違う彼女を視界のはじっこにちゃんと。見てた。

　それには、カノカの祖母の影えい響きようがある。

　祖母は、この街の議ぎ員いんや市長、それから知事まで務めた彼女の祖父の熱ねつ狂きよう的てき信者──じゃない、支持者だ。今はもう、彼女の祖父は亡くなってしまっているから、その息むす子こで彼女の父親（現市長）を応援している。

　祖母と同級生で同じ学校に通っていたらしい彼女の祖父は、明るく真ま面じ目めな性格で顔立ちもよく学生のころから相当な人気があった。カノカの祖母はその当時からの、『ファン』ということだ。

　それからやがて政治家になって、街の発展につくした、そりゃあとても偉い人で、亡くなった今でも人気があって、その影響か現市長にも支持者が多い。

　街のひとがどう思っているかは知らないが、祖母から『街のヒーロー』なんだと物心ついたころから教えられてきたカノカもなんとなく、彼女の祖父や父親のことを好意的に見ていた。（祖母の酔すい狂きようのたまものか）

　まあ、十代の女の子が政治家に興きよう味みがあるなんて言ってると、引かれるだろうから、クラスメイトの誰だれもそのことを知らない。

　知らなくてもいいと思う。だから、──〝彼女〟をずっと見ていたなんて。

　祖母の『ヒーロー』たちの血を受け継いだ娘が同級生だと聞かされ、同じ学校に入学したときから、気になっていた。

　カノカは、昔から周囲にちやほやされてきた。だから『もしかすると自分よりも美人でかわいくてキラキラのピカピカな女の子かもしれない』なんて、ちょっとしたライバル心にも似た感情も勝手に持っていた。プラス、まだまだ子供だったワケで。

　だから、彼女のことをはじめて学校で見かけたとき、

「なに、アレ……？」

　って思った。

　拍子抜けした。

　がっかりした。

　勝手に気持ちを盛り上げていたから、よけいだ。

　彼女は、地味で、暗くて、他人といるところを見たことがない〝浮いた存在〟だった。

『不ふ思し議ぎちゃん』なんて呼ばれて、バカにされてるような。

　なんだよ、もう。

　それがきっかけで、カノカは一気に彼女や彼女の家族に対する興味のいっさいを失なくした。

　でも、興味が失くなったはずの彼女のことを、どうして今、カノカが気にかけているのかと言えば──

「まっ、たいした理由じゃないけどね」

「ん？　カノカちゃん、なんか言った？」

　無む意い識しきにため息といっしょにつぶやいていたみたいだ。傍そばにきていたクラスメイトの耳に届いてしまった。

「ううん。なんでもないよ」

　カノカは、とりつくろって笑え顔がおでそう言った。

「そっか。……あっ！　そういえばさ」

　話が変わる。

　なら、テキトーに話を合わせておこう。

「今日きよう、体育バスケだよねー？　あのさぁ、カノカちゃん、わたしと同じチームになってくれない？」

「うんっ。もちろんだよ」

「やったー。これで、最下位になって走らされたりしなくていいかもー」

　その子が、エサを求めて飼い主にしっぽをふる犬のように見えた。そう思えば、かわいくも見える。

　こうしていれば、楽だ。

　テキトーに他ひ人とに合わせておけばいいんだもん。

　無理しなくても、テキトーなことをテキトーに言ってテキトーに笑えるようになった。

〝一番〟じゃないから。

　テキトーな期待に、テキトーに答えるだけで、周囲はカノカのことを適度にちやほやしてくれる。利用しようとするなら、利用してやろうと思う。そうやっていれば、傷つかなくてもすむし。

　だけど、花か壇だんのところにいる彼女は、なんで、誰も利用しようとしないんだろう。

　ずっと、〝孤独〟だ。

〝一番〟だから？

　不ふ思し議ぎちゃんだから？

　それは違う。

　カノカは、よく知っている。

　ずっと、見てたから。

　二階の教室から、花壇を見下ろす。

　いっつも、ひとりでいる彼女。

　今もほら、花壇にひとり。

　なにやってんだろう。

　あ、水やりか。

　彼女は、花壇で水をやる。

　目を奪われる花々の色彩。

　ピンク色、ゾウの形のジョウロ。

　そんなの何ど処こにあったのよ。

　もうすぐ、予鈴が鳴って、朝のホームルームがはじまる。

　はい。鳴った。

　カノカを囲んでいたクラスメイトたちがそれを合図に散っていく。

　窓の外。

　強い太陽光こう線せん。

　花か壇だんの傍そばで、彼女があわてているのが見えた。ジョウロを持ったままで、ぱたぱたと駆け出す。

　数秒おいて、ジョウロを置きに戻ってきた。

「バーカ……。ほんと、バカ」

　なんで、ひとりなんだろう。もっと、楽に生きればいいのに。

　彼女は、〝一番〟の有名人。

　この学校の生徒なら、中等部から高等部までみんなが知ってる。なのに、誰だれも、彼女の笑ったところを見たことがない。怒ったところも泣いているところも。感情があるのか疑いたくなってくる。不ふ思し議ぎちゃんだから。

　でも、カノカは知っている。
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　彼女に〝変化〟があることを。

　それは──

　ジョウロを花か壇だん横の地面に置こうと腰を折った彼女の制服の胸ポケットから、ぽとりと何かが落ちた。色や大きさから、たぶん、生徒手帳だろう。

　生徒手帳を真ま面じ目めに携帯している生徒をはじめて見た……。

　彼女は、あわてて地面に落ちた手帳を大事そうに拾い上げた。そして、生徒手帳をそっと開いて、何かを見てまたそっと閉じる。

　その瞬しゆん間かん。

「………………まただ」

　彼女が、笑っていた。

　ちいさく、微かすかにでも、それは笑え顔がおだった。

　ほかの生徒たちが見たら、きっと驚おどろくだろう。彼女も人間なのだから、笑うのはあたりまえなのに、『不ふ思し議ぎちゃん』と呼ばれて、噓うそや噂うわさのせいで、彼女は『ほかとは違う』なんて信じられている。笑いもしないし、怒りもしないし、泣きもしない。

　だけど。彼女の笑顔は、そこらへんにいる誰とも変わらない。

　綺き麗れいでかわいい普通の女の子だった。

　それを知っているのは、たぶん、カノカだけ。

　あれから、ずっと見てきたから。

　気にしてばかりいたから。




　──水者なぎさミツミ。




　それが不思議ちゃんとして学校の〝一番〟の有名人な、黒縁眼鏡メガネの彼女の名前。

〝一番〟になることを拒否した女の子と、〝一番〟になってしまった女の子。




　ふたりの本当の意味での出で逢あいになる物語り。




　　　　♪




　水者ミツミ。

　カノカが、一度興きよう味みを失った彼女に対して、再び興味を持つようになったきっかけは、カノカ自身の立場や立ち位置だった。

　美人でかわいくて、勉強もスポーツもできる。人並み以上に。

　だけど、すべて飛び抜けている。というワケでもない。

　かわいさでは、ほかにもっとかわいいひとがいて、綺き麗れいさではもっと綺麗なひとがいて。カノカは、どれも一番じゃなかった。勉強もスポーツもおんなじかんじ。

　まず、自分でそれに気がついた。そうしたら、急に周囲が変わって見えるようになった。

　こんなにたくさんのひとに囲まれているのに、急に〝孤独〟を感じるようになった。

　ちやほやされてもうれしくない。みんなの心や気持ちが透けて見えるようになってしまったんだ。

「ああ、この子は本当はこんなことを思ってんだろうな」

「ああ、このひとはきっとこんなことしか考えてないんだろうな」

　それでも、カノカの見た目の〝派は手でさ〟も手て伝つだって、ひとが集まってくる。自分は何を期待されているのか。あるひとにしてみれば、部へ屋やを飾る『花瓶の花』のようなもの。あるひとにしてみれば、その『花の蜜みつ』だ。蜜をもとめる虫を狙ねらってる。

　誰かの『飾り』で、誰かの『エサ』で……誰かの……。

　それが判わかってからは、

「私たち友達だよね？」

　と言って、近づいてくるクラスメイトと親密になればなるほど、心は離はなれていった。

　心が透けて見えるんだもん。

　そうして、カノカは、みんなからのアイドル的なあつかいに〝浮いた存在〟になって、心はどんどん〝孤独〟になっていった。

　そんな中で、カノカの視し線せんは、ある人物に向いていった。

　水者なぎさミツミ──彼女は、〝孤独〟で、いつもひとりでいた。

　それを見ると、正直、よかったと思ってしまった。誰からも相手にされず、バカにされ、ひとりっきり。

「彼ア女レよりは、アタシのほうがまだマシだ」

　最初は、そんな風に、自分を慰なぐさめる材料として彼女を見ていた。

　けれど、いつの間にかそれだけじゃなくなっていた。

　へんだ。へんな感情がある。

「この感情はいったいなんなんだろう？」

　答えは、判らない。

　彼女は、ずっとひとりなのに、ずっと変わらないで彼女のままだった。

　いっぽうで、カノカは、〝孤独〟をごまかすように、自分をごまかした。クラスメイトが、誰かが求める、『みんなのアイドル楽沖くらおきカノカ』を演じるようになる。

　テキトーに合わせて、テキトーにやりすごす。

　すごく、楽だった。

〝孤独〟なんて感情に空いた穴は、見て見ぬふりしてやればいい。

　笑い飛ばしてやればいい。

　みんなといると孤独を感じる。けど、みんなといれば、孤独を感じなくなる。

　へんだけど、へんじゃない。それがカノカの立場で立ち位置だ。

　居いる場所だった。

　なのに。

　違っていたんだ。

　彼女は違ってた。

　水者なぎさミツミは、いつもひとりで、いつも〝孤独〟で。なのに、カノカみたく誰だれも利用しようとしない。その代わり、ずっと、ひとり。

　どうして？　なんで？　つらくないの？　かなしくないの？　イタくないの？

　その〝穴〟をどうしたの？

　判わからない。

　みんなの心や気持ちが読めるはずなのに、彼女のだけは、読めなかった。見えなかった。

　そしたら、カノカは、彼女のことがひどく気になりはじめた。

　彼女のことを気にかけるようになった。

　自分の心が孤独を感じるたびに、彼女のことを想おもい出した。

　そんなカノカだからこそ、このごろ、水者ミツミに現れた〝変化〟にたったひとり気づいていた。







　水者ミツミ──彼女は、高等部に進級してもう三ヶ月だというのに、クラスに馴な染じめず溶けこめず。編へん入にゆう組ぐみをのぞくほとんどが中等部からの持ち上がりにもかかわらずだ。

　あいかわらず、彼女は、ひとりだった。

　今日きようも──ひとり、ホームルームに遅れてきた彼女だったが、担任の教師も「まあ、水者だから仕方ないか」といった風に説教のひとつもくれることがなかった。

　窓側から二列目の一番前の席が、水者ミツミの座席。

　このクラスでは一ヶ月に一度席替えが行われるが、高等部に上がった直後の出しゆつ席せき簿ぼ順じゆんの四月を終え、先月行われた初席替えからずっと彼女の席はあそこだ。

　最初の席替えで、カノカが狙ねらっていた窓際の一番後ろの席をクジで引き当てたのは、ミツミだった。しかし、すぐに、「目が悪いのにその席じゃつらいだろう」と担任にうながされ、彼女の今の席に本来座るはずだった男子生徒と入れ替わった。

　それから、次の席替えのときも、いつの間にか、彼女の席は『そこ』だと決められ、彼女ぬきでくじ引きが行われた。それに文句を言う人間は誰もいなかった。

　彼女自身もそう。

　そんな水者ミツミのうしろ姿がカノカの席からはよく見える。

　その日、カノカは一日中なんとなく彼女のうしろ姿をずっと眺めていた。彼女のことが気になっているといっても、こんなにじーっと彼女ばかりを見たことは今までなかった。今日きようはどうしてか。

　ただ、花か壇だんのところで彼女が見せた〝笑え顔がお〟が、ちらつきっぱなしだ。

　彼女は、どんなに難むずかしい授業でも、つまらない授業でも、居眠りすることはない。

　ノートもちゃんと取っている。そのときの仕し草ぐさが、背筋の伸びた姿勢やノートを取る規則正しい動きが、なんだかぴょこぴょこと動く小動物みたく見えた。

「ハハッ」

　思わず笑ってしまう。けど誰だれかに見られてたらまずいと、すぐにノートを取るフリをして、うつむいた。となりの席の男子が「？」とカノカのほうを向いたが、その男子に満面の営業スマイルをしてやったら、真まっ赤かになってすぐ授業に戻った。

　危ない危ない。

「……ハァ、ってなにやってんだか、アタシは……」

　現在、六限目（古文）の真っ最中。今日最後の授業だ。

　結局、一限からずっと水者なぎさミツミを追っかけてしまった。

　クラスでのミツミも存在感のなさでいったらケータイの絵文字の『メガネマーク』くらいだし、みんな、不ふ思し議ぎちゃんのことなんか気にしていられないって感じなのに。何がおもしろいのか。何が楽しいのか。どうしてか、ついつい彼女のことを見てしまうカノカ。

　頭から離はなれないんだ。




　──彼女の笑った顔が。




　やさしくて、やわらかで、あったかで。

　へんなの。

　頭から離れないんだ。

　ぜんぜん気にもしてなかった。水者ミツミなんて、かわいそうってくらいにしか思ってなかったのに。それなのに、どうして？

　どうして、こんな風に想おもってしまうんだろう？

　この気持ちはなんだろう。胸の奥に何かが引っかかっていて、すごく不安になるの。

　彼女も、アタシも独りなんだ。

　だけど、ぜんぜん違う。正反対。

　彼女は、いつもひとりでいる。だから、ひとり。

　アタシは、いつも誰かに囲まれているのに、ひとり。







　次の日の昼休み。いつものように教室からひとり離はなれて出て行った彼女は、お弁当を膝ひざにベンチで座っていた。

　渡り廊下を歩いてたカノカが彼女を見つけたのは、偶然だったのか、それとも──惹ひかれていたのか、それはよく判わからなかった。

　彼女は、日陰を捜していた。もう六月も後半だ。あいかわらずのカラ梅つ雨ゆで気温はぐんぐん上昇中。陽ひ射ざしにクラクラしたんだろう。ベンチから立ち上がる。きょろきょろと陽ひ陰かげをもとめて、ようやく見つけたのは、背の低い木の陰。彼女は、どうしようかと考えて、ちいさな陰の中にちいさな三角座りで、またお弁当を食べはじめた。

「……ハハハッ……」

　なにやってんだか。

　こんなに暑いんだから、教室に戻ればいいのに。彼女は、いつも昼休みに教室にいない。

　彼女にとっていづらい空気がある。それを作り出しているのは、やはり、カノカたちクラスメイトだ。みんな、彼女が勝手にいなくなってると思ってる。

「あの子は不ふ思し議ぎちゃんだから」

　果たして、本当にそうだろうか。

　カノカは考える。

　彼女の笑え顔がおが浮かんできた。

　なんだか、かわいい。ふわふわとしていて、愛らしい小動物みたい。

　くやしいくらいに長い睫まつ毛げ。

　大きな瞳ひとみ。

　小顔に不釣り合いに大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥の素顔はとてもかわいらしくて綺き麗れいだったりする。

　それに最近なんだか、ミツミから感じる印象に変化があった。

　近寄りがたい雰囲気が少し薄うすれたような気がする。そのうしろ姿からは、影かげのようなモノも薄くなっている。そして、笑顔を見せるようになった。

　それに気づいているのは、カノカだけ。

　なんとなくだったけど。

　いつだったっけ？

　彼女が変わりだしたのは……。

　たしか、彼女の祖父、カノカの祖母のヒーローでアイドルが死んだあたり。

　もしかすると、それ以前からかもしれない。ちょうど春休みだったせいでそこらへんは判わからないが。はっきりと判る変化が表れたのは──彼女の祖父が亡くなって、その心的な影えい響きようか彼女が学校をしばらく休んだことがあった。そのあと、学校に出てきた彼女を見て、カノカは、

「なんだろ？」

　とその変化に気づいた。

　吹っ切れたとか、憑つき物ものが落ちたとか、そういう類たぐいの印象だった。

　そのときは、特に強い何かを感じたワケじゃなかったけど、あれから、彼女はたしかに変わってきている。

　そして、あの──笑え顔がお。

「なにがあったんだろ……？」

「あれ？　どうしたの、カノカ？」

　昼休みが終わる間近の教室。彼女についての考察のひとりごとに、クラスメイトの子が気づいて話しかけてきた。

　めざといなあ、と思いつつも、

「んー、ちょっとねー」

　カノカは、やわらかく微笑ほほえんだ。

「なんか考えごと？　あ、判わかった！　サッカー部の矢や野のに告白されたこととかっ？」

　その子が言う。

「なにそれ？」

　としかし、カノカにはそんな覚えはない。サッカー部に知り合いはたくさんいるけど……。

「違うの？　矢野がカノカのこと好きだって話してたから、てっきり……」

　その子の顔は、ほっとしていた。

　ああ、なるほどね。

「ないよ。なんにもない」

　カノカは、その子にやさしく声をかける。

　その子は矢野のことが好きなんだ。でも、矢野は、カノカに気があるらしく、なにかとカノカに絡んでくる。となりのとなりのクラスのくせに。

　クラスメイトのその子は、矢野目当てにカノカと親しくなろうとした。

　判ってるんだよ。そんなことくらい。

　べつにいいよ。どーでも。誰だれの恋愛がうまくいこうが、いくまいが。

　それより──

　今、カノカの頭の中は、彼女でいっぱいになりそうだった。

　彼女ばかりが気になってしまう。そして、こんなにさみしい気持ちは、今までになかったものだから、戸と惑まどいもあった。

「あーぁ、いいなぁ。カノカは」

　クラスメイトのその子は言う。

「え？　なにが？」

「だって、美人でかわいいし頭もいいし……私なんかさぁ……」

　私なんか。といって、その子は、カノカのことをうらやましげに、だけど、自分がいかに綺き麗れいになろうとして努力しているかとか、一方的な感情を吐き出してきた。

　それはカノカには、「努力してもないのに、人から好きになってもらえるからいいよね。ふざけんなよ」と言っているように聞こえた。

　間違ってもないだろう。その子は、心でそう思っている。判わかるよ、それくらい……。

　透き通って見えるんだ。

　こういう子たちの心が。手に取るように判ってしまう。

　見えないのは、彼女くらい。

　ああ、だからか……。

　彼女──水者なぎさミツミの心はぜんぜん見えない。読めない。判らない。

　だから、よけいに気になってしまう。

　……でも、このさみしさの理由はなんなんだ。

　そのとき、ガラガラと教室のドアが開く音が聞こえた。が、直後に鳴った、チャイムの音にかき消されてしまう。

　そして、誰にも気づかれないようにしてるみたく、彼女が教室に入ってきた。こそこそと（彼女本人に自覚がなくてもそんな風に見える）自分の席に座った。

「じゃあ、またっ」

　チャイムに話が途と切ぎれてしまったクラスメイトのその子は、笑え顔がおで戻っていった。

　そういえば、なんの話してたっけ？

　カノカの視し線せんは、もう、彼女に向いていた。

　ドウシタラ、アンナニキレイニワラエルヨウニナルンダロウ。

　カノカは長いナチュラルブラウンの髪を指で梳すいた。




　　　　♪




　下校の時刻。

「……いなくなってるし……」

　カノカが、帰り支じ度たくのためにいろいろとバッグにモノを詰めこんでいたその間に、彼女の姿は、教室から消えていた。いつもうしろ姿が見える窓から二列目の一番前の席は、からっぽだ。

　まあ、彼女がいたらいたで、だからどうってこともない。いっしょに帰るワケじゃないし、彼女が残っていたとしても、

「じゃあっ」

　ってあいさつをするワケでもないんだ。

「帰るか……」

　なんだか、むなしいやら、さみしいやら。

　教室を出る。「カノカちゃーん」と、ふたりの女子生徒（ほかのクラス）が駆け寄ってきた。

　そしてすぐさま、

「ちょっと聞いてっ？」

　なんて、乙女おとめトークをおっぱじめた。恋しちゃったらしい。

　ああ、そう。でも、そいつ、こないだ、アタシに告コクってきたけどいい？

　でも、カノカは嫌いやな顔ひとつせずに、永遠にも思えるほど長い乙女トークにいちいちうなずいて丁てい寧ねいに言葉を選んで、女子生徒の恋を応援する。いつも通り予想通りの科白せりふばかりをならべるので、「こう言ってほしいんだろうなー」とか簡かん単たんなもんだ。

　だって、それがカノカに求められていることだから。

　それからカノカは、女子生徒を「がんばって！」なんていうこの世で一番いいかげんな言葉で三度はげましてから別れた。ようやく、生徒玄関に向かう。

　が……、たどり着く前に、各学年の男子＝計三人に声をかけられた。

　映画に行こうとか、テーマパークに行こうとか。

「もうほかの子と遊ぶ約束が入ってるの。ごめんね」

　とかとびっきりの笑え顔がおで、ひらりとかわした。いつもならクラスメイトやほかのクラスの子たちに誘われて、本当に遊びにいったりするんだけど。このところ、女の子にも同じような科白で断っている。

　なんとなくだ。

　彼女の笑顔に気づいてから、みんなに囲まれているとよけい〝孤独〟を感じるようになってしまった。昼休みもひとりでいたほうがましだし、帰るときもひとりがいい。

　学校を出る。カノカは、独りだった。

　とぼとぼといつもの通学路を帰って行く。

「なんか、むなしいだけ……」

　ひとりごちる。

　歩く。遠い街。季節。変わる音。道路。車の出す排気ガス。ふたり乗りの自転車。信号。赤色。青。あみだくじみたいな白はく線せん。歩く。アスファルト。しめった空気。

「ああ、もう夏か」

　本格的な夏が近づいてくる。そんなむっとするような風に乗って、海の匂においがした。

　そういえば、海があるんだもんね。

　地元に住んでいると、あたりまえすぎてかえって足が遠のいてしまうから。忘れそうになるけど。学校からしばらく歩いて、住宅街を抜けるといきなりひらけた海に出る。

　カノカのナチュラルブラウンの髪の毛をふわりとゆらす風。潮しおのかおり。

「たまには、どう？　寄ってかない？」

　とか、海が呼んでるみたい。

「……んなワケない」

　独ひとり言ごと。

　ごとごと。

　おっきな車体をゆらしながら、バスがカノカの横を通り過ぎていった。

「海……」

　この街の海は、へんてこりんだ。

　海水浴が禁止されているくせに、やたらと広い砂浜。波打ちぎわまでかなりの距きよ離りがある。

　そして、観かん光こう地ちを目指そうとしたのか、それともほかに意い図とがあったのか、台風で首のもげた恐きよう竜りゆうのモニュメントや、骨のような発電用の風車が何基きも建てられていたりする。

　子供のころはよく遊びに行ってたけど、最近はぜんぜん。

「ひさびさにちょっと行ってみるか……、呼ばれてるし」

　それに今日きようは、まっすぐ家に帰りたくない気分。いつもの道がすごく長く感じて、もしかして、家までたどり着けないんじゃないか、って思うくらい。

「夏だしな。海くらい行っとこ。泳がないけど」

　カノカは、ひとりごとでくるりと進行方向を変えた。




　海かい岸がん線せんにそって走る公道。車が来てないのを「ん？　ん？　大丈夫っ！」と右左右の安全確かく認にんしてから、ちょこちょこ、かけ足で道を横断した。ポリスのひと、ゴメンね。

　歩道から、背の低い車両止めをひとつふたつとすり抜ける。アスファルトに白い砂が混じりはじめ、気がつくと、砂地の細い道。下っていくと、魔ま法ほうをかけられたみたく瞬しゆん間かんに、海に出た。

「変わってない……」

　海岸の景け色しきは、あのころとおんなじ。あのころってどのころか忘れてしまったけど。

　へんてこりんのまま。

　首のもげた恐竜のモニュメントは、もはや巨大な甲らのない亀かめにしか見えず、骨みたいな風車は、この前、風力発電としてはまったく役に立ってなかった事実が判明した。それなのに、恐竜はずっと首がないままで、風車は今日も廻まわってる。ずうずうしいやつらだ。

「てか、なんでこの恐竜作られたんだっけ？」

　たしか、なんかのきっかけがあって……。

　やっぱり、想おもい出せない。まあ、いいか。

　時刻的には夕方。でも、まだ陽ひの沈む気け配はいがない。夏の足音をより近くに感じさせる。

　カノカは、ローファーのまま、ざっくざっくと砂浜を歩く。

　ざっくざっくと。

　ザックザックと。

　すると、

「あれ…………──水者なぎさミツミ……？」

　おどろいた。

　彼女だ。

　学校外で、こんなところで出で逢あった偶然にというか、彼女が海にいるってゆうシチュエーション──インドアで家うちで本ばかり読んでいるイメージがあって、そのギャップにも、驚おどろいた。実際、学校でも彼女はやたらと本を読んでいた。

　彼女は、カノカからは距きよ離りのある（砂浜がやたら広いせい）波打ちぎわで、何かをやっている様よう子すだった。

　しかも。

「うへー、マジでか……」

　われながら、テレビで人気のアイドルに恋のスキャンダルが発覚したのを知ったときみたいなリアクションだったと思う。

　彼女の傍かたわらには、ふたりの人ひと影かげがあった。

　ひとりは背の高い、ここから見てもチャラそうな男ヤツ。で、もうひとりはチャラ男とは正反対に、細身のちいさなシルエット。男の子なのか女の子なのかも判わからない。

　その男の子か女の子は、手にビデオカメラらしきモノを持っていて、彼女にレンズを向けていた。

「兄弟？　姉妹？」

　とも思ったが、違うはずだ。

　噂うわさの宝庫ともいうべき『不ふ思し議ぎちゃん』水者ミツミに、兄弟や姉妹がいるなんて聞いたことがない。いたら、それはそれでまた噂にでもなってるはずだ。なら、あのふたりは一体？

　友達か。

　あの不思議ちゃんに友達ね……。

「なんか、楽しそうだなあ……」

　カノカは、両目ともコンタクトだが、ここからでは彼女の表情まで確かく認にんできなかった。

　でも、笑っているような気がした。

　あのとき、生徒手帳の〝何か〟を見てたときと、おんなじように。

　とても綺き麗れいに。

　カノカは、ただただ立ちつくして、彼女たちをずっと眺めていた。

　沈んでいく夕ゆう陽ひの色を映す彼女の姿に見み惚とれていたのかもしれない。

「独りじゃなかったんだ……」

　なんだか、急に、

「虚むなしくなってきた……」

　なんでだろ。

　いつもうしろの席から見て、よく知っている彼女のうしろ姿がぜんぜん別人みたく見えた。




　　　　♪




　七月。

　あの日以来、海には行ってない。

　やっぱ、寄り道しちゃいけないよね。真まっ直すぐ家に帰ろう。




　カノカのクラスで、恒例の席替えが行われた。

　もう、夏休みまであと一ヶ月もないってゆうのにだ。

　べつに、席なんて何ど処こでもいいけど。

「カノカさんのとなりとか近くがいいなー」

　と、クラスメイトのひとりがそんなことを言って、それに周りにいた何人かが、「そうだね」と反応した。

「だといいねー。たのしくなる」

　カノカは、微笑ほほえんで返す。

　たのしくなる。訂正、さみしくなる。

　カノカの視し線せんは彼女の背中に向けられた。

　また、あの席だ。彼女だけは、席替えのクジを引くことなく、また、窓側二列目の一番前の席に座っている。ざわついて、クジの結果に一いつ喜き一いち憂ゆうするクラスメイトに交じらず、彼女だけがぽつんと取り残されていた。

　いつもの知っているうしろ姿だった。

　なのに、やっぱり違って見えてきてしまう。あの日の海のことを想おもい出す。

　なんだろう。胸がざわつく。

　だからなのか。

　カノカは、自分でも思いも寄らぬ行動に出ていた。

「──となり、よろしく」

　声をかけると、彼女が、ビクンっと小動物のように震ふるえ上がった。

「よいっしょ……っと！」

　カノカは抱えていた自分の机を彼女の──水者なぎさミツミの左どなりに置いた。

　クジで引いた最初の席は、窓側の一番後ろの席だった。だけど、カノカは、この席を引いた男子に、

「ごめん、換かわってもらえないかな？」

　と席を換えてもらってしまった。

　窓側のうしろの席だし、それにクラスのアイドルのカノカの頼みだ。断られることもなく、カノカはこうして彼女のとなりにやってきてしまった。

「どうしたの、カノカちゃん？」

　そう、ほかの子に訊きかれた。

「最近、コンタクトの調ちよう子しが悪いみたいでさあ」

「そっか。でも、あの不ふ思し議ぎちゃんの横だけど大丈夫ぅ？」

　心配というか、半笑いな口ぶりだった。

　しかも、わざとなのか、本人が傍そばにいるのにべつに水者なざさミツミに聞こえてもかまわないというんだろうか、なんの考えもなさそうな表情と口調で。

「カノカちゃんって、そういうの気にしなさそうだよね。やさしいから」

　また、笑う。

　なんか、ムッとした。

　おかげで、イライラしているのが伝わってしまったのか、カノカのとなりの席になった水者ミツミが、びくびくしていた。

　普ふ段だんから存在感がないのによりいっそう存在を消そうとするみたく、ちいさくなっている。

「あのさぁ……」

　声をかけようとして、でも、




　びくぅ！




　微かすかに彼女の花きや車しやな身体からだが椅い子すの上で跳はねた。

　クラスメイトに声をかけられると思ってなかったんだろうな……。なんか……アレだ。

「ええ、っと。となり、よろしく。水者ミツミさん」

　カノカは、なるべく声の調子をおだやかにした。でも何な故ぜかフルネームで彼女の名前を呼んでしまった。

　彼女はそれに気づいたのか気づいてないのか、身体をちいさくしながら、けれど、おそるおそるといった風に、カノカのほうをちらりと見た。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの間から。

　顔の大きさに合ってない黒縁眼鏡がずるずるズレてる。だから、カノカの無理に作った笑え顔がおはぼやけてちゃんと見えなかったと思う。

　でも、カノカには、彼女の表情がちゃんと見えていた。

　すごく困ったような驚おどろいたような複雑な顔。

　まあ、いいか。と、この席にしたけど、自分でも、なにがしたかったのか、よく判わからない。

　他人のことは判るのに、自分のことが判らないってヘンだ。

　ああ、ヘンだ。アタシ──

　すると、

「…………よ………よろしく………お願ねがい……します……っ」

　かすかな声が鳴った。

　彼女だった。

「へ……？」

　間の抜けた声で、カノカは、自分の右を向いた。

　彼女は、顔をそらし、机の上に視し線せんを落としていた。

「あ、うん。よろしく、ね？」

　どぎまぎしてしまう。返事を期待していたけど、まさか本当に返ってくるとは……。

　って。

　アレ？

　期待？

　アタシが？　誰だれかに期待した？

　ああ、ヘンなの。やっぱ、ヘンだ。どうしたんだろ、アタシ。

　みんなのアイドル楽沖くらおきカノカは、どうした？

　今のアタシは、なんだ？

　もしかして、はしゃいでるの？

　彼女が返事してくれたから……？

　マジでか。

　あの日見た彼女は、誰だれかといっしょだった。

　ひとりじゃなかった。

　むなしくなって、さみしくなって。なんで、自分がそんな気持ちになるのか、なってしまうのか、判らなくなって。

　──どうしたい？

　カノカは、自分に問いかけてみた。

　答えは、

　──彼女のことが知りたい。

　水者なぎさミツミのせいで、こんな気持ちになったんだ。

　彼女のことを知れば、理由が判るはずだ。

　そうして、いつの間にか、「彼女よりマシ」と自分を慰なぐさめるための材料だった彼女が、カノカにとって自分の気持ちを映す鏡かがみのような存在に変わりつつあった。

　今までずっと、クラスメイトやほかの子たちのことを判わかりたい、知りたいなんて思うことがなかった。その前に、透き通ってしまっていたから。

　はじめて、知りたいと思った。誰だれかのこと。彼女のこと。

　はじめて、こんな近くで見る彼女は、すこしうつむいて何ど処こか空くう宙ちゆうを見ていた。でも一箇所に視点が定まってなかった。声をかけられてまだ動どう揺ようしているよう。

　いつもはうしろ姿ばかりを見ていたが、今日きようからは、横顔。

　が、調ちよう子しに乗って、眺めすぎてた。




　それは数学の授業中に起こった。

　カノカは、教師が黒板に向かって、文字と数字を書きならべ、数式の説明をしているその間に、となりの水者なざさミツミに目をやった。あいかわらず真ま面じ目め（表情も真面目）に黒板をノートに写している。

　手もとのノートには、達筆な字を書きそうだと勝手に思っていたが、女の子らしい丸っこい文字と、これまた意外にも、ラヴリーな『くま』のイラストが描かかれてあった。

　へえー……、水者ミツミもらくがきなんかするんだ。見れば、くまが吹き出しで、『ここがポイントだぞっ！』と言っている。

　さらによくみると、くまの下になんかが書いてある。

　えーと……『ＹＵＺＵ』……ゆず……そのあとなんて書いてあんの？

『ＲＵ』？

　柚ゆず？　譲ゆず……る？

　柚を譲る？　誰に？　え？　じゃなくて？

　そのときだ。

「…………──あ、はいッ」

　カノカは、慌てて席から立ち上がった。

　黒板に向かっていたはずの教師がいつの間にか、こちらに向き直っていた。

　そして、すぐに、よそ見をしているカノカは見つかり、名前を呼ばれた。

「楽沖くらおき、べつに立たなくてもいいよ」

「あ……はい……」

　すごすごとカノカは着席した。

「おいおい。どーしとる？　ぼーっとすんなー。考えごとか、めずらしいなぁ。でも、それは今じゃなくて、あとでしてくれ、古文のときとか」

　冗じよう談だんっぽく教師が言うと、クラスのアイドルのめずらしいポカに教室がどっとわいた。

　が、それだけで終わらなかった。

「じゃあ、注意ついでに、楽沖。コレの答えはなんだっけ？」

　教師が言った。

「えー……っと」

　コレ？

　どれ？

　……しまった。

　答えも何も、教科書のどの問題のことをゆってんのかすら判わからない。どんだけぼーっとしてたんだ自分。教師もそれを判ってワザと質問したんだろう。にやにやしているし。ムカつくな、オヤジ。セクハラで訴えてやろうか。

　でも、カノカは、はたと思いついた。

「えー……あーっと……」

　考えるフリをしてカノカは、となりの席のミツミを見た。

　ミツミが、こっちを……見ているはずもなく。やっぱりだ。黒板のほうに視し線せんを向けていた。

　しかし、カノカは、ＳＯＳの視線サインを送りつづけた。カノカは知っている。カノカだから知っている。

　いつも、ぼーっとしてるように見えるミツミだが、意外なほど周囲をよく見ている。自分がどんな風に思われているか、どんな風に言われているか、自分がどうすればいいかを常に考えてもいる。だから、他人と距きよ離りを置いている。あえてそうしているんだ。

　近くにいればいるほど見えないことがあると知っているみたいに。

　だから、きっと今も、

　ほら──

「………………っ!?」

　ミツミがちいさく、カノカしか気づかないくらいに微妙に跳ねた。

　視線があちこちにみだれる。

　どうして？

　どうして？

　このひと、どうして私のほうを見ているの？

　そんな風な困った表情だった。それでもカノカは彼女に目線で助けを求めてみた。この場を乗り切りたいとか、助け船を求めて、って本当はそうじゃない。

　もしか──彼女が周囲を見ているとき、自分のことも見ていてくれるんだろうか。とかそんなちいさな、ささいなことを確たしかめたかっただけだった。

　だけど、彼女にしてみると、ささいなことじゃなかったようだ。

「…………？？？？」

　彼女は、助けを求められているのを悟ったようだけど、びっくりして、カノカの視線から逃げてしまった。机の右前の角を見つめながら硬直してしまった。

　そんなおおげさな。と一いつ瞬しゆんだけ思ったが、無理もない。クラスで誰だれともコミュニケーションを取ってなかったんだから。

「はい、あと十秒っ」

　やはり、おもしろがっている教師。しかし、カノカがどうせ答えられないだろうと思ったのか、再びうしろを向いて黒板を消しはじめた。

　すると。

　彼女が、水者なぎさミツミが自分の教科書とノートをそっと指さした。

「ここだよ」と教えてくれていた。

　そしたら、ガラにもなく、

「判わかったっ！」

　なんて、みんなに笑われてしまうようなはしゃいだ声を出してしまった。







　その日から、水者ミツミと楽沖くらおきカノカの不器用な交流がはじまった。




　それをきっかけに、急速にふたりは近づいていった。

　そう、

　カノカは、思っていた。

　けれど──




　　　　♪




　七月もなかばをすぎようとしている。

　ここ数日は、ようやく梅つ雨ゆらしく、雨がつづいていた。

　雨が降らなければ「カラ梅雨だ！　水の節約を！」とかゆうし、降ったら降ったで「じめじめしてやだなー」と文句をたれる。人間なんて、どっちにしたって文句をゆう存在なんだ。

　欲望のかたまり、いつも欲しがる。

　何かを。

　何かってなんだろう。

　カノカは、自分自身の〝ソレ〟を知ることになった。




「あのさ、ミツミ」

　いつの間にか、彼女のことを『ミツミ』と呼ぶようになっていた。なんとなく不ふ思し議ぎと自然に呼んでいた。カノカはずっと心の中では、みんなが使う『不思議ちゃん』ではなく、『水者ミツミ』と呼び捨てだったから、しっくりくるといえばしっくりだ。

　彼女も最初のウチは、お得意の（？）困ったような笑ったような微妙な表情を浮かべていたが、すぐになれたのか、「ミツミ」と呼べばこっちにちゃんと向いてくれるようになった。

　そんな風に、彼女とカノカとの距きよ離りは縮ちぢまっていった。となりの席だから、距離が近いじゃないかとかそういうんじゃなくて。そう、それは、カノカがクラスメイトやみんなに感じている〝心の距離〟だった。

「今日きようも、お昼いっしょしていい？」

　カノカが訊きく。

「え……あの…………いいんですか？　本当に？」

　見た目通りのかぼそい声で彼女は、おそるおそるといった風にカノカへ視し線せんを向ける。

「いいんだよ」

　と、カノカは笑った。

　正直、彼女の心がまだ見えてこなかった。

　違う。もしかすると、カノカ自身が、疑っているのかもしれない。

　彼女がクラスメイトやほかの子たちと違う。カノカのことを『利用しよう』とかそういうんじゃない、ただ、単純にひとりの女の子と接してくれていることが、逆にカノカにとって、「本当にそうなんだろうか」と疑いを持ってしまう。

　けれど、いっぽうでは、彼女の心が見えないからとか、そんな理由で彼女を疑っていいのか、判わからなくもなっていた。

　水者なざさミツミという女の子は、とにかく──噓うそがない。

　等身大で、背伸びもない。

　ただ、ずっと『不ふ思し議ぎちゃん』あつかいされてきたせいだろう。かなり自分に自信がないらしく、かわいそうに卑ひ屈くつな部分がある。

「本当の本当に、私がいっしょでも……いいんですか？」

　こうして、何度も同じようなことを訊きいてきたりする。

「迷惑じゃないですか？　わたし、楽沖くらおきさんの迷惑になります」

「ならないって」

　彼女は本気だろう。でも、あんまりにも卑屈なモノだから、逆に笑いそうになってしまう。ごめんね。

「んじゃ、行こっか」

　カノカが席を立って、教室を出ようとする。彼女はそのあとを、挙きよ動どう不ふ審しんにきょろきょろして、小柄な身体からだをよりちいさくして、つづいた。







　昼休みが終わると、カノカは先に教室に戻ってきていた。

「楽沖くらおきさん、ごめんなさい。私、職しよく員いん室しつに寄っていかなければならないんです……」

「あ、いいよ。アタシも行こうか？」

　そう言うと、彼女はびっくりしたように、

「い、いいえ！　申もうし訳わけないです！　ありがとうございますっ！　私、ひとりで行きますから！」

　と、猛烈に、ぶんぶん首を左右に振って、ぺこぺこと頭を下げて、あっという間にその場から去っていってしまった。

　べつに、カノカのことをさけている。というワケでもなさそうなんだけれど。ああやって、必死になられると、カノカは、ちょっと複雑な気分だった。

「そういえば、今まで、ほっといても誰だれかに受け入れられてたから……」

　拒否されることはない。拒否権があるのは、むしろ、カノカのほうだった。

「なんか、変な感じ」

　彼女は、カノカだけじゃない誰に対してもこういう態度を取るんだろう。

　だけど、なんだか、さみしくて、かなしい気がした。前に、彼女が誰かと海にいるのを見たときとはちょっと違う気持ちだ。

「アレだなー、彼女ともう──」

　カノカは、その言葉を途中で吞のみこんだ。彼女の顔が浮かんできて、どうしようもなくむずがゆく気恥ずかしくなってしまった。

　その言葉──そのたった『二ふた文も字じ』を口にすることがためらわれた。

「なんだかなぁ……」

　教室のドアを開ける。

　ミツミの姿は教室にない。まだ、職員室にいるんだろう。

　教室に一歩踏み入ると、その帰りを待っていたみたく、めざとくカノカの姿を見つけたクラスメイトたちがわらわらと、飼い主にエサを求める犬みたいに近寄ってきた。

「カノカ、何ど処こいってたのー？」

「あ、うん。べつに」

「ふーん……」

　と、その反応からすると、何処に行っていたか、クラスメイトたちは判わかっていたみたいだ。

　それを察していたカノカは、「彼女といた」と言おうとして、無む意い識しきにやめた。そして、いつもの『クラスのアイドル』の顔になる。笑ってみる。微笑ほほえんでみる。自分がどんな顔しているのか判ってる。

　ああ、なんてへんてこりんな笑えみだろう。と思う。

　なんで、彼女みたいに、綺き麗れいに笑えないんだろう。

　絶望的な気分だった。なにやってるんだ。なんで笑ってるんだ。たのしくもないのに。うれしくもないのに。これは、〝噓うそ〟なのに。

　しかし、その表情が一いつ瞬しゆん崩れそうになった。

「……え？」

　カノカは、首をかしげた。

　哀かなしかったのに、顔が笑っていたせいで、相手には気づかれなかった。

「もう、カノカのボランティア精神には頭が下がるよ」

　クラスメイトの一人ひとりが言った。

　どういう意味？

「だってさあ、あの『不ふ思し議ぎちゃん』だよ？　カノカぐらいしかできないって、あんな子の相手なんて。さすがっ、やさしいねー」

　笑った。クラスメイトたちは、おかしそうに笑った。

　ボランティア？

　相手？

　やさしい？

「…………っ」

　不快と疑問と蔑さげすみと哀しみといろんな感情が、カノカの心の中を、ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる……廻まわって、かき乱しはじめた。

　言いようのない息苦しさが、喉のどもとをぐっとしめつける。

　それなのにカノカは、何も言わずに、ただ笑っていた。

　微笑ほほえんでいた。

　ずっと、誰だれかが思う『楽沖くらおきカノカ』になろうとしてきたせいで、とっさにどんな顔をしていいか判わからなくなった。微笑む以外に。

　苦しくて、とんでもない何か得え体たいの知れない〝塊〟が口から飛び出してきそうだったのに。

「…………あ……っ」

　そのとき、クラスメイトたちが沈ちん黙もくした。教室に戻ってきたミツミがすぐそこに立っていたからだ。クラスメイトたちは、気まずそうな雰囲気を背負いながら、だけど、へらへらとした薄うす笑わらいを浮かべて、散っていった。

「んじゃね、カノカ。ごくろうさんっ」

「……ああ、うんっ」

　カノカは笑っていた。けど、心しん臓ぞうが恐ろしいスピードで脈を打っている。

　笑っていた。彼女のことを笑っていたクラスメイトといっしょに笑っていた。それをミツミに見られた。けれど、ミツミは、何事もなかったかのように、席について次の授業の用意をはじめた。

　カノカも席に座った。落ち着かない。心しん臓ぞうが静まらない。苦しくて哀かなしくて虚むなしくて、

「……っ、あの、ゴメン……」

　カノカは、ミツミに謝あやまった。

　彼女が、こっちを見て首をかしげた。ちいさく。真まっ直すぐな瞳ひとみがカノカを見つめる。

「え？　どうかしたんですか？」

「だって……ほら……。あの……さ……」

　なんで、謝ったんだっけ？

　カノカは答えられなかった。とっさにだったけど、なんに対して謝しや罪ざいしているのか、よく判わからなかった。

　罪悪感？

　カノカは、クラスメイトがミツミのことをバカにするように言うのを止めなかった。笑ってた。おかしいことなんて何もないのに。

　だから？

「──ごめんなさいっ」

　がしかし、逆にミツミが謝ってきた。深々と頭を下げている。

「な、なんで、ミツミが謝んのっ!?」

「あの……私が何か気に障るようなことをしたのかもしれません……」

「してないって！　したとしたら、アタシのほうだから」

「いえ。楽沖くらおきさんは、何も……私が……たぶん、悪いんです……だから、私が」

「違う、だって……！　さっきの……聞こえてたんでしょ……？」

　すると、彼女は困ったような表情になった。それから、あまり間を置かずに、

「……はい」

　ちいさく答えた。真っ直ぐな瞳。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥の長い睫まつ毛げが、哀しくゆれた。

「でも──私は、こんな風だから仕方がないことだと思います」

　としかし、彼女は視し線せんをはずしながら、自分のことをそう言った。本当にそう思っているからだった。

　これまでずっとこんな風にいわれのない嫌いやみなんか言われてきたせいだ。自分が悪くもないのに、相手の気分を悪くさせてしまったのかと思ってしまう。

　そんなに卑ひ屈くつにならなくてもいいのに。

　今日きようは、カノカは、彼女の卑屈さを笑う気がしなかった。

　だって──

「すみません。私のことなんかで気をつかわせてしまって」

　どうして、彼女は、こんなにも真まっ直すぐなんだ。純粋で純真で、誰だれかを憎く思ったことなどないみたいに。ひどく真っ白な心で、カノカを見ている。真っ直ぐな瞳ひとみ。

　噓うそのない瞳。

　それなのに、アタシは……。

「すみませんでした」

　もう一度、彼女が深々と頭を下げた。

　それを見た瞬しゆん間かん、口から〝何か得え体たいの知れないモノ〟がずるずると出てきた。とめどなく溢あふれてきた。もう、カノカにはどうしようもなくなっていた。

「なんで、謝あやまんの……!?」

　カノカは、少し乱らん暴ぼうな口く調ちようで声を上ずらせた。

　今までの自分だったら、どうしていただろう。こういうとき、笑ってやりすごしていたんだろうか。でも、笑えない。笑いたくない。

「……だって、私のせいで……？」

　ミツミは、さらに困った表情になった。

「誰もあんたのせいだなんて、言ってないじゃん……！」

　カノカの声に、ミツミだけじゃなく、クラス中の視線が集まり出した。

　違うんだ。彼女に怒りをぶつけたいワケじゃない。彼女に腹を立てているんじゃない。違うの。なのに、伝えられない。〝何か得体の知れないモノ〟が邪じや魔まをしているんだ。

　彼女はなんにも悪くないんだ。

　ワルイノハアタシナノニ。

　サイテイノサイアクナアタシナンダ。

　ああ。

　ああ。

　ああああ。

　あああああああああ。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああ。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。

　あああああああああああああああああああああ。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああ。あああああああああああああああああああああああ。

　ああああああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああああああああああ。ああああーああああああああああああああ。あ。ああああああああああああああああああああああああ。ああ。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああああああああ。ああああああ。ああああ。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。

　……ああ。

　感情。

　干渉。

　感傷的な感情。

　不感症の感情。

　ずるずる。

　ずるずる。

　ずるずる。

　ずるずる。

　吐き出して。

　吐き出して。

　全部。

　ためこんだ、感情。

　つめこんだ、感傷。

　ああ、ああ。

　ここにいるのは、──ウソツキのアタシだ。

　みんなが大好きなアタシ。

　噓うそでごまかして、まぎらわして、みんなの心を見たつもりになって、バカにして、噓の笑え顔がおで自分を偽った。

　ずるずる。

　ずるずる。

　ずるずる。

　噓がはい出てくる。

　口の中、奥底からはい上がってくる。

「ごめんなさい、楽沖くらおきさん」

　また、彼女が謝あやまった。噓のない彼女の噓のない言葉だった。

　ウソツキのアタシだから、噓をついてもいいのに。

　だけど、その瞬しゆん間かん。

「──もういいッ!!」

　カノカは、クラスメイト全員が静まってしまうような大声で叫んでいた。

　コンニチハ。ホントウノジブン。ハジメマシテミナサン。ウソツキデス。

　他人の心を判わかったつもりになって、「簡かん単たんなヤツ」なんて思ってたのに。自分のことすら判らなくなってる。今の自分は、みんなの望む自分だ。そうだった。

　だから、こんなに哀かなしい。噓うそだらけだった自分。みんなの目に映っていたみんなの中にいる楽沖くらおきカノカは、〝噓〟なんだ。違和感のない噓なんだ。みんなの本当になってしまって、カノカの中でも本当になってしまっていた。噓と本当とごちゃまぜで、噓か本当か見分けられなくなってしまっていた。

　苦しい。哀しい。痛い。

　イタイ、イタイ、イタイ。

　本当の自分が顔を出した。ずるずる。ずるずる。はい出てきた。

　ずっと昔に、アタシが殺した自分だ。

　ああ、ああ。アタシは今まで死んだまま生きてきたらしい。

　じゃあ。みんなは、亡ぼう霊れいを見てきたってことで、いいかな？

　いいよね。

　ああ、だから、独りだって思ってたんだ。本当のアタシは、みんなと違うところにいたんだもん。亡霊に乗っ取られてたから。

「サイテー……ッ」

　気がついたら、カノカは、教室から飛び出してしまっていた。

　ミツミは、ただ、真まっ直すぐな目でカノカの背中を見ていた。







　あとに残ったクラスメイトたちは、ざわめき立つ。

「あーあ、やっちゃった」

「あんだけカノカさんがやさしくしてあげたのにね」

「ほんと、サイテー」

「さすが不ふ思し議ぎちゃん」

「マジウザイんだけど？」

　声が鳴る。

　やっぱり、水者なぎさミツミは、変わり者の不思議ちゃんだ。

　彼女は、ぽつんと立ちつくしていた。

　胸ポケットに手を当てる。

　そこには生徒手帳が入ってる。

　中には、一枚の写真。

　彼女は、そこに映るひとりの人物の姿を思い出していた。

「…………うんっ」

　意を決した。

　彼女はうなずいた。




　───リン。




　　　　♪




　真っ白い花びらが、風にたゆたって、空を泳いでいる。

　やがて、風が雲を運んでくる。

　灰はい色いろのいじわるそうな雲だった。

　そんな空気の中を、真っ白い花びらが泳いでいた。







　授業の開始を知らせるチャイムの音が聴きこえる。やけに耳障りだ。外まで走ってきてしまった。雨が降り出した。すぐにずぶぬれになった。

　カノカは、ずっと前にミツミが陽ひ射ざしをよけてお弁当を食べていた背の低い木の下に、膝ひざを抱えて顔を埋めた。泣きたい。泣いてしまいたい。泣けない。きっと、それも〝噓うそ〟だから。ここにいるのは、誰だれ？　本当のアタシ？　本当のアタシを殺したウソツキのアタシ？

　目を閉じれば浮かんでくるのは、彼女の笑え顔がおばかりだった。彼女が綺き麗れいに笑うのが何度も繰くり返し映像として頭に流れる。どうして、彼女のことばかり浮かんでくるんだ。

　独りでいる彼女。

　花か壇だんでピンクのゾウのジョウロで水やりしている彼女。

　やさしく笑ってる。

　くだらない話にすごく真剣に耳を傾けて、いちいち驚おどろいて、カノカの一言一言に新しん鮮せんな表情を見せてくれる。困ったり、照れたり、ちいさく笑ったり。

　どうして、そんなに綺き麗れいに笑えるんだろう。噓のない笑顔で笑えるんだろう。

　そうだ。自分は、それが知りたかった。でも、知りたくなかった。

　──自分の噓に気づくから。自分が此こ処こにいないことを知ってしまうから。

　今、きっとミツミはひとりで教室にいて、クラスメイトたちが『不ふ思し議ぎちゃん』だと、冷たい視し線せんを投げつけている。彼女は、きっと、〝独り〟で孤独に耐えているんだろう。

　そんな彼女に、カノカはワケの判わからないままワケの判らない感情を投げつけてしまった。ずるずると出てきた本当の自分を隠したくて、見せたくなくて、噓ばっかりだったから。ウソツキの自分しか見せてなかったんだから。

　彼女は、それに気づいていただろうか。

　クラスメイトたちとの会話を聞かれた。そのとき自分は笑っていた。彼女にそれを見られてしまった。笑うつもりなんかなくて、本当は、みんなにも「ミツミは、とても綺き麗れいに笑う。かわいらしい普通の女の子」なんだと大声で言いたかったはずなのに。

　今までカノカの周りに集まる人間たちは、その容姿に惹ひかれて、または、その容姿に惹かれて集まる者に惹かれて、近寄ってくるだけだった。だから、カノカは〝心の距きよ離り〟を取って、独りになった。孤独になってしまった。なのに、ひとりになりたくなくて、カノカは人を周囲に引き寄せる。利用されるなら、利用してやろう。

　噓うそみたいな噓でごまかした。

　けれど、ミツミは、相手に利用されても相手を利用しなかった。距離を置かれるなら、置いたままにしておく。その離はなれた場所から、みんなを見ている。そっと、静かに。ひとりきりで。

　彼女の笑え顔がおの理由を知りたかった。あんなに綺麗に笑う彼女。

　どうして？

　──ああ、そうか。

　気がついた。

　気がついたんだよ？

　アタシは、本当は、彼女に憧あこがれてたんだ。

　ミツミは、独りだった。カノカも独りだった。なのに、彼女は綺麗に笑ってた。そして、最近は、日を追うごとに変わっていっている。変化を見せている。それに誰だれも気づかないで、カノカだけが知っている。カノカの心に響ひびいている。

　自分は、安っぽい誰の心にも残らないような笑顔にしかなれない。

　ひとりだから。

　ひとりなのに。

　あの海で見た彼女には、ふたりの『仲間』がいた。

　たのしそう。

　うらやましかった。

　おなじなのに。ひとりなのに。

　おなじじゃい。ひとりじゃない。

　ひとりがいいと思ってたのに、うらやましいと思った。

　いつかのカノカは、彼女を「アレよりはマシ」だからと思って、自分を慰なぐさめていた。カノカにとって彼女はそれだけの存在だった。

　みんなもきっとそうだったんじゃない？　彼女のことをバカにして、自分よりも『下』の誰だれかを見て、自分を慰めていたんじゃない？

　独りは嫌いやだ。怖い。哀かなしい。寂さびしい。虚むなしい。イタイ。心が痛い。

　誰だれかが誰かにほっしてる。手をつないでいたいと。いっしょにいたいと。

　嫌われるのも怖い。

　傷つけるのも嫌いや。

　傷つくのもイヤ。

　だから、噓うそでごまかして自分を、みんなが思う『楽沖くらおきカノカ』を作り上げてきた。そのうち、本当の自分を、この手で殺してしまった。

　ホントウノジブン。

　彼女は、水者なぎさミツミという女の子は、たくさんの中でも、ひとりでいて、自分という人間をそこに置いている。自分を確たしかに持っている。噓偽りのないその姿に、いつの間にか惹ひかれて、カノカは、そんな彼女に、たぶん、憧あこがれていたんだ。

　ずっと、教室のうしろの席から見ていた彼女の背中。

　となりの席にいる彼女の横顔。長い黒髪に大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねと長い睫まつ毛げ。

　とても綺き麗れいな横顔。誰も見てない。本当の彼女を見てない。

　本当の彼女を知ったら、きっと、もっと知りたくなるはずだ。

　アタシもそうだった。

　だから、

「アタシ、ミツミと友達になりたかっただけ………………ひとりはやだ……」

「──わ、わ、私もです……っ！」

　雨音にかき消されそうになりながら、どもりながら、精一杯の声が鳴った。

「……へっ？　うわあぁっ！」

　ずぶぬれの髪の毛が空くう宙ちゆうに浮かんでる！

「あ、違う……！　ミツミ……っ!?」

「はい、私ですっ！」

　返事としてはなんだかおかしいが、彼女が雨の中に立っていた。カノカよりもずいぶんぬれている。

「なんで、ここにいるの!?」

　カノカが言う。

「はい、追いかけてきましたっ！」

　彼女の肩に、やけに力が入っていた。

「私も前に、追いかけてきてくれたひとがいたんです！　あ、走ってるのをとかじゃなくて……部へ屋やにこもってしまった私の……」

「そんな説明いいし！　てか、もう、授業はじまってるじゃん！　なにやってんの……？」

「はい！　あ、いいえっ。大丈夫です！　だ、だ、大丈夫じゃないですね？」

「じゃあ、早く教室に戻りなさいよ！」

「嫌いやですっ！」

　おっきな声だった。

　彼女が顔を真まっ赤かにして、叫んでた。

　驚おどろいた。

「あ、ああ、ご、ごめんなさい。大きな声を出してしまいました……っ。あの、その……？」

「なんなの……？」

　本当に、なんなんだ、水者なぎさミツミという女の子は。

　彼女は、雨にぬれるのも黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがズレるのも気にすることなく、カノカを真まっ直すぐに見ていた。

「私も、よく判わからないんです……。昔の……少し前までの自分だったら、こんなことしてなかったと思います……」

「……え？　どういう……？」

「知ってましたか？　私最近、楽沖くらおきさん以外のクラスのひとから、ほんの少しですけど話しかけてもらえたんですっ。……じ、自慢のようになってしまいましたっ。けど、違うんですっ。ほんとに、ちょっと、ちょっとだけなんですよ？　で、でも、うれしかったんです。ずっと、ひとりでいたから、最初はどうしたらいいのか判らなかったんですけど。やっぱり、うれしかったです。いろんなひととお話しするのは怖いけど、楽しいです」

　そう言って、彼女は、照れたような困ったような笑えみを浮かべた。

　誰だれが話しかけたのか知らないけれど。たぶん、カノカが彼女と接するようになったのを、おもしろがってか、それとも、からかってか話しかけたというところだろう。

　それなのに、彼女は、うれしそうに笑った。

「楽沖さんのおかげです。ありがとうっ」

　とても綺き麗れいに笑った。でもすぐに、

「あぁ……っ、すみませんっ！　私なんかが偉そうに……何を……」

　彼女が深々と頭を下げる。雨にぬれた長い髪が水を飛ばした。それが、ばさっとカノカにかかった。

「ああっ！　すみませんすみません、私、私っ！」

「いいから、べつに」

　ぺこぺこと頭を下げる彼女。カノカは、身体からだから力が抜けていくのを感じた。

「そんなことを言いにわざわざ、授業サボってこんなとこにきたの……？」

　カノカは、訊きいた。

　ほんとに、どうして？　なんで？

「あ、そういうんじゃなくて、そうなんですけど、ええっと……あっ！　そうです！　わ、わ、私も楽沖くらおきさんと友達になりたいと思っていました……っ！」

「…………は？」

　話が戻った。

「…………ああ、言ってしまいました……っ！　どうしましょう……？　ごめんなさい！」

　そして、彼女はおきまりのように、深々と頭を下げた。

「バカ……」

　そう言いながら、何な故ぜだろう。

　カノカの目から涙が溢あふれてきた。怒ってない。哀かなしくない。何ど処こも痛くない。きっと、うれしかったんだと思う。

「楽沖くらおきさんのことずっとすごいと思ってたんです。うらやましいと思ってたんです。みんなと、誰とでもお話できて、仲良くできて、私なんかにも、こうしてかまってくれます。本当に素す敵てきな方です」

「違うよ。アタシはそんなんじゃない。噓うそついて、みんなに笑ったフリしてるだけ」

「いいえ！　とても、素敵に笑ってらっしゃると思いました！」

　ミツミは興こう奮ふんしてきているのか、口く調ちようがなんだか可お笑かしくなってきている。

　彼女も本当は、独りが寂さびしかったんだ。あたりまえか、誰だれだって独りは嫌いやだ。怖い。寂しい。虚むなしい。哀しい。

　だけど、彼女のことがうらやましいと思った。

「ううん。アタシは、あんたみたいに笑いたいの」

「私、みたいに？　ですか？」

　彼女が首をかしげる。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが落ちそうになって、あわてて直す。

　フッと笑いそうになった。

「うらやましかった。どうしてあんな風に笑えるんだろうって思って、考えてみたけど判わかんなくて。それで、ミツミと話してみたら、どんどん自分の噓に気がついていって、どんどん無理して笑いたくなくなってた。みんなアタシのことを見てくれているけど、それは本当のアタシじゃないんだって……。嫌われたくなくて、傷つけられたくない。だから、いっぱいの噓で自分をごまかしたの。そしたら、本当のアタシは、〝孤独〟で死んじゃってたんだ。ミツミの笑顔でそれに気がついた。ミツミは噓がないから……」

　もう、何が言いたかったとか何を言ってるんだとか、どうでもよくなった。本当の自分の──得え体たいの知れないモノが、やっと本当の自分の声になって吐き出せている。すがすがしいもんだった。

　すると、

「あ、あり……が……とうございますぅうっぅぅぅぅぅ……っっ！」

「エェッ！　なんで!?」

　ミツミが、泣いていた。どうして？

　それも雨よりも多いんじゃないかってゆうくらいのまんがみたいな量の涙が溢あふれ出ている。

「うれしいです……！　わ、私のこと、そんな風に思っていてくれたなんて……！　知りませんでした……！　すみません！　ありがとうございますぅぅぅ……っっ！」

　謝あやまっているのか、感かん謝しやしているのか、どっちだ。

「でも、私も噓うそだらけです！　誰だれも私のことなんか見ていないから。嫌われていますから。ひとりが寂さびしいのに、寂しくないフリをしていました。学校では、もう自分はいないものだと思って……」

　ひとりがいいなんて、きっと、誰も思ってない。

　彼女も、カノカも、みんなもおんなじだ。誰も何も変わらない。

　そう思ったら、今目の前にいる自分と同じ孤独だった花きや車しやでちいさな少女のことが愛いとおしくてしょうがなくなった。

　ったく！

　かわいいな。ちくしょー。

「え、え、え、え、え、え……!?」

　彼女がびっくりして、直立不動で硬直していた。

　いきなり、カノカが襲おそいかかるように彼女を抱きしめたからだ。力一杯。
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　雨にぬれた彼女は、冷たくて。でも、ひどく温かかった。

「ミツミ、友達になってくれる？」

　カノカは、言った。本当の声で。

「私でいいんですか？　お友達でいいんですか？　ほんとうに？」

　長い睫まつ毛げをしばたたかせる。

「友達がいい……！」

「ふわっ……!?」

　ミツミがまたびっくりしたけど、かまわなかった。力一杯、ハグしてやった。

　だって、




　──アタシのはじめての、ホントの『友達』だ。







　教室に戻ると、みんなが驚おどろいて、教師までが言葉を失っていた。

　ミツミとカノカが、全身ずぶぬれで、しかもものすごく仲良く手をつないで教室に戻ってきたからだ。遅刻したくせに。

「すみません。私なんかと手をつないで……。楽沖くらおきさんは、とても人気があるから、みんなに怒られてしまいますね……」

　彼女はそんなことを言って、本気で申もうし訳わけなさそうにしていた。

　ちょっと的はずれな気がしたが、いいやと受け止めておいた。

　いいんだ。

　だいじょうぶ。

　今は、ふたりだから。




　　　　♪




「ミツミさー」

「はい。なんですか、楽くら……じゃなかったっ、カノカさんっ」

　自分の名前を呼ばれるとうれしそうにじゃれつく仔こ犬いぬみたいな愛らしい表情をするのに、他人の名前を呼ぶのにはいちいち照れる彼女だった。

「それってどういうこと？」

「はい。とてもきれいな天使の女の子です」

「い、いや、だから。そんなのと逢あったって？」

「はい」

　というのは。

　ある日、普通の会話をしていたはずが、ミツミがいきなり、

「そういえば……っ」

「ん？　なに？」

「私、以前、天使に逢あったことがあるんです」

　とか言い出した。

　カノカは、「ヤバイ。ついにでた。ミツミの不ふ思し議ぎちゃん発言……！」とおそれおののいた。

　が、よく聴きけば、

「その天使さんは、羽根は生はえていなかったんですけど、真っ白で、やさしくて、とってもあったかくて、あ、あと、すごくおもしろい黒猫さんを連れていました。黒猫さんは何ど処こか遠いところを旅して帰ってきてすぐだったらしくて。つかれて眠ってばかりでしたよ」

　かなり具体的だ。天使が黒猫ってあんまり合わない気もするけれど。話を聴けば聴くほど、

「んー。なんか、それ。ほんとっぽくない？」

「カノカさん、信じてないんですか？」

「いやいや、まあ、いきなりってのは無理だけど……なんか、そのうちアタシもいるような気がしてきたりするんじゃないかなあ……」

　ごまかすように言った。そして、すかさずカノカは話を切りかえる作戦に出た。

「それよかさ。ミツミ、前に、海にいなかった？」

「え？　海……ですか？　あのぅ……はい、いました……。もしかして、カノカさんもいらっしゃっていたんですか？　昨日きのうですか？　一昨日おとといですか？」

「え？　もしかして毎日いってんの？」

「はい、そうです。ほとんど毎日です。雨の日はやめておこうということになっているんですけど」

　やめておこう。というのは、いっしょにいる『あのふたり』と決めているんだろう。

「お声をかけてくださればよかったのにっ」

　彼女は、寂さびしそうな表情をした。

「そうだね。今度はそうするよ」

「はいっ」

「じゃあ、いっしょにいた『ふたり』も紹介してくれんの？」

　さらりと言ってみた。この前は、訊きこうとも思わなかったのに。

「はい。もちろんっ」

　と言いながら、ミツミの顔が少し赤くなっていく。

　照れてる？

「どっちも男の子？」

「はい、そうですよ？」

「へー」

　ふたりともか……、へえ、どんな関係なんだろ。

　まさか？

　なんとなく思いついた。

　それで、カノカは言ってみた。

「どっちが本命？」

「へ？　へぇぇ[image: ][image: ][image: ]っっ!?」







　そのあと、あわてふためく彼女の胸ポケットから、ぽろり、とこぼれ落ちた生徒手帳。

　そこには、一枚の写真がしまってあった。




　写っていたのは、あの海と──










　何ど処こかの空。

　そんなふたりを、真っ白い天使のような姿をした女の子が、やさしく微笑ほほえんで、見守っていた。
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　　　　♪




　不安だけが夜を駆け抜けていく。

　大きな窓の傍かたわらに立って、アイボリーのカーテンを少しだけ引いた。

　部へ屋やの中の光が反射して、外は見えない。

　窓ガラスは真っ黒い鏡かがみのようになって、のぞきこむ自分の顔を映す。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねで可愛かわいくない私の顔を。




　そしたら。天使がふわり訪れた。

　真っ白な女の子の。

　私の心に触りにやってきた。

　女の子は、自分のことを「死神だよ」と言うけれど、私は思う。

　真っ白くて、あったかくて、天使なんじゃないだろうかと。

　ただ、羽根がないだけだ。

　私の心に触れにきた。

　かわいらしい黒い猫をその胸に抱いて。

　本当は、哀かなしいことを告げにきたのに。

　たいせつなものを失なくしてしまうと、教えてくれにきたのに。

　でも、

　私はどうしてか、言ってしまったんだ。

「友達に──なって」

　なんて。

　どうしてそんなことを口にしてしまったのか、よく判わからなかった。けれど、あのときの私は、本気でそう思ったんだ。

　この子と話をしてみたい、と。

　そうしたら、真っ白い女の子は、やさしく微笑ほほえんでくれた。

「いいよ」

　友達になってくれる、と。

　けど、女の子の胸の中で黒猫があわてて、それを制止しようとする。女の子はかまわず、私にふわりと歩み寄ってきた。

「あたしは、百モ々モ。あなたは？」

「……私は…………、」

　私の名前は──




　　　　♪




　やたらと波打ちぎわまで距きよ離りのある浜辺が、みょうに平たいらに続く長い海かい岸がん線せん。

　この町に住む人々は、もうなれてしまっておかしくも思わないが、おそらく変ヘンなんだろう、ここは。

　みっつの細長い羽根を持った背せい高たかノッポ。

　風力発電の風車が十匹。仲良くならんで、骨みたいな羽根を廻まわしている。

　その傍そばには、遠目から見ると、丸っこいピラミッドというか古こ墳ふんのように小高く土が盛られたようになっている。

　子供たちの遊び場となっているそれは、土の山ではなく、十年以上も前に造られた恐きよう竜りゆうのモニュメント。

　……だったが、台風がやってきたときに、首がもげて胴体だけになっている。近づくと、甲らのないおっきな亀かめに見えた。

　北のほうには、海に面した高台に灯台。と思いきや、灯台のカタチを模した図と書しよ館かんがあって。海岸を南に、風車を越えてしばらく歩けば、シロナガスクジラ……っぽいモニュメントが、地面にななめにめりこんでいる。

　やたら長いので、海岸線の果てがなかなか見えてこないここは、風車やらモニュメントやら普通の海岸とは違ったモノがごろごろしていた。

　はっきりいって、その意味のすべては判わからない。理解しようもない。

　きっと、造った本人も「なんじゃ、こりゃ」って思ってたんじゃないだろうか。

　冷静に考えてみると、そのくらいヘン。

　原因は──町おこしの一いつ環かんとして、やたら面めん積せきはあるのに海水浴場にも使えない、さっぱり用途不明のこの海を活用しようと、何十年か前から始まった再開発プロジェクトのせいだ。

　それが時を経へて、この町の市長やらエライ人が変わるたびに、やれエコロジーだ、やれ省エネだ、やれ地球温暖化だ、北極のマイナスエネルギーがどうたらこうたらだ、などなど微妙なテーマのマイナーチェンジのせいで、手を変え品を変えて、今にいたっている。

　が、ほとんどは、大きな成功を収めてない。

　たとえば。つい最近、風車の発電量が当初の予定の、何分の一の電力も得られてないことが判明した。

「そんなこと、一年も、二年も、三年も、うっかり黙だまってんじゃねーよ」

　と町のひとたちから反発が起こった。

　けれども、それは一部の反応で、町の大多数の、再開発プロジェクトがまともに機き能のうしたことがないのにすっかりなれっこになってしまったひとたちは、

「まあ、あんなおっきなモノがぐるぐる動いてるのは、けっこー楽しげだから、いいんじゃん？」

　という程度にしか思ってない。

　逆にその程度にしか思われてない風車も、それはそれで哀あわれだ。

「オレっちは、なんのために毎日ぐるぐるぐるぐるしとるんでけつかるんでしょうか!?」

　ってなかんじで。

　けど、意外なことに、みんなこの海には愛着があった。

　今も昔も、子供の遊び場で、デートスポットで、散歩コースだ。

　老若男女問わず、この場所になんとなく集まってくる。

　とはいってもやっぱりみんななんとなく、ふらりと訪れるので、閑かん散さんとしていることもあるし、人でにぎわっていることもある。

　結局、ここはへんてこりんな場所だということだ。

　つまり。

　へんてこりんな場所には、少々へんてこりんな出で逢あいが待っていた。

　つまりは──




　彼女と彼が出逢ったのが、この海だった。




　　　　♪




　土ど曜よう日び。

　しかも春休み。

　でも、

　世間は、休みだったり休みじゃなかったり。

　中学三年生になる直前の春休み真っただ中の彼──新しん海かいユズルは、ビデオカメラ片手に、海までやってきていた。

　特に、これといってカメラで撮とろうと決めこんでいたモノがあったワケじゃない。

　なんとなく。

　クラスの友達に借りたビデオカメラのディスプレイを開き、録ろく画がボタンを押す。

　昨日きのうの夜、説明書に目を通してみたけど、あんまり機き能のうのことはよく判わかってない。

　ただ、カセットやディスクがいらないタイプで、ハードディスクやメモリーカードに録画できるからパソコンに取りこんでの編へん集しゆうも楽だなー、という感じは判った。

「それで、十分だよ」

　彼は、さらさらの黒髪を潮しお風かぜに流されながら、ずれた銀縁眼鏡メガネを片手で、くいっ、と直す。

　そのメガネからのぞく視し線せんは、カメラのディスプレイへ。

　カメラを廻まわしはじめて、最初にディスプレイに映ったのは、『海辺のカルテット』と呼ばれているひとたち。

　土ど曜ようや日曜になるとふらり現れる謎なぞのカルテット。

　バイオリンの小学生に、チェロの女子高生に、コントラバスの主婦に、もうひとりのバイオリンのサラリーマン。それぞれの楽器パートは、たまに違ってる。

　一見、親子っぽいけど、親子じゃない。野外ライヴのようで、実は練習している。練習しているが、公のコンクールや発表会に出たことがない。

　と、ユズルが話に聞いたかぎりでは、なんだかまったくワケが判わからないが、やたらとうまいので、海辺のカルテットがただ自分たちのためだけに練習しているんだとしても、それはすごく心地ここちがよくて、すばらしく耳にいい優ゆう雅がなＢＧＭだった。

「んー……。でも、こんなとこで練習して、潮しお風かぜって楽器に悪くないのかなー……」

　ユズルは、よけいな心配をしつつ、しばらくカメラを廻し続けた。

　でも、特に目を引くような何かは起きず、一度、小学生の子がサラリーマンのひとに「おまえ、今、間違ったろ？」的なことを言って怒ったくらいで、ユズルはカメラを右にパーンした。

「パーンと、パーンする…………。なんて…………………………………………………………」

　つぶやいて、自分で寒くなった。

　いつもとなりにいてツッコミを入れてくれる友達がいない。

「潮風がつめたいなー……」

　すると、元気にかける小学生の女の子と男の子がディスプレイにフレームインしてきた。

　女の子が男の子の手を引っ張っている。

　仲良しというより、ガールフレンドボーイフレンドなかんじ。どうやら、女の子のほうが主しゆ導どう権けんをにぎってるみたいだ。

　男の子は、「うん」と女の子が言うことに、素直にうなずいている。

　ほほえましいなー。

　カメラは次の被写体を捜す。

　ざざざー、

　と白いしぶきを弾はじく波が寄せては返し寄せては返しする。

「なんか……。ちょっと、地味に楽しいな、これって……」

　ぼんやりとカメラ越しに風景を眺めているだけでも、意外とおもしろい。

　ユズルは普ふ段だんからあまり海にはこないひとだった。近い場所に住んでいると逆になれてしまって、足を運ばなくなるパターン。

　それに、ユズルはもともと、インドアだった。

　そのせいか、中学三年の今、身長はそれほど伸びず、色白で、花きや車しやで、眼鏡メガネで、女顔だ。

「女顔はかんけーないし、眼鏡メガネは、おじーちゃんの遺伝だけどね」

　とか、誰だれに言うでもなく、ひとりごちる。

　海といえば夏だ、なんて勝手に思っていたけど、三月の潮しお風かぜも悪くない。

　家に帰ったら、べとべとしてるかもだけど。

　悪くない。

　春が通り過ぎてゆく声が聴きこえた気がした。

「バイバイ、またね」




　　　　♪




　カメラは廻まわり続ける。

　海辺のカルテットが、この前、音楽の授業で聴いた、パ…なんとかのカ…なんとかってゆうクラシカルなやつをはじめる。

　カメラを少し右に滑らせる。

　年老いた夫婦が手をつないで散歩している。

　もう少し右へ。腕組みのカップルが、流木に腰かけてなにやら楽しそうに話している。

　もう少し右へ。裸足はだしの小学生たちが、ビーチサッカーをしている。

　カメラの前を通り過ぎてゆく、おじいちゃんおばあちゃん、おっちゃんおばちゃん、おにいさんおねえさん、男の子女の子、ハスキー犬ゴールデンレトリバートイプードルブルドッグパグ豆まめ柴しばやらを連れたひとたち、ゆるい風、そして、時間。垂れ流しの時間。

　かなりの時間とバッテリーをついやして、判わかったことがある。

「そっか……、みんなひとりじゃないんだなー。僕だけだ。……ひとりなの」

　ズレ眼鏡を直す。

　長らくじぃーっとのぞきこんでいたビデオカメラのディスプレイから目をはずした。

　右から左へ。

　くるっと首を動かして、あたりを見渡す。ずっと同じ姿勢でいたせいで、ぽきっ、と首の骨が鳴った。

　やっぱり自分の目で見る世界は、広くて、色いろ鮮あざやかだ。見なれた景け色しきが瞳ひとみに触ってユズルの中に伝わっていく。

　でも、

「んー……なんか……ちょっと違うなー。思ってるのと、撮とりたい画えってゆうか……。光の加減かな？　角度……とか……？」

　想像していたよりもずっと、カメラに映像をおさめていくのは、むずかしい作業だった。

　ＴＶや映画みたいなのが撮れればいいんだけど。簡かん単たんじゃない。

　瞳ひとみに映ったモノがそのまま録ろく画がされる便利道具でもあればいいのに。ネコ型ロボット、持ってきてくれないかなー。とか、思う。

　偉そうに、ＴＶや映画のカメラワークに文句をつけたくなっていた自分が猛烈に恥ずかしくなった。

　けど、しかたないといえばしかたがない。

　ユズルは、今まで映像関係の勉強をしたことがない。学校には写真部や映画研究会というのもあるけれど、どちらにも属してなかった。

　つまり、『ど』が付く素人しろうとなワケだ。

　一応、前から映像や写真を撮とるのに興きよう味みはあったけれど、実行にはいたってなかった。

　なのに、ユズルが、今こうしているワケは、数日前のできごとがあったからだ。

　友達のうちに、『買ったけどほとんど使われないで置いてある』というビデオカメラが存在すると、くだらない会話の中から判明した。それもけっこういいやつっぽい。

　なので、何気なく、

「貸かしてくれない？」

　そう、ユズルが訊きくと、友達は、考えることも躊ちゆう躇ちよする間もなく、

「おうっ」

　というヘリウムガスよりも軽い、外見どおりでいつもどおりの調ちよう子しで返事をした。

　そんなワケで。

　今、ユズルの手の中には、ビデオカメラがある。

「感かん謝しや、感謝……」

　と、また、ひとりごちる。

　普ふ段だんから、独り言が多いユズルだが、本人に自覚はない。

　それでも友達につっこまれたりすると、

「だってしょうがないよ。ひとりっ子なんだから」

　とか、全国のひとりっ子が聞いたら抗こう議ぎの電話が殺到しそうな、『ひとりっ子＝独り言多し』の持じ論ろんを展開する。が、実際は、持論を証明する根拠などもちろん、何ど処こにもない。

　自分もそうだから他人もそうだ。という考えなワケじゃない。

　なんとなくそう思ってしまう〝天然〟なところがあった。

　ユズルは再びビデオカメラのディスプレイをのぞきこんだ。そのまましばらく眺ながめつづける。

　地味な性格のせいか、あきることがない。

「地味なのは関係ないよ……」

　独り言。

　ときどき、右へ左へとパーンさせる。

「パーンとパーン……」

　もう一度言ったらおもしろくなるかと思ったけど、ぜんぜんだった。

　さっきよりも寒い。そして、おそろしく哀かなしい。

　けど、カメラに映る風景は、違う。

　さっきまでの波と今の波の寄せ方が微妙に違ってたり、さっき左へ歩いていったひとが右から戻ってきたり、さっきからずっといったりきたりするひとがいたり。

　ずっといったりきたりするひとが、

「──ん？」

　ひとり。

　さっきからずっといったりきたり。

　それは髪の長い女の子で、ふわふわとしたスカートに、ふりふりとしたブラウスを着ていて、素足で波が寄せる場所を歩いていた。

　波が寄せては返していったその場所をじーっと見つめながら、いったりきたり。図と書しよ館かんのほうへ、風車のほうへ。

　かわいらしいスカートがぬれないように片手で裾すそを持ち上げながら、ただ寄せては返す波のようにいったりきたり。

「なにしてるんだろう？」

　自分もひとのことを言える立場じゃないけど、棚に上げておく。

　いつの間にか。自然と、カメラのレンズは女の子に吸い寄せられるように固定された。

　真っ黒でしなやかな長い髪のせいで、顔がよく判わからなかったが、女の子は、潮しお風かぜに吹かれて乱れた髪を手て梳ぐしで直し耳にかける。

　やっと顔が見えた。

　その半分くらいは、おっきめの野や暮ぼったい黒縁眼鏡メガネのせいで隠れてしまっていた。でも、その眼鏡メガネが、

「どっかで……」

　見たことがある気がした。

「ああ……」

　思い出す。

　ユズルと同じ学校の、ひとつ歳とし上うえの先せん輩ぱい。

　名前は、『水者なぎさミツミ』という。今はまだ、春休みで学校ははじまってないけれど、ひとつ歳上だからもちろん、新学期から高等部一年になる。

　ユズルは、ミツミと親しくない。むしろ、面めん識しきすらなかった。

　なのに、どうして同じ学年でもないそんな面識のない人物を知っているかといえば、彼女が、水者ミツミが学校でわりと、いや、かなりの〝有名人〟だからだ。

　しかも、ちょっと変わったひと、『不ふ思し議ぎちゃん』として。

　不ふ思し議ぎちゃんとの急接近。

　それは、ひょんなことからだった。

「──あれ？　『ひょん』て、なに？　……ひょん？」

　とりあえずは、どうでもよかった。

　それよりも、これは、不思議眼鏡メガネと天然眼鏡の遭遇だ。




　　　　♪




　私は、たいせつなものを失なくしてしまうらしい。

　いえ。

　判わかっていたの。本当は。

　きっと、失くしてしまうんだろうと。

　そして、私が何もできないこと。

　たくさん、たいせつをもらったのに。

　私は何もすることができないの。




　足もとをよく見てみた。

　ぐるぐるして、吸いこまれそうになった。

　ときどき、自分はここにちゃんと立っているんだろうかと不安になる。

　自分の足で立っているんじゃなくて、ただ、この惑わく星せいの重力に引かれてるだけなんじゃないかって、不安になる。

　自分の存在って、なんだろう。

　自分の存在って、何ど処こなんだろう。

　何処に在あるんだろう。

　生まれてきたときに、居場所を見つけられなかったのは、やっぱり自分自身のせい？

「モモは、どう思う？」

　私が訊きくと、ソファに腰かけ膝ひざの上の黒猫を愛いとおしそうに撫なでていた真っ白い女の子は、視し線せんを私に向けた。

　あの日、ふわりと私の部へ屋やに現れたモモは、今日きようもまた訪ねてきてくれた。

　友達だから？

　それとも──

「うーん。よく判んない。かな……」

　モモは言いながら黒猫の頰ほおをつまんで、むにっと伸ばした。

　眠りかけていた黒猫が、瞬しゆん間かんに目を覚ます。

「や、やめてよ、モモぉ[image: ][image: ]」

　かわいらしい男の子の声で、ダニエルという名前のその黒猫は、困って前脚で器用にモモの手を振りほどこうとする。

　眠いのか、ぼんやりしているダニエルの前脚は、ふわふわと空から廻まわる。

「結局さ、どうしたらいいかなんて、自分で決めなくちゃ」

　モモはダニエルの頰ほおから手を離はなすと、今度は抱き上げる。

「それができるのは、生きてる証拠。あなたは、ちゃんと生きてるんでしょ？　ちゃんと此こ処こにいるじゃん」

　ゆっくり、やさしく、あたたかくて、でも、少しだけ哀かなしく、モモは微笑ほほえんだ。

　何かができるのなら、私はやってみたいと思った。

　生きているから。

　ここにいたいから。




　胸に手を触れると、想おもい出がひどくあったかかった。




　　　　♪




　水者なぎさミツミは、波が引いていくと、その場にしゃがみこんで、ときどき何かを拾い上げていた。

　そして、それを穴が開くくらいじっくり見つめたかと思うと、落胆したように肩を落とし、そっと海に投げ戻す。

　いったり拾ったり。

　投げたりきたり。

　いったりきたり。

　拾っては投げ、拾っては投げ。

　そんなことをミツミは繰くり返す。

　ユズルは、最初のうち、何か落としてしまったのかと思った。

　けれど、『落とし物』をしたようではなかった。

　ただ、当てもなくふらふらと〝何か〟を捜している。

　そんな感じだ。

　その〝何か〟がなんなのかは、こんな少しの時間では判らなかった。

　貝殻捜し？

　でも、貝殻じゃなさそうなのも拾ってるし。

　ペットボトルっぽいもの。

　ちいさい流りゆう木ぼくっぽいもの。

　ん？　それは……わかめ、かな。

　ゴミ拾い？

　いやいやいや。

　拾ったあと、投げ戻してるじゃないか。ペットボトルとか、あきらかなゴミ以外は。

「んー……、なにしてるんだろー。先せん輩ぱい」

　やっぱり、ゴミ拾い？

　さすがに、学校一の不ふ思し議ぎちゃんというだけある。

　拾うモノがいろいろすぎる上に、拾ったモノが違うと気づくのに何な故ぜかみょうに時間がかかってるし、さっぱり判わからない。

　うーん。

　けっこー、〝変〟かもだ。




　──が、




　そういうユズルも今、ずっと海辺を撮とっていたり、しかも、独り言をいったり、ときどきにんまりしたり。

　自分が十分、変なやつだということに気がついてなかった。

「そういうところ、天然だよな」

　以前、友達に言われたことがある。

　けど、ユズルは、自分が天然素材なのをまったく理解していないし、そう思ってない。

　他人に指摘されると、「いや、天然じゃないよ」と否定する。

　そこが、もう天然の典型なんだけれども。

　不思議と天然。

　出で逢あいは、よく判らないものだった。

　おたがいに。




　ぬれないように持ち上げたスカートの裾すそ、すらりとした花きや車しやな素足がひょっこり顔をのぞかせている。

　三月とはいえ、まだ、それなりに冷たい海の中をミツミは、裸足はだしで歩いていた。

　本当なら透き通りそうなほど白い肌は、赤くなっている。

　ときどき、大きな波がくると、ミツミはスカートをさらに持ち上げる。なので、太もものあたりまであらわになって、それをぼんやりディスプレイ越しにのぞきこんでいたユズルの顔を赤らめさせることになった。

　それでも、ユズルの視し線せんがミツミから離はなれることはなかった。

　そっと吸い寄せられるように、自然とカメラのレンズはミツミへと向く。

　行ったり来たり。

　拾ったり投げたり。

　行ったり来たり。

　拾ったり投げたり。

　彼女を見つめていて、ユズルはふと、ぜんぜん関係ないことに気がついた。

　この海のことだ。

　風車やらいろんなモニュメントがあって、人気もあるのに、この海は何ど処こか寂さびしい気がした。

　愛されているのに、満たされない。みたいな。

　そんな感じがした。

　何な故ぜか？

　ここには、あまり色がなかった。

　海の色と空の色、それ以外は、茶ちや色いろより灰はい色いろっぽく見える浜辺と、風車や図と書しよ館かんの白。

　モノクロの世界だ。

　哀あい愁しゆうってゆうんだろうか。

　ここは海水浴場リゾートじゃない。







[image: ]







　ある意味どうしようもなくさえ見えてしまうこの閑かん散さんとした海が、町の人々から愛されている理由もそこにあるのかもしれない。もしかすると。

　ミツミを見ているとそんなことを考えてしまう。

　ユズルには、ミツミがいるその周りが、華はなやいでいるように見えた。

　なんか。

　とても、すごく。

「──先せん輩ぱいって、ほんとはすごく、綺き麗れいなひとだったんだなぁ……」

　ついこの間まで、同じ中等部の生徒だった。

　でも、逢あうことなんてなくて、〝有名人〟だから知っているだけ。

　有名人な理由のプラスとして、ミツミはただの『不ふ思し議ぎちゃん』じゃなくて、身分もけっこうすごい。

　元知事の孫で、現市長の娘。

『水者なぎさ』は、この町では有名な政治一家。

　世間一般の情報にうといユズルでも知っているくらい。

　そんな有名人のミツミは、学校では浮いた存在だった。

〝不思議ちゃん〟と揶や揄ゆされて。

　ごくたまに、学校で見かけるミツミは、いつもひとりで、所在なさげで、地味な感じ。

　そんな印象だった。

　噂うわさだと、昼休みに花か壇だんに咲いていたパンジーに話しかけていたとか、屋上で空に謎なぞの呪じゆ文もんを呟つぶやいていたとか、あげくは、宇宙と交信していたとか、ホントっぽいのから、ウソまるだしのモノまである。

　でも、結局、噂は噂なんだな。

　そう、ユズルは思えた。

　目の前の素足の彼女は、とっても綺麗だ。

　ただ、綺麗で。

　見み惚とれてしまっていたんだ。




　　　　♪




　光が伸びていく。

　影かげが長くなった。

　それでもあの光も凍ってしまうような冷たい冬からすれば、夕暮れにはまだ時間がある。







　フレームにミツミを入れて、カメラで引きの画えを撮とる。

　遠くの恐きよう竜りゆうの骨みたいな風車が、不ぞろいに羽根を廻まわしている。

　青っぽい光に映るディスプレイの中。

　彼女の着ている服は、以前流は行やった『ゴシック＆なんとか』よりも、いい雰囲気で落ち着いている。

　それは長い黒髪にとてもよく似合ってた。

　まるでおとぎ話の世界みたいだ。

　ここが、おとぎの世界。

　──だとしたら、彼女は全然、〝不ふ思し議ぎ〟なんかじゃない。

　おとぎの世界なら、ミツミの存在は当然で、必然だ。

　世界に溶けこんでいる。

　ひどく綺き麗れいに。

　ディスプレイの中の映像が、ゆっくりと彼女が大きくなっていく。

　吸い寄せられるように。

　惹ひかれるように。

　波打ちぎわ。滑るように。

　ミツミとの距きよ離りは、失なくなっていく。

　……九メートル、八メートル、七メートル、六メートル、五メートル、四メートル、三メートル、二メートル、一メートル……、

「………………っ？」

　ディスプレイ越しに、ミツミの瞳ひとみと超至近距離で視し線せんがばちりと合った。

「アレ？　僕……？」

　アレ、じゃない。

「きちゃった？」

　きちゃった、じゃない。

　あたりまえだ。

　カメラがズームしたんじゃなくて、ユズル自身が近づいていたんだから。

　気づいたら、ミツミの目の前だった。

　彼女は、スカートの裾すそを持ち上げて、中腰で波が引いた砂に手を伸ばす。その格好のままで、いきなり現れた女顔の男の子の存在に固まっていた。

　すごく近くにいるのに。

　ふたりで、凝ぎよう固こ。




　ざぶーん、

　ざぶーん、

　ざぶーん……。




　何度か波が、寄せては返した。

　彼女の瞳ひとみが、だんだん困った風になっていく。

　カメラのレンズが今もじーっとミツミに向いている。

　いきなり現れたカメラを持った変な男の子。スニーカーのまま波打ちぎわ。ずぶぬれになってる。ずっとカメラで撮とってる。

　そりゃあ、困る。

　すると、

「…………あ……、あの……っ」

　困り果てたミツミが口にした言葉。声が微かすかに震ふるえていた。

「……なんでしょうか…………？」

　ミツミが訊きく。

　目の前の不審人物ユズルに向かって。

　しかし、ユズルは──

　なんでしょうか？

　なんだっけ？

　僕、なにしてるんだっけ。

　ミツミがフレームインしてきてから、ここまでがほとんど無む意い識しきの行動だった。

　そのせいで、自分が何をしているのか、何がしたいのか判わからなかった。

「ええ、っと……」

　口ごもる。久しぶりにユズルの視し線せんがディスプレイから外された。

　彼女の、デザインは最近のモノっぽいが、やぼったい大きな黒縁眼鏡メガネがズレまくっている。

　おそらく彼女の視界は完全にぼやけていて、変な男の子は、よりいっそう不ふ審しん人じん物ぶつとして映っていることだろう。

　それを全然まったくさっすることなくユズルは、ぼやーっと、

「あの……ぉ、そうだ」

　思いついた。

「先せん輩ぱい、すみません」

「は…はい……っ」

　先輩と呼ばれたことにも気づかないくらい動どう揺ようして、ミツミは身を固くした。

「いきなりなんですけど──ちょっと撮とってもいいですか？」

　ユズルが言った。

　ミツミは、

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はい……っ」

　うなずいた。

　のに、思いっきり首をかしげている。

　そしたら、




　ぽちゃん。




　と、ズレていた黒縁眼鏡メガネが、寄せてきた波の中に沈んでいった。




　　　　♪




　その日の夜。

　ユズルは、自室の机に向かって、昼間撮さつ影えいした映像データをビデオカメラから取り出そうと、接続したパソコンに向かっていた。

　公営住宅マンション五階、五〇六号室。

「えーっと……。これで、このフォルダに……ん？　あれ？　これじゃないや。っと、こっちかな？　あれ、なにこれ？」

　なにやらうまくいかない。

「んんー？」

　カメラといっしょに借りた説明書をぺらぺらとめくる。

　でも、いまいち判わからなかった。

　とにかく、全部が全部、はじめてづくしだ。

　映像データをコピーして保存するだけなのに、四苦八苦。

「先が思いやられるなぁ」

　自分のことながら、軽くため息。

　機き械かいが苦手なつもりはないんだけど、クラスのほかの男子よりも機械類のあつかいが得意じゃないのは、認めよう。

「認めよう……。でも、もっと簡かん単たんかなーって思ったんだー。ちゃんとビデオの録ろく画がもできるよ……？」

　独り言。

　そんなとき、ぴろりろぴろりろ、とベッドの枕まくらもとで充電中だったユズルの携ケー帯タイに一通のメールが届いた。

　ユズルは、ケータイの番号もメールアドレスも、あまりひとに教えていない。

　社交的な性格じゃない上に、仲良くしている友達も少ないんだから、教える機き会かいも少ない。あたりまえといえばあたりまえだ。

　つまり、メールを送ってくる人物は限られる。

　たぶん、あいつ。

　ほら。

　そうだ。

　あいつだ。

　机から離はなれベッドに移動すると、そのまま寝そべってケータイを手にした。

　画面をのぞく。




『潮しお川かわヤスト』




　と、登録されていたメールの送り主の名前が、本人の写真（無む理り矢や理り設定させられた）とともに表示されている。

　ヤストは、見た目がハデハデのイマドキっぽいやつだ。

　水素より軽い感じで、ケータイの登録番号のほとんどは、女の子。

　長身で細いのに、ユズルのように女性的な細さじゃなくて、無む駄だな贅ぜい肉にくのないしっかりとした身体からだつきをしている。

　同性のユズルから見ても、正直、かっこいいと思う。

　それに比べてユズルは、女っぽいし、背も低くて、運動もそんなに得意じゃなくて、目立たなくて、はっきりいってイケてない。

「おまえ、メガネはずせよ。…………………………そしたら、美少女だぞ？」

　なんて、ヤストにからかわれた。

　でも、そんなヤストとユズルは、何な故ぜか普ふ段だんから、いっしょにつるんでいる。

　おたがいのウチを行き来したり、学校でもほとんどの時間をいっしょに過ごす。

　仲がいいというか、妙に波ウ長マが合うというか。

　ユズルにビデオカメラを貸してくれた友達というのが、ヤストだ。

　ヤストとユズルは、二年生のクラス替えで、はじめていっしょになった。

　初対面。第一印象は、あんまりいいもんじゃない。

　むしろ、地味でおとなしいユズルにとって、派は手でで軽そう（実際軽い）なヤストは、はっきりいってすごく苦手なタイプだった。

　それが、ひょんなことから……、

「ひょんて。まただっ」

　ヤストと出で逢あったときのことを思い出し、昼間も疑問に思った『ひょん』の謎なぞを思い出した。

　昼間判わからなかったのに、今、判るワケない。調しらべてもない。

「あ、そうだ。ヤストに訊きいてみよ」

　つぶやきながら、着ちやくったメールを開く。

　件名が、疑問系の顔文字になってる。

　本文──




『なにやってんの、おまえ？』




　それだけだった。

「なーにーがー……だー…よ……、っと」

　ケータイで打った文字をそのまま口にしながらすぐに返信する。

　また、すぐに返ってきた。

『今日きよう、何ど処こにいた？』

「何処って？　うーみーだー……よー……」

　今度は、少し間が空いて、ヤストからメールが返ってきた。

　しかし、いちいち画面にヤストの顔写真がでるのがちょっとわずらわしい。

　そして、こんな機き能のうを盛りこもうと思ってそれをやってのけた携帯電話機メーカーの開発者がちょっとうらめしい。

　ぽちりとボタンを押してメールを開く。

『おまえ、今日、水者なぎさミツミといっしょにいたろ？』

「え？　ヤストもきてたの？　声かけてくれればよかったのに」

『いや、なんとなく』

「なんとなく、ってなんだよ」

　と、メールを送信しようとボタンを押したと同時に、




　──ひーらりひらりらひひらりらー♪

　いきなり、着信した。

　ヴォリューム最大にしてあったせいで、びっくりしたのなんの。

　なので、

「ちょっと、びっくりするじゃん」

　受話ボタンを押すなり、ユズルは文句を口にした。

　相手はもちろん、ヤストだ。

　画面に名前と写真がしっかり出ているのを確かく認にんした。

「いやさ、もう、おまえにメールしてんのに、次から次へと関係ないオンナからメールくるのウザくて。だから電話した」

　軽い口く調ちようのヤストの声が聴きこえてくる。

「なにそれ、自慢？」

「違うって」

「でも、いいの？　メール返さなくて？　女の子たち、待ってるんじゃないの？」

「いいよ、べつにー。どーせ、くだらないことばっかだし」

「僕に電話してきてくれるのは、うれしいけど。僕の話もとくに意味があることでもないし」

「あるんだよ、俺おれには」

「そう？　僕、おもしろいことあんまり言えないよ？　女の子と話してるほうがおもしろくない？」

「なにいまさらなこと言ってんだよ、ユズル。………………ん？　なんだおまえ、もしかして……──」

「なに？」

「──妬やいてんのか？」

「ば、ば、ばっ、バッカじゃないの!?」

　ぼっ、と着火したみたいにユズルは耳まで赤くなった。

「バカだな、ユズル……。俺は、おまえだけだから。大丈夫、安心しろ」

　真剣に不健全な科白せりふを言うヤスト。

「だ、だ、だ、だ、だ、だ、だいじょうぶじゃないよ。むしろっ!!」

　怒ってユズルが返すと、電波に乗ってきたヤストの大笑いが、耳もとでうるさく鳴った。

　……ったく、もう。

「僕をからかってなにがおもしろいんだよぉ」

　むくれる。

「わりぃわりぃ、ついな」

　と言っているワリに、ヤストの声には、ぜんぜん悪びれた様よう子すがなかった。

「ほんとさ、やめてよね」

「おまえ、なれないよなー、このノリ」

「な、なれるワケないでしょ!?　だいたい、楽しんじゃってるヤストのほうがおかしいんだよ。やじゃないの？」

「俺おれはべつにいいんだよ」

「いいのぉ？」

「おまえとだから」

「だ……っ。──だーかーらぁーっ！　やめてっていってるでしょ!?　そうやって、からかわないでっ!!」

　過敏な反応をみせるユズルには、苦い経けい験けんがあった。

　しかも、それは今も多少、続いているところがある。

　それは去年の夏の……、〝ひょん〟なことから。







　クラス替え直後、ひょんなことから──ユズルがレンタルＣＤを学校帰りに返そうと持ってきていたのがきっかけだった。

　休み時間の教室で、

「あれ？」

　ＣＤ、ちゃんと持ってきたっけ？

　急に不安になってカバンを開いたとき、ユズルの隣となりの席の女子と話していたヤストが冗じよう談だんを言ったかなんかで、軽く突っこまれた。

　いつもの軽いノリでおおげさにリアクションしたヤストだったが、バランスをくずしてユズルの席にぶつかってきた。

　と、その反動でユズルのカバンがすっとんで、中身がぶちまけられてしまった。

「わーっ！」

　あわてて、席から立ち上がったユズルは、床に放り出されたＣＤに手を伸ばす。

　すると、

「あ？　おまえ、こんなの聴きいてんだ」

　先に拾い上げたのは、ヤストだった。

　しかし、手にしたＣＤを怪け訝げんそうに眺めたまま、ユズルに返してくれない。

「これ、マイナーだろ、けっこう。よくこんなのレンタルしてたなぁ」

　ヤストが言った。

「……え？　うん。まあ」

　ユズルは、一応、うなずいたけれど、

　なんだよぉ。

　はやく返してくれないかなぁ……。

　苦手だなー。

　潮しお川かわくんって……。

　いっつも女子といるし、しかも、いっつも違う子だし。

　軽そうだし。

　いいかげんそうだし。

　どうせ、僕のことバカにしてるんだろーなー。

　女みたいだとか思ってて……。

　ハァー……。

　やだなぁ……。

　とか心の中ではため息までついていた。

　このときのユズルには、ヤストに対して思いこみもあって、ヤストの〝表〟部分しか見てなかった。

　何も知らなかった。

「どうせこんなだろうな」とか決めつけてた。

　残念ながら、ヤストは実際、とても軽かった。

　女の子もとっかえひっかえという感じで、モテるやつだった。

　けど、

「俺おれもこのバンド、好きなんだよな。ギターの女の子ちっちゃくてかわいいしな」

　ヤストはつぶやくように言った。

「へ？　そうなの？　好きなの？」

　思いがけず、ユズルは間の抜けた声と顔で訊きき返す。

「好きだよ。……でも、おまえ、こんなマイナーバンド聴きいてんなんて、変わってんな」

　としかしヤストは笑った。

　今さっき、自分も好きだと言ったのに。

　変なやつ。

　ユズルもヤストのことをそんな風に思った。

　ふたりともおたがいを〝変ヘン〟に感じた変なはじまりだった。

　それからだ。ふたりは、ヤストがマイナーと称したインディーズのギターロックバンドの話題から少しずつ会話をかわすようになる。

　そのうちに、ユズルが持っていたヤストのイメージは変わっていった。

　軽いのは軽いけれど、なんというか、いつでも〝ニュートラル〟だった。

　力が抜けた自然体で、好きなモノは好きだし、嫌いなモノは嫌い。それは『わがまま』ともいうかもしれないが、ヤストの場合、違う部分がある。

　人によって態度を変えたりしない。

　誰だれに対しても、おんなじ態度で接する。

　女子に対していたように気軽に、ユズルにも接してくる。

　だから、クラスでも男子にも嫌いやみに思われてないし、存在感がある。

　でも、やっぱりニュートラルであること、ヤスト自身が、自分に正直なこと。それは、多少の問題もあることもあるワケであって……。

　それまで話したりするのは女子ばかりだったヤストは、ユズルと仲良くなってからは、ユズルとばかりいっしょにいるようになった。

　ヤストとは真逆の、眼鏡メガネっ子で、女顔で、花きや車しやで、チビで、運動が得意じゃなくて、勉強はわりとできるほうだけど、地味（でもメガネをはずすと美少女）。クラスのひとに、好きとか嫌いとか思われるほどの、存在感がない（でもメガネをはずすと美少女）。そんなユズルとどうして、ヤストがいっしょにすごすのか。（メガネをはずすと美少女だからか？）

「違うって！」

　独り言。

　ヤストの理由は、簡かん単たんだった。

「気楽だから」

　ということらしい。

「あと、かわいいから。メガネはずすと美少女だしな」

　とか、軽い冗じよう談だんを言ったり。

　とにかく、意味不明なくらい楽にしていられる。

　ようするに──

　女の子といっしょにいるのは、クラスの友達の男といるより気が楽だったから。そして、今は、ユズルといっしょが一番気楽。

　だから、いっしょにいる。

　が、このことが、ユズルのぷちトラウマの原因にもなっている問題につながっていく。

　もともと受け身なユズルが、さらに冗じよう談だんを冗談として受け流せなくなってしまうくらいに。

　夏休みに入る前のこと。互いの家に遊びに行くようになっていたヤストとユズルだったが、このことにそれまでヤストと親しかった女子の何人かがヤキモチを焼きだした。

　その子たちがヤストを遊びに誘っても、

「あ、ユズルと予定あるから、わりぃ」

　と軽く断ってしまう。そんなことが何度も続いた。

　ヤストにしてみれば、自分に正直なだけだったんだろうけれど、今思えば、もうちょっと気をつかってあげられればよかったのに、とユズルはため息まじり。予定なんてたいしたことじゃなかったんだから……。

　何な故ぜなら、ヤキモチ焼きの女の子が、ヤストとユズルは、

『アレな関係だ』

　とか妙な噂うわさをたてはじめたからだ。

〝アレ〟とは、アレなアレで……。

　本来、男と女が、アレでアレなワケだけれど、ヤストとユズルは、男と男でアレなアレという……。

　平たくいうと、




　同性な恋人同士ボーイズラヴ。




　──だ。

　だっ。

　びっくりだ。

　びっくりしすぎて、

「もしかして、僕って本当はアッチのひと!?」

　とか思いこみそうになった。

　色白で、女顔だし、なよなよしてるなぁ、って自分でも理解している。

　けど、あいにくアッチの気はない。

　ちゃんと初恋は、幼稚園のときの先生。もちろん女の人！

「マジウケる！」

　とか、ヤストは笑い転げていたが、ユズルはそれどころじゃなかった。

　どうやら、『ヤストを女の子たちからうばったのは、ユズル』らしい。

　女の子たちは言うんだ。

「あんなガーリィでベビーフェイスのくせにやるわね」

　──って、やらないですっ！

　たしかに、ふたりで映画行ったり、食事したり、ゲームセンターであそんだり、買い物に行ったり……って、デートみたいだけど……！

「ほんと、やめてほしいなー……へんな噂うわさ流すの……。だって、僕だよ？　男なんだよ？」

　がっくりと肩を落とすユズルに、ヤストは、

「よし、判わかった。逆に、『ちゅー』するか、みんなの前で！」

　としかし、そんなことを言い出した。

　とても真ま面じ目めな顔で。

「ば、ば、ば、ば、ば、ば、ば、ば、ば、ば、ば、バカなこと言わないでよ！　そんなことしたら、火に油を注ぐようなもので。逆じゃないじゃん！　逆じゃないじゃん！　やだよ。僕、ヤストとアレなんて！　なんか、ふたりでいづらくなるじゃん、誤解されてさ!!」

　本気で動どう揺ようするユズルを見て、ヤストが、

「冗じよう談だんだっつーのっ！」

　そう言って、また、笑い転げた。




　それが去年の夏。ＢＬデビュー以来（してない）、ユズルにとっては、シャレにならないデリケートな問題として、ぷちトラウマになっている。

　それを知ってか知らずか、ヤストは、たまに思い出したようにこの話題を口にする。

　きっと、こっちの反応を見て楽しんでるに違いないんだ。

　ユズルはそう思っている。

　もちろん、それは限りなく正解に近かった。

　こうやって、きわどい冗じよう談だんも言える仲だと、ユズルはとりあえず自分を納得させなくてはならなかった。

　一呼吸置く。

　その間に、引きつってしまうんじゃないかと思うくらい大笑いしていたヤストがやっと静かになった。

　まだ、ひーひーと呼吸が苦しそうだけれど、ヤストが、自分で話をふって大幅に脱だつ線せんさせたあげく自分でもとに戻してきた。







[image: ]







「でさ、あれは、なに？　水者なぎさミツミといっしょになにしてたんだ？」

「あー。うん、ほら、僕、映像が撮とりたい、って言ったでしょ？」

「んなこと言ってたな、そういえば。ビデオ貸したし」

「うん、借りた。でさ、なんとなく海に行ってみたら、そこに先せん輩ぱいがいて……」

「いただけじゃないだろ？」

「うん……えっと……」

　それから、今日きようのことを日記でもつけるように、ユズルはヤストに話をはじめた。




　　　　♪




　ミツミは、やはり困った顔になった。

　カメラを向けられ、何ど処こを見たらいいのか判わからないよう。視し線せんが海やら空やら右やら左やらを代わる代わるとらえていく。

「あ……。あんまり気にしないでくださいね」

　と、ユズルがにこやかに言うが、ミツミの表情はこわばったままだった。

『ビデオを撮らせてくれ』とユズルに言われ、ミツミは、特に了承したつもりがなかったが、天然でユズルが勝手に撮りはじめてしまった。

　というか、カメラはもうずっと廻まわりっぱなしだ。

　ミツミは、カメラを気にしつつ、むしろ、カメラから逃げようとしているのか、

「………………っ」

　あっちにちょこちょこ、

「………………っ」

　こっちにちょこちょこ、行ったり来たりする。

「………………ぅぅ」

　けれども、そのたびにユズルのカメラのレンズが自分に向くので、ミツミは恥ずかしそうに顔を赤らめながら、両手で表情を隠すようにズレた黒縁眼鏡メガネ（海から拾い上げた）をかけ直した。

　彼女の気持ちをさっするよりも先に、ユズルは、




　かわいいひとだなぁ。




　なんて、吞のん気きに思ってしまった。

　しかしついには、ミツミは、カメラを気にして何もできなくなってしまった。

　波打ちぎわで緊きん張ちようで身を固くしたまま、立ちつくす。

　顔が赤い。

　ざぶーん。

　ざざー。

　ざぶーん。

　ざざー。

　ざぶーん。

　ざざー。

　ざぶーん。

　ざざー……、

「あの、先せん輩ぱいっ」

「──は、はい……っ！」

　ユズルが声をかけると、ミツミは背筋をピンと伸ばし直立不動になった。

　そして、目め線せんを合わせないままうつむき加減で、ユズルのほうに顔を向ける。

「そういえば、先輩って、何してたんですか？」

　ユズルは、ミツミが海で拾っては投げ行ったり来たりしていた理由を訊きいてみた。

　しかし、

「………………っ」

　ミツミの薄うすい唇がちいさく弾はじかれたが、その声は波音にかき消されてしまう。ユズルの耳には、届かなかった。

　そして、そのままユズルと目を合わせることもなく、哀かなしそうに海を眺めるだけだった。




「…………──で、帰ってきて。さっきまで撮とったデータをパソコンに移そうとしてたんだけど、よく判わかんなくてさ。ヤスト、判る？」

「つーか！　ちょっ待てよっ」

　話が急にはしょられ、説明書を見たら判りそうな質問に、ヤストにストップをかけた。

「え？　なに？」

　としかしユズルは逆に訊き返す。

「『え？』じゃねーよ。おまえ、水者なぎさミツミに話しかけて、それからどうなったんだよ？」

　やれやれといった風にヤストのため息が鳴った。

「せっかくさぁ、まあ、物好きだとは思うけど、あの〝不ふ思し議ぎちゃん〟と知り合いになる機き会かいを手にしたかもしれねーのに。おまえもしかして、そのあと、なんもなく帰ってきたのか？」

「ないけど？　だってべつに、そんなヤストみたくやましい気持ちがあったわけじゃないし」

「なんだよ、やましいって」

「やましいじゃないか」

「判わかった。俺おれはやましいよ。じゃあ、なんで、おまえは水者なぎさミツミに声かけたんだよ」

「えっ？　僕？」

「オ・マ・エ」

「僕は……、なんだろう……。なんとなく？」

「なんとなく、なんか思ったんじゃないのか？」

「……うん……、綺き麗れいなひとだなって、撮とってみたいなって、海といっしょに……」

「で！　なんで帰ってきてんだよ」

「だって……っ」

「本当はなんかあったんじゃないのか？」

「な、ないよぉっ。だ、だってさぁ。ちょっと、気まずくなっちゃったってゆうか。あの、いや、なんか陽ひも暮れかけてきたし、先せん輩ぱいももう帰りたいかな、って思って……」

　今度こそ、ハァ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、という大きなため息がはっきりと聴きこえてきた。

　ユズルにしてみると、そんな勝手に落胆されても困る。

「不ふ思し議ぎちゃんとさ、偶然遭遇するなんてなかなかできないぞ。しかもおまえから行動を起こしといて、それをなぁ……」

　ヤストが言う。

　ユズルは、ヤストとは違う論ろん点てんで気になったことがあった。

「あのさ、ヤスト。先輩は、そんな不思議って感じじゃなかったよ」

　うん。

　そうだ。

　噂うわさみたいな、だいぶ変わってるおかしなひとじゃなかった。

「そうかぁ？　今日きようのおまえの話を聞く限りじゃ、けっこー不思議ちゃんだぞ？」

「違うよっ。ヤスト逢あってないじゃん、先輩と。それをそういう風にゆうのは、ヒドイと思うよ、僕は」

「まあ、なー。……つか、なにムキんなってんだよ、ユズルぅ」

　ちゃかすようにヤストが言う。

　めったに怒ったりしないユズルだが、このときは何な故ぜかカチンときた。

「ムキになんかなってないよッ」

「なってんじゃねーか」

　と、ユズルの反応をおもしろがってヤストがさらにツッコんでくる。

「なってないよッ！」

「なってる」

「なってない！」

「なってるって」

「なってないってばっ!!」

　ひときわ大きな声を出してしまう。

　普ふ段だん出したことのない声に自分自身で驚おどろいて、ユズルははっと我われに返った。

「あ……。ごめん……。怒ど鳴なったりして……」

「いいって。俺おれも悪かったよ。調ちよう子しに乗った」

「うん……」

「だな」

　そういえば。

　ヤストとケンカなんかしたことがなかった。

　こうして、ちょっとしたいざこざがあってもすぐに仲直りできる。

　ヤストにとってユズルは、気を楽にしていられる、自分が一番ニュートラルでいられる存在みたいだけど、ユズルにとってもヤストがそうなのかもしれなかった。

　ユズル本人は、当然のように気づいてはなかったけれど。

「あしたは、もうちょっといろいろ考えて撮とってみようって思うんだ」

　ユズルが言った。

「あしたも行くのか、海？」

　ヤストが訊きく。

「……うーん。判わかんない」

「行けばいいじゃん」

「でも」

「先せん輩ぱい、いるかもしんないぞ？」

「あ……っ」

「はははっ。今、『じゃあ、行こうかな』って思ったろ？」

「ち、違うよぉっ!?」

「まあ、がんばれよ。できることがあれば手て伝つだうからさ」

「うん……。ありがと」

　そんな会話の中、母親の『ご飯ができたわよー』とユズルを夕飯に呼ぶ声が聞こえて、その日は、電話を切った。

「からあげかな？」

　独り言。

　夕飯は、竜たつ田た揚あげだった。

「あれ？　からあげと、竜田揚げってなにが違うんだっけ？」

　独り言。

　ごとごと。




　　　　♪




　無口なときほど、やさしさを感じる。

　だけれど、そんなあたたかな真実をまだ、信じることができないこともあった。

　そのときは、まだ。

　ちいさな、こころ。







「なにか、したいことってある？」

　私は訊きいた。

　目の前のソファに腰かける真っ白い女の子、

「あたしは、あなたの声を聴ききたいだけ」

　モモは、静かに、とてもオトナびているのに、ひどく子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスでつぶやいた。

「私の声……？　けれど、あなたと私は、こうして話しているわ」

「ううん、ちょっと違う。あたしが聴きたいのは、聴こえない声かな」

「どういう……？」

　すると、モモは、膝ひざの上の黒猫を抱き上げる。

「え、なに？　なに？　なんなの、モモっ!?」

　眠りに落ちかけていた黒猫のダニエルが、驚おどろいた声を上げた。

　モモは、そんなダニエルの両方の前脚をやさしくにぎって、お人形遊びみたいに動かした。

「ほら、此こ処このところ。あなたにもある」

　モモは、前脚をにぎったまま、ダニエルの胸のあたりを差す。

　それは、




　──こころのありかだった。




　　　　♪




　太陽が一番高いところにあった。

　春の日和ひより。上着を着ているとちょっと汗ばむくらいだった、その日。

「結局、来ちゃったなぁ……」

　浜辺から少し離はなれた場所に立って見渡す。

　潮しお風かぜが昨日きのうよりもおだやかだった。

　砂浜に押し寄せる波しぶきが透明でちいさい。

　そして、すぐに──彼女を見つけた。

　ふりふりでひらひらした黒ゴスっぽくて全体的にかわいい服を着ていた。

　あいかわらず、白い素足を波にさらしながらしゃがみこんでいる。

　昨日は、あんまり意い識しきしないで近づいていってしまったが、今日きようみたくちゃんと存在を意識してしまうと、ためらってしまう。

「だいじょうぶかな……、先せん輩ぱい、嫌いやがるかな……？」

　そうやって、しばらく『行く』『行かない』のやりとりを自問自答して、ユズルは、決めた。

「やっぱり、行ってみよう。伝えなきゃならないこともあるんだから。ちゃんと──」




「──こんにちは」

　言ってユズルは、ミツミと同じように裸足はだしになると彼女のとなりに腰を下ろした。

　昨日ずぶぬれになった反省をいかした（つもりの）、ハーフパンツなのでズボンはあんまりぬれないだろう。たぶん。

　なんて、あんまりどうでもいいことを考えていた。

　じゃないと、先輩の顔をまともに見られそうにないんだもん。

　心の独り言。

　ミツミは声に、ゆっくり反応して、それからユズルの顔を見るなり目をそらした。

　身を固くする。

　はずかしそうに、困ったようなあの顔になった。

　ユズルは、また、かわいいな、とか思ってしまった。

　なんか、自然に笑えみがこぼれてくる。それだけに、ものすごく警けい戒かいされてるのが、ちょっと心に痛い。

　だから、ユズルは、

「きのうは、いきなりでごめんなさい」

　そう謝あやまった。

　謝らなきゃいけなかった。

　突然、カメラを向けて「撮とらせてくれ」なんて、ワケが判わけらない。

　それじゃ、変態さんだ。

　警戒されても仕方がない。

　ヤストじゃないけど、ナンパっぽい。

　僕が嫌いなタイプなんだ。

　先輩もそりゃ、表情をこわばらせる。

　撮とっていたときは、あまり気にしてなかったけど、夜、撮った映像を見返してものすごく反省した。

　目を閉じるとその表情が浮かんできて、昨日きのうは、あんまり眠れなかった。

　だから、こうして、謝あやまるチャンスがあってよかったんだと思う。

　そのミツミは、少し考える仕し草ぐさを見せた。

　そして、無言で、視し線せんは合わせてくれなかったけれど、

　こくんっ。

　ちいさくうなずいた。

　それは、ユズルのことを肯定してくれているようだった。なので、

「許してくれるんですか？」

　という確かく認にんをしてみる。

　すると、

　こくんっ。

　と、さっきよりもはっきりとうなずいてくれた。

「ありがとうざいますっ」

　ユズルははしゃいだ声を上げる。

　そして、あわてて口を塞ふさいだ。

　女の子みたいな声出しちゃった。

　はずかしぃ……。

　ズレた銀縁眼鏡メガネを何度もかけ直す。

　そしたら、

「──フフっ」

　ミツミが微かすかにだけれど笑った。

　なにやらさわがしいやつと思われたのかもしれない。ユズルはよけいはずかしくなった。

　いや、ほんとは、こんなんじゃないんですよ？

　僕、普ふ段だんは、あんまり騒さわいだりしないし、友達も少ないし。

　あ、友達の数は関係ないや。

　とにかく、地味なやつなんです。

　などと、妙ないいワケをしたくなってしまう。




　そんなふたりの様よう子すを離はなれた場所から、そっと見守るように、眺める人物がいた。

　双そう眼がん鏡きようを片手に、メロンパンをむちゃむちゃかじる。

　怪しげに、

「おー……。なんか、いいカンジじゃん？」

　停車させた白いコジャレた自転車にまたがったまま、ヤストがほくそ笑えむ。

　昨日きのう電話でユズルから話を聞いて、気になっていた。

　だって、ユズルのは──誰だれかを好きになったときの反応だったんだから。

　おそらく、というか、ぜったい本人は気づいてないんだろう。

　なら、どうして、他人のヤストにそれが判わかったかといえば。

　ユズルが天然だろうとなんだろうと、あんな風に異性に対して興きよう味みをみせたのははじめてだったからだ。あと、天然な女の子と付き合ったときの経けい験けん上じよう。（ユズルが女の子っぽいので反応が似てる）

　けれど、ヤストはやっぱり、それをちょっとおもしろく思ってしまった。だから、ユズルに対して、「それって恋ですよ」と指摘しなかった。

　が、このままだとユズルは一生気づかないままかもしれない……。

「どうしたもんかねー……。いいカンジなんだけどなぁ。……あ。会話止まったっぽい……。やっぱダメかー、ユズルじゃあ……。あの不ふ思し議ぎちゃんは……」

　今度は苦笑いが出た。

　ユズルとミツミは、肩を並べたまま、互たがいにべつの方向を向いてしまっている。

　あげくユズルは手持ちぶさたなのか、間が持たないのか、きょろきょろとあたりを見み廻まわしはじめた。

「ゲッ……」

　ばっちりとユズルのそのつぶらな瞳ラヴリーアイズが、とらえた。

　──ヤストを。

　そして、ビデオカメラのズームを使ってこっちの様よう子すを確かく認にんしている。

　日ごろずっといっしょにいるせいか、ヤストの気け配はいをビンカンに感じ取ったらしい。

「うおっ！」

　あわてたせいで、メロンパンの袋を強くにぎったら、中身が飛び出そうになり、それをキャッチしようとしたら双そう眼がん鏡きようを手放してしまい、股またの間に落ちていく双眼鏡を股で挟んだ。まではよかったが、自転車ごと地面へすっころんでしまった。

　ついでにそのまま身を隠すが、時すでに遅し。

「ヤストぉ[image: ][image: ]」

　しかも、うれしそうに立ち上がって手を振ってくる。

「おいおい、カンベンしろよぉ……。なんで、この距きよ離りで気づくんだよ、あいつは、メガネのくせに！　……ははーん、これが愛かっ」

　自分の冗じよう談だんでまた、笑いがこみ上げてきた。

　ユズルが飼い主を見つけてしっぽを振るペットみたく見えた。




　　　　♪




　明日あしたを想おもって、空を眺める。

　見送って。

　明日、目覚める。

　また、空を見送って。







「私は、何もできない。きっと」

　つぶやきはため息に混じって漏もれた。

　私は、哀かなしみや寂さびしさやせつなさや。ありったけの、マイナスの感情を吐き出している。

　それでも、モモとそれからダニエルも、今日きようも傍そばにいてくれた。

　やさしくて、あったかくて。

　だけれども、それが何な故ぜか少し心に痛くて。

　ようやく、私は、自分の心の在処ありかを知った気がした。

　自分の気持ち。

　あきらめること。

　瞬またたくと、過ぎ去っていく時間。

「ほんとに、なんにもできない？」

　モモは、ふわり立ち上がった。

「今、あなたはあきらめることができた」

「え？」

「あきらめることができるなら、その逆もね」

「……あきらめる……あきらめない……」

「胸に手を当ててみて、ほら、訊きいてみたら判わかる。かもね」

　自分自身に訊たずねる。

　私は、まだ、失わずにいられるモノがあるの？

　私は、まだ、何かができるの？




　お願ねがい。




　私を──




　　　　♪




　ここ何日かヤストを連れ、ユズルはあの海へ彼女に逢あいに行った。

　何かに導みちびかれるように。

　惹ひかれるように。

　ヤストに背中を押され、ユズルはミツミに話しかけていくうちに、少しずつ会話を交わせるようになる。

　しばらくすると、ミツミはカメラを廻まわしてもあまり固くならずにいてくれるようになっていった。

　それでユズルは、あのとき、彼女が何をしていたのかを訊きいてみた。

　ミツミが浜辺で一いつ生しよう懸けん命めい捜していたモノ。

　それは、




『恐きよう竜りゆうの化石』




　だった。

「私、ちいさいころにこの海で、恐竜の化石を拾ったことがあるんです。噓うそ……みたいですよね。いいんです。きっと、信じられないと思います。それでいいですから……」

　そう言って、ミツミはズレた黒縁眼鏡メガネをかけ直した。

　彼女の言葉を聞いたあと、ユズルはとても哀かなしい気持ちになってしまった。

　──信じない。

　なんて、まだ言ってないのに。

　どうして、そんなことを言うんだろう。

　どうして、そんな寂さびしそうで哀しそうで冷たい表情するんだろう。

「そういえば、昔……」

　それまで、ヒマそうに海に向かって小石を投げていたヤストが、ミツミの話を聞いて何かを思い出したように口を開いた。

　けれど、ユズルはとっさに、

「しぃーっ！」

　と、身長差のあるヤストの口を背伸びで、両手で封じようとした。けれど、砂地に足を取られ、ヤストに抱きつく格好になってしまった。

「うぉっ、なんだ？　どうした、ユズル？　そんなに俺おれに……抱きしめてほしいのか？」

　真ま面じ目めな顔でおろかなことを言うヤスト。

「ば、ば、ば、ば、バカ！　違うよ！」

　ちゃかされてしまったけど、ヤストが口にしようとしていたこと。

『化石』と聞いて、この町のひとなら、きっとあのことを思い出す。

　首のとれた恐きよう竜りゆうのモニュメントもそれに関かかわっている。

　この海、懐なつかしいにおいと寂さびしいカンジ。

　それは、ユズルも思い出したことだった。

　もうずっと前になる。ユズルが小学校の低学年のころの話だ。

　この海で、『恐竜の化石』が見つかった。

　正せい確かくには、恐竜の骨の化石。

　町は、お祭りさわぎになった。

　はるか昔、人間がまだ生まれてないころ。この海にとてもとても巨大な泳ぐ恐竜がいたんだ。

　そう思うと誰だれもが無性に、心をときめかせた。

　目の前の海に、恐竜が優ゆう雅がに泳ぐ姿を想像した。

　もちろん、幼かったユズルもそのひとり。

　間もなく、化石発掘のためのプロジェクトチームが地元自治体のもと立ち上げられた。

　しかし、うまくはいかなかった。

　化石は、破片すら発見されない。

　やがて、ひとびとの関心が薄うすれていく。ため息と落胆は、失望に変わった。

　化石発掘プロジエクトのムードを盛り上げるため、町おこしのため造られた大きな首長竜のモニュメントも寂しくたたずんでいた。あげく、台風で首の部分を破は壊かいされ無惨な姿に。

　そして、いつの間にか、プロジェクトチームは解散。

　今では、最初に発見された化石も本物だったかあやしいと囁ささやかれている。

〝ゴッドハンド〟だったという噂うわさもあるくらいだ。

　考えてみれば、海で化石を発見するなんて難むずかしいに決まってる。

　化石なんて、波に削られて、砂になってしまっているはずだ。

　そのうち、化石のことなんて忘れられて、あのとき芽め生ばえたときめきや想おもいは、失なくなってしまった。誰の心からも……。

　ユズルも今の今まで忘れていた。

　それに、この町のひとには、あたかも『化石』という言葉が禁句のようにもなっていた。

　そんな『恐竜の化石』をミツミは、見つけたと言った。

　それが、本当なのか、噓うそなのか。

　けれど、ユズルは、

「やっぱり、恐竜……、いたんですよね。ここに。すごく、大きかったんだろうなぁ」

　そう言った。

　そう思ったから、そう言った。

　すると、ミツミが驚おどろいたような顔をした。

　べつに不ふ思し議ぎなことなんてない。

　信じるんだ。

　信じたいから。

　だから、そんな顔しないで。

「ねっ、ヤストもそう思わない？」

　ユズルが訊きくと、ヤストは、少し考えてから、笑って言った。

　ぽん、とユズルの頭に手をやって、

「だな。でかいよ、恐竜。見たことねぇけど。いたんだよな、ここらへんに」

「うんっ」

　ヤストの言葉に、自分の気持ちを再さい確かく認にんしてユズルはうなずいた。

　だから、そんな顔しないで。

　想おもい描く。

　おっきな恐きよう竜りゆう。

　首の長いやつ。

　でも、何な故ぜか骨の化石のやつ。

　三人を見下ろしてる。

　ちょっとつらそうに。

　そういえば、首の長い恐竜は、首が曲がらなかったらしい。

　キリンとおんなじだ。

　だからか。

　僕を見下ろすのが、つらそうなんだ。

　でも、上ばかり見てても、つまんないだろう？

　こっちの景け色しきも楽しいよ。

　だから、そんな顔しないで。




　その瞬しゆん間かん、




　少しだけ彼女と視し線せんがあった。

　またすぐにそらしてしまったけれど。

　彼女は、ちょっぴりはずかしそうに、こくんとうなずいた。

　そして、

「──決めた」

　ユズルは手にしたビデオカメラを改めて、かまえた。

「決めたって、なにをだ？」

　ヤストがユズルに被かぶさるようにして、手もとのカメラ、ディスプレイをのぞきこむ。

　と、そこには、彼女とおっきな海が映っていた。

　やっぱり、カメラを向けると彼女は困った顔になった。

　でも、そんな表情が、たまらなく愛いとしく思えてしかたがなかったんだ。







　だから、このとき、ユズルには想像もできるはずがなかった。

　まさか──彼女が自分の前から姿を消してしまうなんて。











PRYTHEMIC GIRL (Step.1) - fin.
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　　　　♪




　波打ちぎわまで、やけに距きよ離りのある平坦な浜辺。端はしから端まで行くと、いろんなモノが視界に入ってくる。

　骨みたいな羽根を廻まわす十数基の風車。

　土が盛られたみたくなっているが本当は首がもげた首くび長なが竜りゆうのモニュメント。近づくと亀かめにも見える。

　崖がけっぷちにある灯台を模した図と書しよ館かん。

　土日にふらりと現れる謎なぞの音楽家集団『海辺のカルテット』。

　散歩中のおじいちゃんおばあちゃん。犬と散歩中のおじさんおばさん。

　カップル。小学生。

　それから、

　波打ち際を素足で歩く少女。

　非日常から日常まで、いろんなモノがここではかいま見られる。

　そんなモノたちから、新しん海かいユズルがはじめての映像作品を撮とるための題材モデルとして選んだ中にいたのが、

「──不ふ思し議ぎちゃんだったワケなぁ」

　耳もとすぐ傍そばで鳴る声。勝手なナレーション。

　潮しお川かわヤストは、あくびでもするようにのんびり言った。

「違うってば。何回もゆうけど、先せん輩ぱいのことそういうのやめたほうがいいと思うんだ」

　ユズルは、のぞきこんでいたビデオカメラのディスプレイから視し線せんを外した。

「悪かったよ。でも、べつに悪気があったワケじゃないからな？」

　ヤストが一応、反省の言葉を口にする。

「ならいいけど……」

　まだちょっと疑いつつもユズルは、納得してみた。

　でも。

「てゆうか、さっきからなにしてんの、ヤストは？　重いんだけど……」

　ユズルは、やれやれとため息をついた。

　なにしろ、ヤストがユズルにうしろから抱きつくようにもたれかかっていた。

「いやー、ちょうどいい高さに、休む場所があるから」

　申もうし訳わけ程度に悪びれる様よう子すもなく、ヤストはしれっとそう返してくる。

　たしかに、もうすぐ中学３年にもなるのにちっとも伸びてくれない身長のせいで、ユズルとヤストの身長差は結構ある。

　だからといって寄りかかられたら、ちょっと迷惑だ。

　どうしようかと考えながらユズルは、くぃ、とズレた銀縁眼鏡メガネをかけ直した。

　あーあー、やれやれだなー。

　視し線せんを落とす。

　ビデオカメラのディスプレイ。そこには穏おだやかな海と太陽光線と、〝彼女〟が映されていた。

　ユズルとヤストと同じ学校のひとつ歳とし上うえの先せん輩ぱい、水者なぎさミツミ。

　ユズルは、この海で出で逢あった。

　何か捜して右う往おう左さ往おうしているミツミと。

　その〝何か〟とは、




　──恐きよう竜りゆうの化石。




　もうずいぶん前に、この海で恐竜の化石が見つかったという。

　ユズルは、実際にその化石を目にしたことはなかったが、当時のいわゆるフィーバーぶりはなんとなく覚えている。

　地元駅前の商店街では、やれ恐竜グッズだ。やれ恐竜センベイだ。やれ恐竜ラーメンだ。やれ恐竜メロンパンだ。やれ恐竜ジュースだ。とか、盛り上がっていた。

　よくよく考えてみると、恐竜メロンパンって、恐竜を模したメロンを模したパンじゃないか。あのひとのものまねをしているあのひとのまねみたいなもんじゃないか。

　それに、ジュースって、何味だったっけ？

　思い出せない。

　そうなんだ。

　もう、フィーバーなんてずっと前に去ってしまっていた。

　町や市のお役所が地域振しん興こうのチャンスと巨きよ額がくを投じたプロジェクト。

　海岸に恐竜のモニュメントを造ったり、化石発掘のチームを立ち上げたり。

　でも、もうそんなものはない。

　恐竜の首は台風がやってきて失なくなってしまった。発掘チームも解散。

　結局、化石の欠片かけらすら見つからなかったんだ。

　今では、最初に見つかった化石の真偽、そもそもその存在すら怪しくて、お役所の人間が地域振興事業推進のために流した故意的デイスインフな虚報オメーシヨンだったんじゃないかという噂うわさもある。

　そんな哀かなしさを抱えたこの海を目の前にして、ミツミが言った。

「私、ちいさいころ、ここで恐竜の化石を拾ったことがあるんです。でも、きっと、信じられないと思います。でも、それでいいですから……」

　ひどく寂さびしそうな表情で。

　ユズルは、苦しくなった。

　ミツミにそんな顔をしてほしくないと思った。

　そして、信じようと思った。

　彼女は見つけた。恐きよう竜りゆうの化石を。

　どうしてかはまだ、判わからないけれど、今またそれを捜している。

　瞳ひとみを閉じる。

　遠い昔。まだ、人間たちがこの世界に存在しなかったころ、この海を悠ゆう然ぜんと泳いでいた巨大な生き物がいた。

　そんなのが見えた。

　まだ何も言ってなかったのに、ヤストが笑って、うなずいてくれた。

　また瞳を開いて、のぞきこむ世界。

　平坦に広くて長い浜辺に海かい岸がん線せん。

　真っ白い素足を、まだ冷たい波にさらすとても綺き麗れいな女の子。

　ビデオカメラからのぞきこむ世界。

　捜し歩く女の子。ひとり。

　撮うつすこと。

　笑え顔がおの彼女を残したい。

　この海といっしょに。

　へんてこりんなものがいっぱいの海。

　でも、なんだか愛いとおしく感じるんだ。

　彼女がここにいるというだけで、よけいに。




　うみねこが春風を連れて飛んでった。




　　　　♪




「窓の外が気になる？」

　目の前の、ソファに腰を下ろす、真っ白い女の子が言う。

　黒縁眼鏡メガネで、さえない私とは違って、とても綺麗で可か憐れんな花のような姿をしている。

　まるで、空想に描く天使。

　なのに、百モ々モという名前のその子は、自分のことを『死神』だと言った。

　自じ虐ぎやく的てきなジョークにも聴きこえた。

　そんなモモに私は、「友達になってほしい」とお願ねがいした。

　それがどれほど、愚かで無知で莫ば迦かげたことか、私自身知らないはずがない。

　それがたとえ、彼女が天使でも死神でも。

　だけど、私の心に触れにきた。

　それは、確たしかに〝たしか〟だった。

　だから、彼女の役目が、命を運ぶことだったとしても。哀かなしい知らせを持ってきたとしても。

「窓の外ばかり見てる」

　真っ白い女の子は、とてもオトナびているのに、ひどく子供じみた不ふ思し議ぎな声で言った。

　彼女の傍かたわらに、ちょこんとお座りしている黒猫が、ひょっこり首を伸ばして、そのおっきな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを外へ向けた。

「なんにもないじゃないか」

　黒猫のダニエルは、生意気そうに言った。

　でも、かわいらしい男の子のような声だ。ぜんぜん、意地悪には聞こえない。

　私は、振り返る。

「そうなの。べつになにもないわ」

　私は、簡かん単たんに答えた。

「ほんとは、あなたも判わかってるのに。ここにいても見つからないってこと。ただ、失なくすだけ。ううん。もしかしたら、失くすことさえできないかもしれない。──でしょ？」

　モモは、心のはじっこを触れる。

　なぞる。

　もしも、私に何かできることがあるとするなら。

　ここから、外へ──




　　　　♪




「ユズルは、固定カメラを覚えた！」

　ヤストが不意に言った。

　足場のはっきりとしない砂浜に、ビデオカメラがななめにならないよう三脚を設置しているユズル。

　そんな苦心の様よう子すをヤストは、しゃがんでただ見ているだけだった。

「なに？　ＲＰＧの科白せりふみたいだね、それ。キャラがレベルアップしたときの」

　ユズルはカメラを三脚に固定しながら、横目にヤストを見る。

「いやいやいやいや。まさにそんなかんじだろ？」

　ユズルが、何気なくカメラを廻まわしはじめてから三日目。

　昼過ぎ。ユズルがヤストをともなってあの海へ行くと、ミツミが先にきていた。

　はじめて逢あったときのように、波打ちぎわを右う往おう左さ往おうして。

　化石捜しだ。

　彼女はこのところ毎日、こうしているらしい。

　ユズルはカメラを廻まわしながら、見つかるといいなと思った。

　今すぐ、化石がこの穏おだやかな白波の中に混じって出てくればいいのに。

　そしたら、彼女の笑え顔がおが見られるかも。

　そしたら、すごく……。

　そんな風に思ったら、彼女を手て伝つだってあげたい気持ちでいっぱいになった。

「で、でも、カメラ撮とらなきゃだし……」

　ユズルの目的は、この海とミツミが化石を捜している様よう子すを撮うつすこと。

　けど、見てるだけ、撮っているだけ、ただそれだけだと、なんだかつらい。

　けれど、捜すのを手伝いながらカメラを廻すというのはひどく難むずかしい。

　けれども、手伝いたい。

　だけれども、撮さなきゃ。

　そうだけれども……────きりがない。

「じゃあ、とりあえず、これ使ってみろ」

　と、脳内でも現実でも右往左往するユズルの考えが丸まる判わかり＆予想済みのヤストは、あらかじめ用意してきたモノを取り出してきた。

　それが──三脚。

　ただ、カメラを固定してミツミを手伝える。

　けど、その反面、引きの画えばかりになってしまう。

　ミツミを手伝ってあげたいユズルだが、一応、ちゃんと映像作品を撮りたいと思っている。

　いろいろな構図の画、素材もほしかった。

　なら、ヤストがカメラを持てばいい。ってことになるが、ユズルの真ま面じ目めな性格からして、ヤストばかりに任せておくのは申もうし訳わけない。自分が思いついてはじめたことなのに。

　──というユズルが考えるだろう一連の流れを読んでいたヤストは、解決案をピンポイントで提示。

「コレなら、カメラ固定しておけるじゃん。んで、そればっかだとアレだから、ユズルが撮ったり俺おれが撮ったりすればよくね？」

　言って、三脚を手渡してきた。

　非力なユズルはその重さに一いつ瞬しゆんよろめいたが、もう、ある意味完かん璧ぺきだった。

「だって、考え出したらきりがないだろ？」

　そう言うヤストに、ユズルは、「うん」と、うなずくしかなかった。

　これもヤストが以前付き合った〝天然〟な女の子の行動パターンと思考パターンの蓄ちく積せきがあったからだ。

　同じ系統の天然っぷりのユズルに対して、経けい験けんが活いきたカタチになった。

「なー、無む駄だにタラシでナンパなワケじゃないんだぜ？」

　誰だれに言うでもなくヤストは口の中でつぶやいた。

「なに、ぶつぶつ言ってんの？　ちょっと、手て伝つだってよー」

　カメラを三脚に固定するのに少し手間取るユズルは、浜辺にしゃがみこんだまま自分のことを眺めているヤストを呼んだ。

「ってゆう風に、人づかいも荒いのな」

　またつぶやいた。

　やっぱり、ユズルには聞こえず、

「ほら、はやくはやくっ。ここ、持ってて」

「ほんと、おまえは甘え上じよう手ずなー」

「なー、じゃなくて。ほらほら」

「へいへい。ほんと、俺おれこういうのに、弱いのかもなぁ……」

「ん？　なんか言った」

「べつに。って、おい。それ、左ひだり廻まわしじゃなくて、右だぞ。右っ」

　早くも天然っぷりを発揮して、カメラを三脚に固定する器具をずっと左に回し続けていたユズル。

　そりゃ、手間取るはずだ。

「あ、そっかっ」

　とユズルは、ものすごくすごいことを考えたひとを見るような眼まな差ざしでヤストを見上げる。

　ビバ、天然。

「ふっ、かわいいやつめっ」

「んー？　なんかいったぁ？」

「おまえ、」

「ん？」

「あいかわらず、美少女だな……」

「…………ばっか！」

　そんなアレで。

　なんだかんだで、撮さつ影えい再開。

　これで晴れて、ミツミの化石捜しを手伝えることになったユズル。

　……のはずが。

「なにしてんだ、ユズル？」

　ヤストが訊きく。

　ユズルが固定したカメラのディスプレイをのぞきこんだまま、動かない。

　これじゃ、なんのために三脚を立てたのか。

「どうした？」

　もう一度、ヤストが訊きくと、

「どうしよ……」

　ぽそりとユズルがつぶやいた。

「先せん輩ぱい、あっちこっち動くからカメラを固定したら、途中で画面から消えちゃうし……」

「だったら、移動したら移動したで、おまえか俺おれがカメラの向き変えればいいだろ」

　ヤストはそう言うが、ユズルは、まだ、動けないでいた。

　その理由をヤストはなんとなく感じていた。

　本当は、ユズルは、ミツミの傍そばに近づくのをためらっているんだろう。

　何を今さらとヤストは思う。

　でも、理屈じゃなくて、ユズルの気持ちがユズル自身をためらわせていた。

　ユズルは、自分が迷惑をかけて、わがままを言って、ミツミのことを撮とらせてもらっている。

　もちろん、彼女には「あーしてほしい」「こーしてほしい」とカメラを向け指示したりはしない。それはしないとユズルはちゃんと決めていた。

　彼女には、自由に動いてもらおう。こっちが撮らせてもらってるんだから。

　なのに、そのうえ、彼女の手て伝つだいをしていいんだろうか。

　これは自分勝手な想おもいだ。

　ミツミにはミツミの考えがあって、あんなにも真剣に一心不乱に化石を捜し続けている。

　もしも、彼女の手で見つけることに意味があるなら、自分が捜すのを手伝うことで、彼女の意味を無くしてしまうかもしれない。

「だったら、訊いてこいよ」

「え？」

　ヤストの科白せりふが、ユズルの右耳から左耳へと抜けてしまう。

　やれやれとヤストは繰くり返した。

「訊いてみりゃいいじゃん。『いっしょに捜してもいいですかー？』『いっしょに手伝ってもいいですかー？』って」

「…………だけど……」

「ハァ……。あのなぁ……、ユズルはさ、不ふ思し議ぎちゃ──じゃないな。えーっと、先輩に逢あったばっかりだろ？　まだ出逢ってほとんど知らないだろ？　ユズルは先輩のこと。先輩はユズルのこと。だったら、訊けよ。話せよ。まずおまえから。じゃないと……まあ、それはいっか」

　──じゃないと、おまえも彼女も前に進まないだろ？

　と続けて口にしようとしたが、ヤストは言葉を飲みこんだ。

　ユズル自身でいろんなことに気づいていくだろうから。これから。

「ほら、思い出してみろ。ユズルと俺おれって、よく話したじゃん。最初のころ……って、今も話すけどな、けっこー。えっと……いや、それは最初から、俺とおまえの相性が抜群で……あ、コレ違うな……」

「うん。判わかった」

　ユズルはうなずいた。

「そっか」

　ユズルに判るように話そうとして逆に判りづらくなってしまったかもと、ヤストは言葉に詰まったが、少しほっとした。

　もう、無理に言葉をつづけなくてもよさそうだ。

「じゃあ、いってこい」

　ヤストは、ぽん、とユズルの頭に手をやる。

　撫なでると、やわらかな黒髪がするり、指先を通り抜けた。

「いってくるね」

　そして、素直に笑って。けれど、少しだけ緊きん張ちようしていた。

　ズレたままの銀縁眼鏡メガネに、かすかに潤うるんだ瞳ひとみ。

　ユズルは、「いってくる」ともう一度、自分自身に言うようにして、波打ちぎわで素足をさらしているミツミの方へ歩き出した。

「しっかしなぁ……」

　ユズルのちいさくて花きや車しやなうしろ姿を眺めながら、ヤストは、

「素直なやつだなぁ。あらためて……。ほんと、あんな素直で真まっ直すぐな目されると、思わずどきどきしそうになったっつーの」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、ヤストは、ユズルのかわりにカメラのディスプレイをのぞいた。

　ユズルが、しゃがんでいるミツミの傍そばに歩み寄っていく。

「よしよし、がんばれ、ユズル」

　ちいさく、唇が鳴らした言葉がちいさな背中に届いたのか、ユズルはぎこちなくミツミに話しかけようとする。

「ほんと、あいつといるとあきないな」

　おだやかな陽ひ射ざしと潮しお風かぜと波音があたりを包みこむようにしていた。

　気がつけば、また春。

　一年前。

　ユズルと出で逢あったのも春だった。

　そして、また春がやってきて、通り過ぎようとしている。

　特別なことがあったワケじゃない。

　いつもと変わらず、なんとなく日々は過ぎていった。

　でも、いつもの〝なんとなく〟とは、なんとなく違っていた。

　ユズルが傍そばにいてくれたからだと思う。

　これまで付き合ってきた友達とは、ぜんぜん違うタイプ。

　真ま面じ目めで、素直で、ちびで、花きや車しやで、女顔で、眼鏡メガネっ子だ。おまけに、メガネをはずすと美少女……なんて。

　まあ、自分がそんな軽チヤラい人間だからだろうが、ヤストの周りに集まってくるのは、自分と似たいわゆるナンパでチャラチャラしたやつばっかりだった。

　それが、ユズルと仲がよくなってからは、いろんなタイプの人間が近づいてくるようになったし、こっちから近づいても、避けられることもあまりなくなった。

『思ってたよりも、案外、付き合いやすいのかな？』

　なんて思われたのかもしれない。

　委員長タイプに、ガリ勉タイプに、オタクタイプに、スポーツマンタイプにいろんなやつ。

　最初から、〝壁かべ〟なんて造ってたつもりはなかった。

　でも、相手には無む意い識しきのうちに壁を感じていて、それが相手にとっては、ヤストの壁になっていた。

　ユズルは、その壁の間にたって、なんと壁に抜け道があることを教えてくれた。

　相手にもヤストにも。

　結局、お互いに、弱虫で、踏みこめなかっただけなんだろう。

「でも、あいつは天然だからな」

　笑えてくる。

　真面目で、素直で、ちびで、花車で、女顔で、眼鏡っ子で。

　ヤストが一番、自然にいられる。理由なんて考えたことがないけれど。

　たぶん、ヤストは居場所を捜していた。

　自分の心が、真っ白になるくらいおだやかになれる場所。

　ユズルとヤストは、見た目も性格も育った環かん境きようもまるで違う。

　ユズルは、ごくごく普通の家庭に生まれた。

　両親とネコの三人といっぴき暮らし。

　ヤストはというと、全国に店てん舗ぽを広げようかというドラッグストアチェーンの社長、その息むす子こだった。

　ただ、ヤストに父親の跡を継ぐ気はない。といっても何かやりたいことがあるかと言えば、特に何も……。

　中学生のうちからふらふらとしていてつかみどころのない息子に、父親は口うるさく「勉強しろ」だの「しっかりしろ」だの「このままではオマエに跡は継がせられない」だの言っていた。

　しかし、最近は、ヤストではなく弟に継がせると言っている。

　ヤストの弟は、ヤストと違って、真ま面じ目めで、勉強もよくできた。

　デキの悪い兄貴と、デキのいい弟。かといって、仲が悪いワケじゃない。

　むしろ、いいほうだ。

　ここらへんの関係は、ユズルとヤストの関係にちょっと似ている。

　よくよく考えてみると、正反対同士だからこそ、ぶつからなくていいのかもしれなかった。妙なバランスで保たれているらしい。

　ただ、ヤストは、弟には申もうし訳わけなく思っている部分もある。

　自分が早々に跡取り候補からドロップアウトしてしまったことで、弟ひとりにいろんなものを背負いこませることになってしまった。

　そんな弟は、今こ年としから、ユズルやヤストと同じ学校の中等部に入学する。

　地元では有名な学校だ。ヤストも入学当時は勉強していた。親の顔を立てるという意味合いがあったりもして。

　が、今ではそこそこしかしなくなった。テスト前とかに。

　学校に行ってすることといえば、ユズルの宿題を丸写しして、あとは、寝るか女子と喋しやべってるか、ユズルといっしょにいるか。ユズルのような一般家庭であまり金銭的に余裕のない生徒たちにすれば、なんてゆう吞のん気きだろうか。

　さすがのユズルにも、

「ヤストさぁ、学校になにしにきてるの？」

　とか冗じよう談だんまじりの口く調ちようでも訊きかれてしまう始末。

　ヤストも冗談まじりで、

「だったら、おまえは何しにきてんだ？」

　と返してみる。

　が、この問いかけが、ユズルにとって、今に至る行動へと駆り立てることになった。

　何気ない会話の中の科白せりふ。

　日常の一コマ。

　くだらないおしゃべり。

　毎日、それなりだ。

　それなりに楽しくて、それなりにたいへんなこともあって、それなりに笑えて、それなりに退屈で、それなりにそれなりだ。

　特別なことなんて何もない。

　平々凡々で誰だれにだってある日常。

　毎日。

　いつも。

　起きて、また眠る。

　ヤストは、特に何もない。

　ユズルも、特に何もない。

　とりあえずの目的。道しるべ。

　ユズルは、思っていた。

　なんとなくいい学校に入ったから、このままいい大学に入って、いい会社に入っていければいいかな、なんて。

　でも、訊きかれてしまった。

　しかも、ヤストなんかにだ。

　ふらふらしてるし、ナンパだし、かっこつけてるし、親が社長だ。

「おまえは何しにきてんだ？」

　学こ校こにきてる理由なんか、ある。

　いい大学へ入って、いい会社に入って。

　……あれ？

　ユズルは、はたと考えてしまった。

　僕のしたいことって、なんだっけ。

　僕にはなにかあったっけ。

　他人に誇れるモノ。

　ちびで、眼鏡メガネで、弱っちくて、女顔だ。

　僕の夢ってなんだっけ。

　小学校の卒業文集に書いた覚えのある夢。

　なんだっけ。

　それ、ほんとうにやりたいの？

　いい大学。いい会社。

　悪くないけど。

　悪くないけど……、

　僕、まだなんにも捜してないや。

　見つようともしてない。

　とりあえず、とりあえずで、ここまできたけれど。

　本当って、なんだろう。

　僕の本当。

　夢とか、やりたいこと、やってみたいこと。

　なんだっけ。

　えっと……。

　あ、そういえば──

「このあいださ、ヤストんちに使ってないビデオカメラあるっていってなかったっけ？」

　訊たずねてみる。

　自分にも訊きいてみる。

　こころのドアを叩たたいてみる。

　自分自身がそこに立ってた。

　笑ってた。




　ようやくきたね。

　待ってたんだよ。

　キミが僕を呼んでくれるのを。

　さあ、なにをしようか。

　さあ、なにをはじめようか。

　いつでもいいよ。

　キミが望んだら、

　さあ、いつでも、なんでも。

　おなじとりあえずなら、とりあえずやってみようか。

　なにをする？

　なにがしたい？

　さあ、いこうか。







　たいしたことじゃない。

　思いついただけ。

　前からちょっとだけ興きよう味みがあった。

　とりあえず、一番に頭に浮かんできたことだったから。

「とりあえず、それやってみよう」的な。

　ユズルは、ヤストに借りたビデオカメラを持って、外に出た。

　それだけで、なんだか、違う感じがした。

　毎日がちょっとだけ変わった気がした。

　そして、ふらりと立ち寄ったへんてこりんなモノがいっぱいの海岸で、彼女に──ミツミに出で逢あった。

　彼女は今、傍そばにいて、じっと波しぶきの中をのぞきこんでいる。

　恐きよう竜りゆうの化石を捜して。

　不ふ思し議ぎな感覚は、今日きようもつづいていた。




　　　　♪




　彼女のことを手て伝つだいたくて、笑え顔がおが見たくて、本当はもっと話したい。なんて思っている。

　けれど、ユズルはそれができないでいた。

　三日目の撮さつ影えいがはじまってから、もう、二時間を経過しようとしている。

　この海で、いつでも彼女は真剣な瞳ひとみだ。

　だから、無む駄だなおしゃべりなんてできないと、ユズルは話すタイミングを逃してばかり。

　そのたび、ユズルに聞こえないヤストの、

「あーあ……」

　というため息。

　そのときまで、ミツミとユズルが言葉を交わすことはなかった。

　この海で、ミツミはもくもくと波間に化石を捜し、ユズルはもくもくとカメラで撮影していた。

　そして、

「あの、手伝ってもいいですか？」

　と、さんざん尻しり込ごんでユズルが、ようやくミツミに声をかけた。

「…………──？」

　彼女は動きを止めて、まじまじとユズルを見つめる。不ふ思し議ぎそうにしていた。

　それは彼女にとって予想しえなかったことだったからだろう。

　なにしろ、最初にミツミは、自分が化石を見つけたなんて信じなくていいと言った。それを手伝うなんて思いも寄らなかったに違いない。

　一方で、彼女の心のうちを知らないユズルは、自分が科白せりふをはいてから、彼女のリアクションが返ってくるまで、ひどい罪悪感に似たものに心を支配されそうになっていた。

　やっぱり、言わなきゃよかったんだ。

　手伝うなんて。

　先せん輩ぱいは、手伝ってほしくなんかないんだよ。

　それなのに、僕……。

　手伝ってほしいなんて、先輩は言ってない。

　僕が勝手に、手伝いたいと望んだだけ。

　やっぱり、言わなきゃよかった。

　結局、先輩の心を無視することに、

「──ありがとうございます」

　え？

　先せん輩ぱい、今、

　ありがとう、って……!?

　ユズルの意い識しきが心の中から猛スピードで、目の前のミツミに対して、戻っていく。

　彼女はうつむいて、いつもの困ったような表情をしていた。

　ミツミの薄うすい唇がゆっくりと開く。

「でも……きっと迷惑になります」

　うつむいたまま、視し線せんが自分の足もとを行ったり来たりする白波に落ちる。

「これはただ、私が自分のためにやっている……勝手なわがままだから……」

　彼女は、自分が悪いことをしているみたいに申もうし訳わけなさげに続けた。

　彼女は塩辛い海の水に濡ぬれた手で、ズレた黒縁眼鏡メガネをかけ直す。

　そのとき、彼女の手から雫しずくが伝い落ちて、波に戻っていった。

　ユズルにはそれが、うつむいた彼女の、まるで──涙のように見えた。

　瞬しゆん間かん的てきに、全身に何か衝しよう動どうが駆けめぐったと思ったら、頭が真っ白になっていた。

　そして、反射的に足が一歩前へ、彼女に近づいた。

「だったら、僕も勝手でいいですか？」

　言いながら、自分で何を言ってるんだろうかと思った。いいワケないでしょ？

　ミツミもきょとんとして、うつむいていた顔をあげて、まじまじとユズルの瞳ひとみを見つめている。
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　けど、止まらなかった。

「め、迷惑なら、あのっ、僕、勝手に捜します！　そこらへんで勝手に捜してるんで！」

　もっと、きょとんとする。

　くわえて、ミツミは何度もまばたきをした。

　黒縁眼鏡メガネのレンズにあたってしまいそうな長い睫まつ毛げが、パタパタとはためく。

　じーっと、その瞳がユズルを見つめる。

　ユズルもそれに視し線せんを合わせていたが、次第にキョロキョロとあたりを所しよ在ざいなさげにさまようようになった。

　直視できない。

「あ、あの、じゃあ！　そ、そんなかんじで!!」

　どんなかんじだよ。

　と自分で心の中でツッコミを入れた。

　そのままユズルは、ミツミに背を向けて、彼女がやっていたように波間に視線を落とし、捜し物をはじめた。

　しばらくして、見かねたヤストに声をかけられるまで、捜し物が『恐きよう竜りゆうの化石』だということをすっかり忘れてしまっていた。

　あーあー、ホント、ワケわかんないよ、僕。

　不ふ思し議ぎちゃんなんて、言われてる先せん輩ぱいだけど、やっぱり、ぜんぜんそんなことない。

　むしろ、僕のほうがもっとずっと変だ。

　急に、カメラで撮とらせてーとか、化石捜し手て伝つだうーとか、勝手に捜すーとか。

　……ダメだ。

　僕は、ダメな人間だ。




　だからってワケじゃないけれど。

　ユズルはこのとき、落ち込む自分の背中に向かって、ミツミが、ひどくちいさく、

「ありがとう」

　とつぶやいていたなんて、知るはずもなかった。




　それから間もなく、雨が降り出した。

　三日目の撮さつ影えいと化石捜しは、終了となる。

　雨は、断続的に明あ日すへと続いた。




　　　　♪




「なにか、うれしそうな顔をしてる」

　真っ白い女の子がオトナびているのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスで、そんなことを言った。

　けれど、窓ガラスに映る私の顔は、いつもの黒縁眼鏡メガネのさえない自分だ。

　笑ってなんかなかった。

　だって、うれしそうにできるはずがない。

　私は、失なくしてしまう。

　たいせつなモノを。

　なにより、それを私に教えてくれたのは、女の子自身だ。

　なのに、どうしてそんなことを言うんだろう。

「〝たいせつ〟なモノがひとつだなんて、限らないんじゃない？」

　心の隙すき間まをつつくように、モモは言う。

「あなたが大切に想おもうモノ。それは、おんなじ風に、あなたのことを大切に想っているんだよ、きっと……」

　それはいつも哀かなしそうな瞳ひとみで。

　モモは知っている。

　私から奪うモノ。

　それがどれだけ、私にとって大きいか。

　それなのに、私は、彼女にここにいてほしいと望んでしまったんだ。

　私が悲しむことで、彼女に哀しい瞳をさせてしまう。

　それでも、モモは私の傍そばにいてくれる。

　私は、何もできなくて。

　何ができるのかも判わからない。

　目の前のモノに、しがみつくこと。

　脆もろくても、儚はかなくても。

　ねぇ、どうして、私の心に触れるの。

　醜みにくい私の心に触れるの。

　恐れるものばかりの私の。

　私を見てくれなくてもいいのに。

　彼女も、彼も──

　私に、笑え顔がおなんか見せてくれなくてもいいのに。

　私は、何も返せない。

　醜みにくい心では、返せない。

　なのに、私は、笑ってほしいの。

　ほほえんでほしいの。

　傍そばにいてほしいの。

　たいせつなものが、増えていくのに気づいて、私は、手を伸ばす。

　ヒカリには触れられず、ちいさな影かげを落とす。

　もう、残された時間はないのに。

　それでも、私は、手を伸ばそうとする。

　ヒカリに触れられる気がした。

　醜い心で、素直な心に触れようとしてしまう。

　私は、どうしたらいいんだろう。

　綺き麗れいなこころ。

　触れると、考えこんでしまう。

　綺麗な心。

　たぶん、私には、何の意味もない。

　だけれど──

「ふぁ[image: ][image: ]……」

　黒猫があくびをした。

「ボク……帰ってきてから、ずっと眠くて……。ごめん、モモ……役立たずぅ……で……」

　ひとりごとのように、ぼそぼそと言う。閉じかけたまぶた。

　傍かたわらにいたその黒猫、ダニエルをモモがそっと抱き上げる。

「たいせつなモノを失なくしたくない、って想おもうのは、あたしもおんなじだよ」

　それが判わかっているからこそ、モモは、ここにいてくれるんだろう。

　私が、ひどいお願ねがいをしたのに。

　ひどい仕打ちに、ひどい願いごとを返す。

　醜い心、

　綺麗な心、

　触れた。なぞった。

　私は、もう、何も失くしたくない。




　───リン。




　　　　♪




　バッグにはビデオカメラが入っているけれど、今日きようは浜辺には行かないで、その近くにあるあの灯台を模した図と書しよ館かんにやってきた。

　四日目。

　朝起きてみると、雨の姿はなかった。けれど、ユズルが出かけようと思った昼近くになって、また降り出した。

　図書館で待ち合わせをしていたヤストは先に到着していた。自転車で来たが、雨具カツパを羽は織おっていてあまりぬれなかったらしい。

　傘かさを差していたが、徒歩だったユズルのほうがぬれてしまった。

　中に入ってしばらくすると、雨脚がさらに激はげしくなった。

「降ったりやんだり……やんなっちゃうなー」

　窓の外、静かな、しとしとつづく音。

「わりーなー」

　やる気のない返事だ。図書館にやってくるなり、漫画本のコーナーに直行したヤストが、確かく保ほしてきたマンガをぺらぺらめくる。

「って、べつにヤストが降らせてる雨じゃないでしょ？」

　ユズルは椅い子すの背もたれに手をかけ外の様よう子すをうかがっていたが、向き直って、ヤストが座る机の正面に腰を落ち着けた。

　そして、机に置かれた、あらかじめ本棚の中から見つくろってきていた、本の山から一冊を何気なく手にする。

『恐きよう竜りゆう大百科』と大きく書かれた本。

　かと思いきや、タイトルの下に小さく、

『かな？』

　って書いてある。

「な……なにが？」

　こっちが訊ききたいよ。

　どっちなの？

　恐竜大百科なの？

　ちがうの!?

　目に止まったモノを次から次へと持ってきたので、なんかよけいなのもまじってたようだ。

　今日も撮さつ影えいをしようと思っていたユズルだったけれど、あいにくのお天気。

　これだと、きっと先せん輩ぱいも化石捜しを休んでるだろう。

　ということで、ユズルは、図と書しよ館かんに行くことにした。

　とりあえず、いろいろと勉強しておこうと思ったから。

　あれから、撮さつ影えいしていくうちに徐々に映像作品の構想が浮かんできた。

　本来なら、こういうプラン的なモノは、最初に考えておくんだろうけれど、ユズルはそれすらも思いつかないほど素人しろうとだったワケだ。

　それでもイキオイにまかせて撮とっているうちに、作品は『ミツミが恐きよう竜りゆうの化石を捜している様よう子すを通して、へんてこりんな海をはじめとする自分たちの町の景け色しきを撮る』という（長ったらしい）コンセプトにかたまりつつある。

　撮影のクランクアップには、化石が見つかってるといいな。

　なんて、思いながらユズルは、手にした『恐竜大百科……かな？』を、

「うーん。とりあえず、これはいいや……。かな？　って……」

　と、本の山からはずれた場所に置いた。

　具体的にいうと、ヤストが持ってきた漫画本の上に乗せてみた。

「ん？　なんだこれ？　『かな？』って！」

　めざとくそれに気づいたヤストが本を手にして、大笑いをはじめた。

「ちょ、ちょっと！　シィィィー！　ヤストっ！　静かにしなきゃだよ！」

　図書館にいるひとたちの目を気にしながら、小声のＭＡＸヴォリュームで叫ぶ。ユズルはあわててヤストに覆おおい被かぶさるようにして開きっぱなしの大口を塞ふさいだ。

　それでもしばらく、ヤストの笑いはとまらなかった。

　図書館中の視し線せんが痛くて痛くて……。

　ユズルは、ちょっぴりこのままヤストの息の根をとめてしまおうか、なんて考えた。




　春休みということもあるのか、図書館には学生らしいひとたちの姿が多くあった。

　空いている机もほとんどないくらいだ。

　みんな、勉強だったり、読書だったり、調しらべものだったり、ただの暇つぶしだったり、それぞれがそれぞれの時間を過ごしている。

　でも、騒さわいでいるひとはひとりもいない。

　ユズルは、あらためて本を手にする。

　恐竜の化石を捜す。町を撮る。

　とは、いってみたものの、実際、ユズルもヤストも、恐竜のことも、町のこともよく判わかってない。

　この町で生まれて、これまで生きてきた。

　なのに、あまりにも、あたりまえにこの場所が存在していて、いろいろがあって、あたりまえがあって、生きているから、いざ、

「この町は、えーっと、なんだろう？」

　という風になんにも思い浮かんでこない。

　あのへんてこりんな海さえも町の人間には、日常の風景のひとつになっているくらいだから、特に意い識しきすることもあんまりない。

　さらに、恐きよう竜りゆうについては、

「ちょーむかし、人間が出てくる前に生きていたちょーでかい生き物じゃねー？」

　そんなヤストの知識くらいしか、正直、ユズルも持ち合わせてなかった。

　なので、それらのいろいろをいろいろ調しらべるために、へてんこりんな海岸を形成するひとつの要素な図書館ここにやってきたんだった。

　それに、彼女ミツミが捜しているモノに興きよう味みがあった。

　ユズルは、ぺらぺらと本をめくり、気になったり、目にとまった箇所をノートに書き写していく。

　いつもの勉強スタイルとあまり変わらない。

　ユズルは、ほかの同級生のような塾じゆく通がよいをしていなかった。基本的に自分だけで自分の方法で勉強をしている。

　これは子供のころから、ひとりでやっていたので、気になることでもなかったが……。

　と、ユズルが作業をしている間ずっと、意外にもヤストは『かな？』に食いついて、読みこんでいた。

　あのヤストが本を読んでる。

　ハハハ。なんか、へん。

　漫画以外の本を開いているのを見たことがなかったので、ちょっと新しん鮮せんだった。

　何ど処ことなく、本を持つ手が男らしい。

　ごつくて。

　うーん。しかし、それに比べて、自分の手はなんと貧相なことか。

　白くて花きや車しやで、まるで……女の子の手だ。

　あー、そうか。だからだ。

　ユズルは、思い出した。

　春休みに入る前、期末テストが終わった直後の教室。

　テストの緊きん張ちよう感かんから解き放たれたなごやかな空気の中で、ユズルとヤストが、

「え？　それちがうよ？」

「あ、マジで？」

「だから、言ったじゃん。その方程式問題が出そうだから、やっておいたほうがいいよ。って。ヤストさぁ……」

「ははははー。うっかりな、うっかり」

　とか、テストの出来不出来を話し合っていると、そこにヤストと仲良くしているクラスの女の子が加わった。

　しばらくは、成せい績せきが優ゆう秀しゆうなユズルの答えとの照らし合わせが続いたが、一息ついたところで、女の子が思いついたように、いきなりユズルの手をがしっとつかんだ。

「な、なにっ!?」

「ユズルくんさー、ネイルとかしない？」

「ね……ねいる？」

「だって、ユズルくん、めちゃめちゃかわいい手してんじゃん。付つけ爪づめとかも似合いそう」

　女の子は、楽しそうに言う。

　ちゃかし半分、本気半分で。

　けれど、ユズルは、真ま面じ目めに受け取って、

「い、いいよ。僕、似合わないよっ」

　と耳まで真まっ赤かで、真面目に返してしまう。

　その直後、「なにマジんなってんだよ」とヤストに突っこまれ、あー、からかわれてたのか。と気づいた。

　にしても、女の子に『かわいい手』なんて言われるのって。

　ホントなら、僕が女の子に言わなきゃなのに。

　いや、言わないけどさ……。言えないってゆうか……

　でも、どうなんだろ。

　そんな風に逆に言われちゃうの。

　よくは……ないよね。

　むしろ、ダメだよね。

　男として。

　あーあー、いいなー。

　ヤストは、男っぽくて。

　かっこいいしさ。

　ナンパだけど。

　でも、僕みたく女っぽいのよりは、何十倍もいいよね。

　うーん。

　ヤストって、なんでこんな僕と友達でいてくれるんだろ？

　へんなのー。

　目の前の男の子は、女の子に人気があって、明るくて、やさしいイイやつだ。

　それに比べて、自分は……。

　ふとしたときに、思い出したように、ユズルは、自分とヤストを比べてしまう。

　最後は、結局、

　まあいいや。

　友達は友達だもんね。

　僕もヤストといて、楽しいし。

　と──

　シャーペンを握ったままヤストの顔をまじまじと見つめていると、気絶するほど悩ましげな熱ねつ視し線せんに気づいたヤストが、顔を上げた。

「ん？　どした？」

「う、ううん。なんでもないよっ」

　ユズルは、ごまかすように首を大きく振った。

　しばらく切ってないせいで、伸びた黒髪がぱたぱたと跳ねる。

　ついでに、銀縁眼鏡メガネも視界がぼやけるくらいズレる。

「その本、おもしろいの？　さっきからずっと読んでるけど」

　ユズルは話をそらすため、ヤストの手の中の本に目を向けた。メガネはズレたままだ。

「ああ、これな、けっこー。おもしろいぞ。小こ難むずかしくなくてさ、簡かん単たんな言葉でかみ砕いて恐きよう竜りゆうのこととか説明してあんだよ」

　言ってヤストは、読んでいたページを開いてユズルの方に向けた。

『首長竜は恐竜じゃない!?』

　と、目を引くタイトルが、大きくページの最初に書かれてある。ヤストが言った通り、難しい言葉は見あたらなかった。タイトルの内容が、かわいい恐竜のイラストなどで説明がされている。

「へぇー」

　ぱっとみただけで、首長竜が、ある時期をさかいにして、恐竜とはべつべつになった種類の生き物だと判わかった。

「恐竜と首長竜って違うんだねー」

　思わず書いてある内容を反復してしまう。

「なー、これ、俺おれも意外だった」

　ヤストも何な故ぜか得意そうにうなずく。

　そういえば、浜辺にあるモニュメントは、首長竜のカタチをしていたし、ユズルが頭に映像として思い描いていたのも、首長竜だった。

「あれ？　じゃあ、先せん輩ぱいの捜してる化石って、恐竜の化石じゃなくて、首長竜の化石ってこと？」

　ふとユズルは気がついた。

「あー、じゃあ、そうなんじゃねぇ？」

　ヤストは簡単に言う。

「そっかそっかー」

　とユズルも簡かん単たんに返す。

　どっちでもよかった。

　それでどうなるモノでもないし。

　先せん輩ぱいが、あの海で捜していること。

　そのほうが重要な気がした。

　むしろ、ミツミがそこにいることのほうが。

　ま、でも、知ち識しきとしては知っておこう。

「ヤスト、それ見せてっ」

　なんだか、こっちの本のほうが楽しそう。

「ヤダッ」

　としかし、ヤストは本を自分の手もとに引き戻してしまった。

「いーじゃんかー」

　だだをこねるが、

「そっちの本でいいだろーがっ。おまえ頭いいんだしよっ」

　そう言って、ヤストに指でユズルはおでこを突かれた。

「はわっ」

　半身を机の上に乗り出していたユズルは反動で、ぽてっと椅い子すでバウンドした。

「いいじゃん。見せてよー」

「いやだっ、つってんだろーが」

「見せてー」

「しつこいぞ？」

「じゃあ、ちょっとだけ、ちょっと」

「俺おれが読んでからな」

「えー、ケチー。せこいよー」

「誰だれがだ！　誰がせこいんだよ！　もともとはおまえが読まなかったから、俺が読んでんだろうが」

「えー？　そうだっけー？」

「とぼけんなっつーの」

　言いながらヤストが、ユズルのほっぺをむにーっと引っ張った。

「ふがががががが」

　やわらかく伸びるほっぺ。

「ほら、あやまれ。もう、わがままいいません。って」

「ふがふがふがふがふー」

「なにいってんのか、判わかんねーぞ？」

「ふがふがふ……って！」

　ヤストの手をほっぺから引きはがした。

　つままれてたところが、ちょっとひりひり。

「ほっぺたつかまれちゃってるから、ちゃんとしゃべれるワケないでしょっ！」

　そう、ユズルが言ったとき、




　──ゴホンッ。




　わざとらしい大きな咳せき払ばらいが鳴った。

　となりの机に向かっていたひとと視し線せんがすれ違う。

　そして、ユズルは我われに返った。

　周囲の視線が、痛い痛い痛い……。

　ふたりがじゃれついている間、声が徐々に大きくなっていったようで。周りに座っていたひとたちが、とても迷惑そうに、白い視線を送ってきていた。

「……すみません……」

　もともとちいさい身体からだをよけいちいさくして、ユズルは、ぺこり、頭こうべを垂れた。







　図と書しよ館かんからの帰り、ちょうど雨の切れ間だった。

　夕焼けに近くなる空に、灰はい色いろの雲がちぎれながら飛んでいく。

　風もひんやり冷たかった。

　ヤストの漕こぐ自転車のうしろに乗って、彼の大きな背中につかまりながら、ユズルはビデオカメラを廻まわす。

　ユズルの撮さつ影えいのために、ヤストはあちこちを巡ってくれていた。

「なあ、ユズル」

「んー？」

　ディスプレイ越しに空を眺めながら、ユズルはあいづちを打つ。

「あの図書館てさー。前の前か、その前とか、だいぶ前の市長がおっ建てたんじゃなかったか？」

　風を切って自転車が進む音に混じって、ヤストの声はユズルの耳に届く。

「そうだっけー？」

　意い識しきがディスプレイの向こうっかわにあって、返事がそぞろになってしまう。

「………………」

　それが判わかったのか、ヤストがわざと急ブレーキをかけた。

「──ッ!?　っと！　や、ヤスト！　危ないじゃん、カメラ落っことしそうになっちゃったよ。借り物なんだよ、コレ？」

「てか、俺おれんちのだろーが」

　意地悪く振り返りヤストが言う。

「そ……そうだった。でも、なに？　急に止めたりしてさ」

　そう言うと、ヤストはまた正面に向き直って、ペダルを漕こぎはじめた。

　ゆっくりと。

　ザリッ、とでこぼこのタイヤがアスファルトの砂を咬かんでまた廻まわり出す。

「思い出したんだよ」

「なにを？」

「図と書しよ館かんのこと」

「図書館の？」

「そっ」

「なに、なにっ？」

　カメラをヤストに向ける。

　軽くウェーブした赤あか茶ちや色いろの髪の毛が風に踊る。

「図書館建ったのって、あのへんの海岸一帯のさ、再開発プロジェクトがはじまったころだろ、たしか」

「そうなの？　僕、ちいさかったからあんまり覚えてない、かも」

「今でも十分、ちっさいけどなっ、ぐえ……」

　気にしていることを言われ、ユズルは間かん髪はつ入いれずにヤストのパーカーのフードを引っ張ってやった。襟えりもとが喉のどに食いこんで、ヤストが悲鳴を上げた。

「わ……っ、悪かったよ！」

「で？　ちいさい僕が今よりもっとずっとミニでミクロにちいさかったころ、どうしたの？」

「そこまでゆってねーだろーが。ったく、すぐスネんのな」

「誰だれのせいだよ」

「へいへい、俺が悪かったっていってんじゃん。んでな、その開発プロジェクトって、実は今も地味に続いてんだよ、これが」

「へ？　そうなの？」

　初耳だ。

　てっきり──

「化石の件で、失なくなったって思ってたろ？」

　ズバリだ。

　ユズルは、まさにそう思っていた。

　ミツミに出で逢あわなければ、化石発掘のプロジェクトがあったことも、それが海岸の再開発プロジェクトだったことも、全部、忘れたまんま一生、思い出すこともなかったかもだ。

「何十年か前にはじまったそのプロジェクトの発ほつ起き人にんって、誰だれか知ってるか？」

　ヤストが訊たずねてくる。

　なにやら意味ありげな口く調ちようだった。

　だけど、はずかしながらユズルには見当もつかなかった。

　彼女に関係することだったのに。

「──水者なぎさミツミのじーさんだよ」

　ヤストから出たその名前に、ユズルはハッとなった。

　そうだった。

　先せん輩ぱいは、政治一家の娘だった。

　父は現市長で、件くだんの祖父は、元知事で元市長で元町長だったひとだ。

「ま、俺おれもちょっとはっきりしたことはいえないけどな。たしか、そんなんだったはず」

「くわしいんだね。ヤスト」

「まあな、一応な。俺の父親がさ、けっこーそういう政治的なところに顔もきくからさ。俺も話だけは聞いてるカンジかな」

　ぐい、と少し自転車が加速する。

　ヤストがペダルを大きく踏みこむ。

　空がさっきよりも夕焼けに近づいていた。

　ユズルは、またヤストのパーカーのフードをぎゅっとつかんだ。

　今度は、喉のどに食いこませないようにして。

「太陽沈むの、遅くなったね」

「そりゃあな、春だもんな」

　何気なく独り言のようにつぶやくと、ヤストが返事をしてくれた。

　斜陽と、通り道。

　ほんのりと、オレンジ色。

「あ……」

　既視感。

　とは、少し違うけれど、ディスプレイに頭の中の映像が直接映りこむような錯さつ覚かく。

　今日きようとは違うもっと暑い日の太陽。

　でもおなじような夕暮れどき。

「昔さ、この道通ったことあるんだ」

「そりゃ、あるだろ？　この町に住んでて、あの図と書しよ館かんに行ったことあるんだったら」

　ヤストの口ぶりは、

『また出たよ。天然発言』

　という風だった。

「じゃなくてっ」

　ユズルはすぐに言い直した。

「そのとき、歩いてた。ひとりだったんだ、僕。夏休みなのにさ、ひとりで歩いてたんだ」

　景け色しきが変わっていく。

　意い識しきの中、フラッシュバック現象。

「うちにいるとさ、母かあさんが、『外に遊びに行ってきなさい』って言うの。僕、いつもうちの中にいて、本読んだり勉強したりそんなことばっかりしてたから」

「普通逆だけどな。勉強しろって言われるよ」

　ははは、とヤストが笑う。

　自分のことを思い出すかのように。

　思い出は頭の中で、ぐるぐる廻まわって、今日きように巡ってくる。

「うん。勉強よりもたくましく育ってほしかったみたい。母さんさ、子供のころ病気がちだったらしいんだ。だからだと思う」

　ヤストは、ユズルの母親と面識がある。ユズルのうちに遊びに行って、すぐにうち解けてしまった。

　印象は、とてもやわらかくて、あったかみのある女ひ性と。

　美人なんだけど、ぽわんとしていて、抜けていて、ユズルはこのひとの血を色いろ濃こく受け継いでるんだ、と確かく認にんできておもしろくもあった。

　顔もそっくりだし。

　父親にも逢あったことがあるが、やはり、おだやかな雰囲気のひとだ。

　ユズルが、こんなにも素直で真まっ直すぐな性格に育った理由がよく判わかる。

　あったかい家庭。

　ヤストは、自分の家庭と比べて、ちょっとうらやましくなった。

　父親は忙しく、じっくりと話せる機き会かいはない。話ができたとしても、会社のことや父親自身のことばかり。息むす子こにしっかりしてほしいという気持ちも理解できるし、育ててもらってる恩も感じている。

　けど、ユズルや彼の家族を見ていると、もし、この家庭に生まれてきていたら、何かが違ったんだろうなー、と思った。

　自分も弟も。

　まあ、ヤストの家も、ユズルからすればうらやましい限りだ。

　父親が社長で、会社もうまくいっている。

　いい暮らしもできてる。

　特に不満もない。

　ただ、ヤストは思ってみただけ。考えてみただけ。

　他人の家の庭はなんとやら。

　ユズルはユズルで、ヤストはヤストだ。

　じゃなかったら、ふたりは仲良くなれてなかったかもしれない。

　そう考えると、これでよかったんだと思える。

　ひねくれてる自分を再さい認にん識しき。

　何ど処こまでも素直で真まっ直すぐな親友ユズルに、あやまりたくなった。

　けれど、ユズルは、ため息のように言った。

　ヤストが今さっき思ったことをユズルも。

「僕、ひねくれてた子供だったんだ」

　それを聞いたヤストが思わず、ぷっ、と噴ふき出しそうになった。

「ユズルがっ？　ひねくれてるって？　俺おれ、おまえくらい素直でピュアピュアなヤツ見たことねぇよ」

「でもさ。僕、〝雨〟が好きだったんだよ？」

　としかし、ユズルはこぼす。

　この道を、ひとりで歩いていたとき。

　ずっと考えていたこと。

　この道を、ふたり乗りで思い出した。

「夏休みでも、遊びに行っても、僕、仲のいい友達っていなかったから。ひとりなんだもん。母かあさんに遊びに行っておいで、って言われるのがすごく嫌いやで。毎日、雨が降ればいいのに、って思ってた」

「そっか。けど、夏真っ盛りだとなー。雨──」

「ぜんぜん、降らないんだよ」

　少しユズルの声が明るくなる。

　思い出はもうやさしくなっていた。

「だから、よくあの図と書しよ館かんに行ってた。宿題やったり勉強したり本を読んだり」

「おかげで、うちの学校に入れたじゃん。名門だぜ？　俺みたいのもいるけどなっ」

「あははっ、そうだねっ」

　ずっと声は軽くなった。

「けど、勉強ばっかりじゃなかったよ。マンガも読んだりして…………って──
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　キキィィィィィ、と驚おどろいたヤストが急ブレーキで、自転車を停止させた。

「なっ、なんだよ！　いきなり大声だして!?」

　急停車の反動でヤストに身体からだを預け、抱きつくようにしていたユズルの顔が真横にある。

　すると、それがびくんと跳ね起きる。

「うぉっ！　なんだよッ!?」

　またもヤストは驚かされた。

「思い出した！　僕、思い出したよ、ヤスト！」

　言いながら、テンションが上昇中らしくユズルは、ヤストの背中をばしばしと叩たたく。

「イテッ！　イテェから！　なんだ、なにを思い出した!?」

「あのおじーちゃん！　そうだったんだ！」

「じーさん？　誰だれ？」

「あのね、僕ねっ、行ったんだよ、あの図と書しよ館かんにさ！」

「知ってるって、さっきからその話じゃん」

「だからさ！　いつも図書館に行ってたから、宿題もしばらくしたら終わっちゃって……」

「真ま面じ目めっこだなー。夏休みの宿題は、夏休みが終わってからやるもんだ」

「それはヤストでしょ！　って、もうっ、思い出したこと忘れちゃうじゃん」

「はいはい。んで？」

「うんっ。でね、でねっ、宿題が終わったから、することなくて、その日はじめてマンガを読んでたんだよ、そしたら……」

「たら？」

　暑い日の、でも、クーラーの効いた図書館。

　何気なく手に取ったマンガの本。

　すると、誰かが声をかけてきた。

　すごく大人おとなの声だった。

「宿題はやらなくていいのかい？」

　顔を上げると、そこに品のいい老人が立っていた。

　こちらを見て、にこにこと微笑ほほえんでいる。

　大きな黒縁眼鏡メガネの奥の目がやさしい。

　しかし、目を合わせずに、きょろきょろとあたりを見渡した。

　なんで、僕なんだろう？

　ほかにもたくさん子供がいるのに。

　老人は、ゆっくりと腰を落とし、目め線せんを合わせてきた。

　警けい戒かいしているのが判わかったんだろう。

「宿題は終わった？」

　もう一度、老人が訊きいてきた。

「……はいっ」

　こくん、とちいさくうなずく。

　すると、老人がやさしく微笑ほほえんで頭を撫なでてくれた。

「……あっ……」

　おっきな手。しわしわ。

　あったかい手。ごつごつ。

「えらいなぁ、君は」

「……あ…ありがとう……ございます」

　うつむいてしまった。

　ほめられるなんて思ってなかった。

　顔が赤くなっていくのが、自分でも判った。

　すると、老人がほめたのには、理由があったようだ。

「私は、まだまだだからなぁ」

　ぼんやりと老人はつぶやいた。

「え？　まだまだって。おじいさんにも、宿題があるんですか……？」

　訊たずねると、老人は、少し気はずかしそうに頰ほおをかく。

「そうなんだよ。まだ、たくさん残っていてね。それに比べて、君はとても優ゆう秀しゆうだねぇ、私とはぜんぜん違うなぁ」

　感心して、うなずく。何度も。

　宿題？

　おじいさんの、宿題？

　って、なんだろう。

　結局、老人は答えてくれなかった。

「そうだ──」

　老人が思いついた。

　話が変わる。

「私にも君くらいの小学生の孫がいるんだ。女の子で、おとなしくって、いや、少しおとなしすぎるなぁ」

　何を言っているんだろう。と思った。

　老人は続ける。

「あまり外にも出歩かないし、友達も少ないんだろうな。あんなにやさしくていい子なのに……。ああ、そうだ」

　老人は、手のひらをぽん、と打つ。

「もし、君が私の孫と逢あうことがあったら、友達になってやってくれないか？」

　え？

　友達？

　僕に？

　友達……？

　いいのかな……。

「……え、あの……、わ……わかりました」

　としかし、よく判わからずにうなずいた。

　自分に友達ができたらいいな。

　そう思ったのかもしれないし。

　老人の孫だという子に、親近感を覚えたのかも。

「そうかそうか。ありがとう。仲良くしてあげてくれるとうれしいよ。あの子の力になってあげてほしい。困っているときは助けてやってほしいんだ。やはり、私じゃ、友達とはちょっと違うから」

　そして、老人は最後に教えてくれた。

「そうそう。孫の名前は──」

　思い出せなかった。

　景け色しきが今に戻っていく。

　頭の中から、瞳ひとみに映る風景へ。

「でも、そのあと、すぐそのおじーさんのことを、テレビで見たんだ。忘れてた」

「あ、マジで？　有名人だったワケ？」

　ヤストが訊きく。

「この町だと、けっこー」

「へー。で、誰だれだよ」

「たぶん、元市長さんで元知事さんだったひと」

「はー？　じゃあ、それって」

「うん、きっと」

　老人が口にした名前、思い出せなくてもいいんだ。

　ちゃんと逢ったから。

　彼女に──

　長い黒髪で、黒縁眼鏡メガネをしているけど、本当はとっても美人で。

　学校のみんなが言うみたいなひとじゃない。




　いつの間にか走り出していた自転車。

　ペダルを漕こぐヤストの肩に手をやって。

　あのころ。

　雨が好きだった。

　友達がいない僕。

　でも、今日きよう、朝起きたとき、雨が嫌いやだった。

　今、こうして、ヤストの背中を見ていると、雨があがってよかったな。って思うんだ。

　ほんとうに。

　あのころの僕、なんにも変わってない。

　ちびで、花きや車しやで、女顔で、眼鏡メガネで。

　でも、雨があがってよかった。

　ほんとうに。




　いつもとは違う道を通り抜ける。

　遠とお廻まわりしてくれてるペダル。

　斜陽とあちこちに散らばった雨粒のせいで、きらめく世界を進んでいるような感覚。

　嗅きゆう覚かく。

　何ど処こからか、カレーの香り。

　ああ、なんだか、お腹なかがすいた。

　直角。

　みたいなカーブ。

　昇る坂道。

　ふたり乗りの自転車。

　雨あがりのくもり空。

　さわやかじゃなくて、冷たくって、ちょっと切ない。

　下る坂道。

　廻るビデオカメラ。

　開いたディスプレイの中を、いろんな色がすり抜けてく。

　いつもは気にもとめない光も鮮あざやかに、瞳ひとみの奥を撃うち抜いてく。

　きらめく世界。

　うみねこが飛んでった。

　風景。へんてこりんな浜辺。

　彼女の顔が浮かんだ。

　笑ってた。

　想像だけど。

　本当は、やっぱり困ったようなあの表情。

　今、なにしてるのかな？

　空気冷々。よどんでる風。

　でも、きらめく世界。

　走り抜けてく、ふたり乗り。

　逢あいたいなー。

　笑え顔がおに。




　キミの家まで九キロメートル。




　　　　♪




　撮さつ影えい五日目。

　空模様。ご機き嫌げんはいかが？

　雨はやめてね。

　今日きようは、早めに家を出てヤストと合流すると、昨日きのう撮とったみたく、町の風景を撮影することに。

　ふたり乗りのペダルをずっと漕こがせているヤストには申もうし訳わけなかったが、

「じゃあ、おまえが俺おれを乗せて走れる？」

「うぅ…………、ムリ……。ごめん」

　ヤストを乗せて街中を走り廻まわるどころか、ユズルにはちゃんと自転車を前に進められる自信すらなかった。

「ありがとう、ヤスト」

「いいって。それよか、落ちないようにつかまってろよ、おまえは──」

「あわわっ！」

「あぶなっかしいから……って言おうとしてる前に……おやくそくかよ、おまえは」

　ユズルは、自転車のうしろから落っこちそうになって、あわてて、ヤストにしがみついた。

　おかげでなんとか落下せずにすんだ。

「あー、どきどきしたー」

　としかし吞のん気きにユズルは深呼吸する。

「なー。俺もどきどきだよー。おまえに抱きつかれてー。そんな俺のこと好きかー。俺もだー」

　まるで棒読みの科白せりふ。なのに、ユズルは顔を真まっ赤かにして、上体を跳ね起こした。

「ば、ば、ば、ば、ば、バカ言わないでよっ！　……って！　あわわわわわっ!?」




　どしーんっ。




　不安定な自転車のうしろでそんな風にさわいだら、そりゃステップから転げ落ちる。

　とっさにカメラを守ろうとお腹なかのところで抱えたので、手をつくことができず、おしりから。

「うーん。からかいがいのあるやつだなー。しっかし……何度やってもあきない……。すっげーな、ユズル。だから、好きなんだけど」

「な、なにいってんのっ!?　バカじゃないの、ほんとにさぁ……、いたたた……」

　からかわれたことより今は、落ちたときにアスファルトに打ちつけたおしりのほうが痛かった。







　浜辺に到着。

　自転車から落ちないようにちゃんとつかまってたから、大丈夫……。

　風が強いのか、あの骨みたいな羽根を持った風車がぐるぐる廻まわっていた。

　空のご機き嫌げんをうかがう。

　青と灰はい色いろが混じった色をしていた。

　降らないでほしいな。

　降らせないで。

　キョロキョロしてみる。

　ひとの姿があまりない。それに、

「……まだ……きてないのかな……？」

　ミツミの姿もなかった。

　お昼前にはいつもいるのに……。

「どうしたんだろ……」

　カメラのセッティングをしていても、気はそぞろで、

「おい、ユズル。だからそれ、逆だって。逆廻しな」

　とか、ヤストにいつまでたっても固定できない固定器具の間違いを指摘される。

「あ、ごめんっ」

「俺おれに謝あやまってどうすんだよ。おまえのことだろうが」

「あ、そっか……。ごめん」

「だーかーらー……、ハァー……。ったく」

　これで、めちゃくちゃミツミのことを気にしていることに気がついてないあたりが、ユズルのすごいところだ。

　気になってしょうがないくせに。

「おまえのその気持ちは、何モノだ!?」

　てゆうことも言ってしまいたくなる。

　恋は盲もう目もくというけれど、自分自身も見失ってどうするんだろうか。

　果たして、これでうまくいくのかどうか。

「やれやれだ……まったく……」

　ぽそり、つぶやくヤスト。

　そんなときだった。

「……あっ」

　ユズルの声が、一オクターブ高くなったように、華はなやぐ。

　見れば、向こうに見知った姿があった。

　ミツミがとぼとぼとこっちに向かって歩いてきていた。

　いつもとかわらず、何ど処こか所在なさげで。

　だけど、

「んー？」

　すぐにヤストは違和感に気づいた。

　なんか、もこもこしてないか？

　たしかにミツミは、ふりふりやらふわふわした服を着ていたが、ちゃんと体型にあった割とスリムなやつを選んでいた。

　が、今日きようは、なんだか厚着をしているみたいだった。

「寒いのか？　こんなにあったかいのに？」

　まあ、海に入れば寒いだろうけど……今までだって……べつに……。

　ヤストのその違和感は、ミツミが近づいてくるにつれて、徐々にはっきりとしていった。

　それには、心の盲目状態とはいえ、ユズルさえも気がついた。

　なんか……ふらふらしている。

　ふりふりでも、ふわふわでもなく、

　ふらふらだ。

　おぼつかない足取り。

　ユズルもそうだけど、ミツミも見ていて危なっかしいところがある。

　ぽけぽけしてて。

　が、今日は、その比じゃない。

　立っているのもやっとなくらい……、

「あぶな……っ！」

　ミツミが砂浜に足を取られて、体勢を崩しそうになる。

　ユズルは、とっさに駆け出そうとして、

「──あうっ！」

　こけた。

「ったく！　面めん倒どうがかけ算になってんじゃねーか！」

　やれやれとヤストはユズルを抱き起こすと、そのまま引きずるようにして、数メートル先で座りこんでしまったミツミのもとへ歩いていく。

　ユズルが、ヤストに抱っこされたままで呼びかける。

「先せん輩ぱい、だいじょうぶですかっ!?」

　いったい誰だれを心配していいのか、よく判わからないシュールな絵え面づら。そんなのが離はなれた場所に設置されたビデオカメラに納められていく。

「先輩？　って、いつまでつかまってんだろ、僕っ！」

　ヤストに抱っこされたままだとミツミに近づけないことをようやくユズルは理解した。

　ぱたぱたと身をよじらせると、「口で言え」とヤストが降ろしてくれた。

　ミツミの異常な様よう子すにユズルはかなり動どう揺ようしていた。

「先輩っ、先輩っ」

　駆け寄って、うずくまるようにしゃがみこんでミツミの顔をのぞく。

　が、長い黒髪が邪じや魔まで、あのおっきな黒縁眼鏡メガネすら確かく認にんできなかった。

　すると、

「髪が汚くなんぞ」

　と、あっさりヤストがミツミの髪を丁てい寧ねいにまとめ、持ち上げた。

「先輩……っ!?」

　ようやく今日きようはじめてみたミツミの顔は、紅こう潮ちようしてその熱ねつで、メガネがくもってしまいそうなほどだった。

　肩が大きく上下している。

　呼吸するのも苦しそうだ。

「せ、先輩っ！」

　あたふたして、頭がパニック状態で、ユズルは、何をどうしたらいいのやら、判わからなかった。

　ただ、ミツミに呼びかけるだけで。

　と、またあっさり、

「ひっでー熱だぞ、おい」

　そうユズルに言うヤストは、ミツミの額ひたいに手をやり、体温を測っていた。

「え、そうなの!?　どうしよ、どうしよ！　ヤスト、どうしよ！」
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　完全に、パニック。

　ユズルは、ぱたぱた手をはためかせる。

「わーった。わーったから、落ち着け！」

「う、うん！」

　とりあえず、ぱたぱたをやめてみる。

「…………………………ど、どうしよ！」

　あんまり意味はなかった。

「ったく、おまえが焦ってどうすんだよ」

「へ？」

「いいから！　ユズル、先せん輩ぱいの身体からだささえてやれ。しっかりな！」

「う、う、うん！」

　言われて、ユズルはヤストが手を離はなそうとするミツミの身体を抱えるようにしてささえた。

　……すごく熱あつい。

　重ねられた服がじわりと汗ばんでいた。

　しかし、彼女は寒気がするのか小刻みに震ふるえている。

「つーか、なんでこんな体たい調ちようでのこのこ出てくんだよ」

　そう言いながら、ヤストは携帯を取り出すと、電話帳検索から何ど処こかへ連絡を取ろうとする。

　ヤストの言いかたは、不器用で冷たくも聞こえたが、ユズルもどうしてだろうと思った。

　なんで、こんなフラフラの状態にもかかわらず、海までやってきたのか。

「とりあえず、車呼ぶから」

「え、僕、お金あんまり持ってきてないよ!?」

「バーカ。金ならある。社長の息子ボンボンなめんなよ。てか、タクシーじゃねーし……」

　こんな場面で、ひどく吞のん気きで間の抜けた会話に聞こえるが、ユズルは真剣だ。

　ユズルなりに緊きん張ちようしてテンパっている。

　しかし、

「…………いいですから……。もう……時間が……ないん…です……」

　ミツミが無む理り矢や理り身体からだを起こし、立ち上がろうとする。が、体勢を保つことができず、

「わーっ、先せん輩ぱいっ！　って──ぎゃふっ！」

　ささえようといっしょに立ち上がったユズルにもたれかかると、そのまま砂浜にユズルもろとも倒れこんでしまった。

「わっ、バッカ、ユズル！　しっかりささえてろ、っつったろーが！　──あ、もしもし!?」

　ユズルに注意をうながしているときに、相手に電話がつながってしまったらしい。あわてて、応答する。

「あ、俺おれ俺。うん。でさ……」

　ヤストが『俺俺』なんていうものだから、ずいぶん昔に流は行やったなんとかサギを思い出してしまった。

　思わず、わっ、やってそう。とかうなってしまう。ヒドイ。

　が、そんな場合じゃない。

　ユズルは自分で把握してないが、こんなときにも意い識しきがあっちこっちにいってしまうクセが出ていた。

　話がよくそれて、あっちこっちにいってしまうのもそのせいだ。

　が、何度もいうが、それどころじゃない。

「先輩っ、動いちゃだめですよぉ」

　と言いつつ、ユズルは身体を起こそうとしたが、ミツミが身体をあずけ倒れこんできているので、まったく起きれそうにない。

　できることといったら、全身力が入らないミツミがあずけてくる身体をつらくないよう、マットレスの代わりになるくらいだった。

　でも、ぜんぜん重くない。

　先輩、ってこんなに軽いんだ。

　僕よりも花きや車しやだし……、力を入れたら折れちゃいそう。

　こんなに苦しそう……。

　僕が……、ちゃんと……、

「……だい……じょうぶ…です……から」

　熱ねつにうなされながら、ミツミはそれでもそんな風に言う。

「大丈夫じゃ……っ！　ぜんぜんなさそうです……よ!?」

　怒ど鳴なろうとして、相手がミツミで熱があるのを思い出す。イキオイは尻しりすぼんだ。

　あー、もう！

　僕って、ダメなやつ。

　ほんと、ダメなやつ。

　なんの〝力〟にもなれないや。

　ヤストは、ああやってちゃんと落ち着いてるのに……。

「──今、出れる？　あ、マジで？　じゃあさ、大至急、浜まできてくんない？　いや、違うって。そこじゃなくて、あのさ、ほら、風車とか、変なモニュメントがあったりさ、そうそう！　そこね！　うん、大至急。チョーいそいで。よろしく！」

　言って、ヤストは電話を切った。

「今、迎えがくるから」

　倒れこんでいるユズルの顔をのぞきこむ。

「え？　タクシー？　あ！　ぼ、僕、そんなにお金持ってきてないんだけど……っ!?」

　すっとぼけたことを気にするユズルに、ヤストがやれやれと頭を抱えた。

「だから、金なら俺おれが持ってるっつの！　てか、タクシーじゃねーし。二回目だぞ？　ったく。呼んだの、うちの人間だよ」

「ヤストんちのひと？」

「そ。お手て伝つだいさんだけどな」

「お手伝いさんて、あの『おマツさん』ってゆう……」

　そう言いかけたところで、抱きしめた腕の中で、ミツミの身体からだが動こうとするのを感じた。

「……──もう………時間が……ない…………」

　そして、また、言った。

　もう時間がない？

　それって……。

　どうゆう？

「先せん輩ぱい……どうして、そんな……」

　今日きようも海にきたってことは、化石捜し？

　それは、先輩にとってどれほどのことなんですか？

　時間がないって？

　どういうことなんですか？

　そんなにつらそうにしてるのに。

　ぐったりと身体からだには力が入らず、おおきな呼吸をする。

　なのに、ミツミは、『大丈夫』『時間がない』をまだ繰くり返す。

　でも…………、

「──大丈夫なワケないでしょ！」

　ユズルは大きな声を出していた。

「あ、あれ？　え、えーと……」

　自分でもびっくりしてしまった。

「こんなに熱ねつがあるし、ちゃんと歩くことさえできないのに、そんなこと言わないでください！　時間がないなら、先せん輩ぱいの分、僕がやりますから！　化石捜し、僕がやります！」

　言った。

　言った……けど、

「ユズル……悪いけど、あんま聞こえてないみたいだぞ……？」

「えっ？」

　ミツミは、あいかわらず、腕の中でぐったりとしながら、でも、まだ力の入らない身体をどうにか動かそうとしていた。

　うん。聞こえてなかったや。

「しまんねーなー、ユズル……。寝っ転がってるし……」

「い、いいよ！　僕のことより、先輩を……っ」

　結局、なんにもできなかった。

　ただ、熱あつくなった彼女の身体をささえることくらいしか。

　それもまともにできてないけど……。




　そんななか、遠くから、




　ぶろろろろろろろろろろろ……っ！




　と、派は手でな車のエンジン音が聞こえてきた。

　自由にならない身体を、首だけをなんとか動かし、音のほうにユズルは目を向ける。

「な、なにあれ……？」

　猛スピードで、図体のデカイＲＶ車が進入禁止の看板を無視して砂浜に突っこんでくる。

　確かく実じつに、こっちに向かってくる。

「このままじゃ、ひかれるんですけどっ!?」

　身動きのとれないユズルは、せめてミツミはとぎゅっと腕に力をこめた。

　しかし、ＲＶ車は、ユズルたちの寸前で砂煙を上げて停車した。

「ごほごほっ！　すぐにとは言ったけど、こんなとこまでこなくていいよ！」

　ヤストは、砂煙を手で払いながら、ＲＶ車に近づいていく。

「──お坊ぼつちゃんっ」

　がちゃっ、とＲＶ車の運転席のドアが開いて、とびきり元気な声が鳴った。

「おマツさん、手て伝つだって」

　砂煙の向こうにヤストが言う。

　ＲＶ車から降りてきたのは、メイド服を着た──おばちゃんだった。

　知ってるひとだった。

　暴ぼう走そうしてるのかと一いつ瞬しゆん思ったＲＶ車のドライバーが見知った顔だったことに、ユズルは、少しほっとした。

　それは、通称『おマツさん』。ヤストのうちのお手伝いさん。

　元気で豪快なひとだ。

　わざわざメイド服を着てても、近所のおばちゃんて感じのおマツさんだけど、このひとの作るパスタ料理はめちゃくちゃおいしい。

　あんなおいしいパスタ料理は、専門店でも食べたことがないくらいだった。

　──が！

　再三いうけど、それよりも今は！

「よし、ユズル！　車に乗せるぞ！」

　ヤストが言った。

「うん！」

　うなずいた。

　でも、ミツミを抱きとめたままだったので、どうにも身動きはとれなかった。




　　　　♪




　車は走る。

　車内。開けられた窓から、ものすごい勢いで風が流れこんでくる。

　後部座席で、ユズルはしっかりとミツミの身体を抱きしめていた。

　先せん輩ぱい、震ふるえてる。

　しっかりしなきゃ、しっかりしなきゃ。

　僕がちゃんと……。

　できてないけど。

　時間がないって、どういうことなんだろう？

　化石捜しに？

　それとも、他ほかになにか？

　判わかんないや……。

　そんなの、あたりまえだよね。

　だって、僕、ぜんぜん先輩のこと知らないもん。

　先輩のなんにも知らない。

　どうして、化石捜ししてるのかも。

　教えてください。って言えばよかったのかな？

　でも全部、もう遅いのかな……。

「なあ、ユズル」

　ミツミを抱きしめたまま、うなだれるユズルの隣となりに座るヤストが声をかける。

「おまえさ、どうせ、憶おぼえてねーだろーけどさ」

「……ん？」

「中一の体育祭だよ」

「中一？　……てゆーか。なにいってんのっ？　こんなときに」

「いーから、とりあえず、聞けって」

　ヤストは、ユズルの言葉を制して、つづける。

「俺おれとおまえな、クラス替がえの前に一回逢あってんだよ、そんときな」

「え!?」

　ちょっと。初耳だ、そんなの。

　ヤストと仲良くなる前に、逢ってたってことだよね？

　でも、そのとき、まだユズルとヤストはべつべつのクラスだった。

　記き憶おくを探る。

　さかのぼっていく。

　ダメだ。

　ぼんやりしちゃってる。

　少し前のことなのに、思い出せないよ……。

「一年のとき、たまたまさ、体育祭のときに、ひとりで歩いてて。つーか、サボってたんだけど。したら、目の前で──すってんころりん！　って、したやつがいて……」

「へえ……」

「へえ、じゃねーよ」

「へっ？」

「だから、それがおまえだっつーの」

「ぼ、僕っ？」

　お……思い出せない……。

　そんなこと、あったっけなー……。

　あったけなぁ[image: ][image: ]……？

「あったの！」

　としかし、ヤストは断言する。

「おまえさ、救きゆう護ごの係やってたろ」

「ああ……」

　それは憶おぼえてる。

「やってたやってた」

「だろ？　そんときもさ、誰だれかがケガしたかなんかで、応急処置の道具持って、走り廻まわってた」

　たしかに。

　そんな風だった。

　一年生で、はじめての体育祭で、しかもほかの救護係のひとたち、一年生も二年生も三年生もどっかに行ってしまって、ひとりでいろいろと大変だった。

　……ってゆうのをなんとなく、ぼんやりと思い出してきた。

　あとで判わかったが、他ほかのひとたちは、みんなでサボってたらしい。担当の先生に怒られてたっけ。みんなでサボったら、そりゃバレるよねー。

「あ、そうだ！　僕もあのとき、『キミもキミで、みんなをサボらせちゃだめでしょ！』とか言われて怒られたんだった！」

　うーん。今さら思う。

　僕は押しつけられただけだったのに……。

　何で怒られたのか。

「なんの話だそれ？」

　ユズルの心の中の思い出のやりとりうんぬんは、ヤストにはもちろん伝わってない。

「で、まあ、そんなかんだでな。おまえもいろいろあったんだと思うけど。で、ずっこけたのな、おまえな。話戻すぞ？」

「あ、うん」

「こけたとき、ユズルさ、膝ひざすりむいて、ドクドク血ぃ流して……」

「そうだ……った。そんなことあったね。そのとき、いたんだ。ヤスト……」

「俺おれが『大丈夫』か。って訊きいたら。『大丈夫、ケガしてるひといるから。急いでるから』って。つーか、おまえもケガしてんじゃん！　とかツッコミたかったけど、できなかったんだよなー」

「なんで……？」

「ユズルがさ、真剣な顔してたの、と」

「と？」

「それと、おまえ、ひとの目みてなかったからだよ。おどおどして、顔も上げずに、下ばっか向いて。そのくせこけるし」

「あ……うん……そうかも……」

　思い出せた。

　いろいろと。

　ヤストと仲良くなる前、ユズルは仲良しと呼べるほどの友達もいなくて、自分はみんなから嫌われてるのかもと悩んだ時期。

　ひとの目を見るのが、なんだか怖くて、うつむいてばかりいた。

〝独り〟でいるほうがいい。

　そうやって、自分に言い聞かせて。

　今じゃ、考えられない……。

　あ、そうか。

　そうなんだ。

　だから、僕、忘れてたんだ。

　思い出したくなかったから。

　昔の自分のことあんまり好きじゃないし、思い出したくなかった。

　今は今で、悩みもあるけど。

　忘れたくなるほどじゃない。

「──けど、あんときのおまえ、がんばってた。他ひ人とのために走って、転んで、血ぃでてるのにな。それでも、ほかのやつのためを優ゆう先せんして……はははっ」

　思い出し笑い。

　ヤストは、にっこりと微笑ほほえんでいた。

「俺おれ、すげーなー、って思ったんだよ。他人のためになんでそんながんばれんだ？　バカじゃねーの？　なんて考えも浮かんできたけど、やっぱすげーなーって思った」

「ううん」

　が、ユズルはヤストの言葉を拒むように首を振った。

「僕、嫌われたくなかっただけだよ。仕事押しつけられてもさ。文句言わなかったのも言えなかったのも、相手のことを拒んで、嫌われたくなかっただけなんだ」

「バーカ。おまえの場合、相手を傷つけるくらいなら、自分が傷ついたほうがいいってカンジだろーが。それに俺のことは拒まなかったじゃん。おまえは、いい選択したんだよ。なんせ、俺だからなっ」

　言ってヤストは笑いながら、くしゃくしゃとユズルの頭を撫なでる。くすぐったくて、ちょっと気恥ずかしかった。

　でも、素直に言えた。

「……ありがとう」

「おう。でな──」

「え？　まだ、なんかあるの？」

　ほかにもなんか、はずかしいこと？

　が、ユズルの心配とは別の話だった。

　それは彼女のことだ。

「この先せん輩ぱい、あのときのおまえになんとなく似てんだよ」

　ユズルにとって意外な科白せりふ。

「誰だれとも目を合わせないし、すっげぇ寂さびしい目してるし。でも何かを必死になってがんばってる。そういうのってきっと、自分のためじゃなくて、誰かのためだろ？」

　ヤストは、本当に他ひ人とのことをよく見ている。

　生まれてからずっと、親の顔やオトナの顔をうかがいながら生活していた結果だけれど。

　他人の微妙な変化に敏感で、そのひと自身が気づいていないことにも真っ先に気づく。

　それが他人を気づかえる彼のやさしさにつながっているが、肝心なそのことにヤスト自身が気づけてない。

　でも、ユズルはちゃんと判わかっている。

　お互いがお互いを判ってる。

　だから、ふたりは親友になれた。

　だから、ヤストは自由な気持ちを持てた。

　ユズルは、本来持っていたやさしさやおだやかな部分を長所として、誰かに見てもらえるようになった。

　自然と、ユズルはミツミに惹ひかれていった。

　それは、やはり自然なこと。

　以前の自分。

　忘れようとした自分。

　ミツミにそれを見た。

　だから、力になりたいと思ったんだろう。

　彼女の何かになりたいと願ねがうんだろう。

「元市長で元知事のじーさんに言われたんだろ？　『彼女の力になってやってくれ』ってさ」

　ヤストは、ユズルが図と書しよ館かんであった老人の言葉を繰くり返した。

「……うん！」

　真まっ直すぐにうなずいた。

　こんな花きや車しやで弱い腕でも、何かできることがあるかもしれない。

　腕の中の彼女のために。




　車のスピードが落ちていく。

　目の前には、どでかい屋や敷しきが現れた。

　ヤストのうちほどではないにしろ……。

　ここが、水者なぎさミツミの家だった。

　そして、水者家の門をくぐって真っ先に、迎えに現れたのが、今、運転しているはずのおマツさんだったから、今日きよう一番のびっくりだった。

　でも、違った。

　それは、水者家のお手て伝つだいさんをやっている──おマツさんの妹で、おウメさんというひとだった。

　そっくりだった。

　やっぱり、メイド服だった。

　似合ってなかった。

　だって、近所のおばちゃんなんだもん。

「お、お嬢じよう様さま!?」

　ミツミのぐったりとした様よう子すに、一寸ちよつとおウメさんはあたふたしたけど、あとはしっかりやってくれた。

　ミツミを家の中に運んで、医者を呼んで。

　おウメさんの話では、ミツミは昨日きのう、あの雨の中に出かけていったようだ。

　昨日も今日も、いつの間にか家からいなくなっていて、おウメさんにも止めようがなかったらしい。

　彼女はきっと、あの海に。

　恐きよう竜りゆうの化石を捜すために、ずっと、雨に打たれた。

　その結果、あんなに熱ねつを出して……。

　おウメさんは、ミツミが何ど処こに何をしに行っているのか、知らなかった。

　だから、ユズルも言わないことにした。

　ミツミにはミツミの想おもいがある。

　その想いに少しでも力を貸すことができたらいいのに。




　けど、それはやってこなかった。




　それから、




　彼女には逢あっていない。




　やがて、春休みは終わる。




　あたらしい生活のはじまり。




　でも、僕が捜していたのは、




　あの春のつづきだったんだ。




　　　　♪




　もしも生まれ変われたなら、何がいいだろう。

　何になりたい？

　何になれる？

　何にもなれない？

　美しく死にたいなんて想わない。

　だから、もし生まれ変われるなら、




　そうだ。




　あの、うみねこのように、

　あの、うみの、

　あの、とんでみたい、空。




　それでも、私には、贅ぜい沢たくすぎるかもしれない。

　こんな私には──







　光の中を、空によく似た光の中を真っ白い花のような姿をした女の子が、舞まっていた。

　花きや車しやな身体からだにまったく似合ってない巨大な鈍にび色いろの鎌かまをふるって。

　舞い、踊る。

　それは、魂を導みちびく。

　それは、命を運ぶ。

　それは、命を奪う。

　それは、光の中、満たされていく。

　想おもいは、何ど処こに転がっているのか、捜しながら。

　誰だれかの涙を振りほどきながら、命をつなぎ止めようとするその手を振りほどきながら。

　美しいのは、ヒカリ。

　哀かなしいのは、なみだ。

　一筋の光が天に昇っていった。







　ヒカリが消えると、真っ白い女の子がひとり、透明に空に虚うつってた。











PRYTHEMIC GIRL (Step.2) - fin.
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　　　　♪




　夕暮れが、夜に飲みこまれようとしていた。

　ユズルとヤストのふたりは、浜辺に腰かけて、ぼんやりとそれを眺めていた。

「見つからなかったね、今日きようも」

　ユズルは、傍かたわらの砂に埋まっていた小枝を拾って、ぽいと放った。

「ゴミばっかだったな」

　ヤストは、くたびれた様よう子すで寝転がってしまう。

　そして、つぶやく。

「結局なぁ……」

　春休みが終わって、学校がはじまった。




　──彼女は、ユズルの前から姿を消してしまった。




　ずっと待っていても、この海に姿を見せてくれなかった。

　撮さつ影えいは続けていたけれど、ぜんぜん身が入らず、ただカメラを廻まわしているだけ。

　そこに映る自分の姿。

　ユズルにとっては、だらしのない自分を見つけていく毎日だった。

　ほんと、ゴミばかりだ。

　海も心の中も。

　気持ちがあやふやにちらかって、まとまらない。

　何がどうなっているのか、考えることはできても、それが答えじゃないと判わかってしまう。

　だって、僕は先せん輩ぱいのことを知らない。

　なんにも。

「僕、先輩に嫌われたのかな……」

　なにげなく、ぽつり、言葉が落ちる。

　根拠はない。

　でも、なんとなくそんな風に思ってしまった。

　考えてみれば、いろいろ迷惑になるようなことを言ったりやったりしている。

　すると、すぐさま、パシッとユズルの背中がはたかれた。

「そんなこと、ねぇよ」

　となりにいるヤストが言った。

「そうかなぁ……」

　自信なくユズルはうつむいて砂を指でつつく。

　おウメさんからの情報をおマツさん経由で教えてもらうと、ミツミは倒れてから三日ほどで体たい調ちようもよくなったそうだ。

　ただ、それ以後、家の外へ出なくなった。

　そして、学校がはじまると、ミツミは高等部へ、ユズルとヤストは中等部三年に。彼女は学校に通っているらしいが、高等部は校舎が違うため、すれ違うことすらない。

　彼女に関することは、おウメさん経由でおマツさんが教えてくれた。

　まず、ユズルが昔、図と書しよ館かんで出で逢あった老人。

　──彼女のおじいさん。

　元知事で、元市長、あの図書館を建てて、今でも『永世名誉館長』として名前が残っているひと。

　そのひとが亡くなったと聞いたのは、ミツミの体調が快方に向かって、一週間もたたないうちだった。

　それから、ミツミはどうしているんだろう。

　海ここへこなくなった。

　肉親が亡くなって、そんな気分にならないんだろう。きっとそうだ。

　だから、ユズルは、おマツさんを通し、おウメさんに、

『いつもの海にいるから。気が向いたら、またきてほしい』

　と、ミツミに伝言をしておいてもらおうと考えた。

　けど、やめた。

　嫌われてしまったかも。

　あらためてそんな風に考える。

「──嫌われてねぇよ」

　としかし、ヤストは言う。

「少なくとも俺はそう思った」

「なんで、そう思ったの？」

「さあ、なんでだろうな」

「なんだよ、てきとーかよー」

　がっかりして、ユズルもヤストと同じく砂浜に寝転がる。

　夜のにおいがした。

　空気が冷たくなっていくのを頰ほおに感じる。

　うみねこがふたりの真上を空中旋せん回かいしている。

　まるで、家に帰りそこねてふらふらしてるみたいだ。

　うみねこも、まだ、帰りたくないのかな？

　僕もだよ。

　まだ、ここにいたいな、もうちょっと。

　そしたら……。

　来るワケないけど。

　先せん輩ぱい。どうしてるかなぁ。

　うみねこは、オレンジの羽根を広げて飛んでいく。

　かすかな夕焼けを染うつして。

　光が、絵に描かいたように銀縁眼鏡メガネに反射して散らばる。

　風が渡って、波音といっしょに唄うたってるみたいだった。

「撮さつ影えいどうするんだ？」

　ふいにヤストが訊きいてきた。

「このまま、化石捜しもつづけんのか？」

「……判わかんない……」

「まあ、先輩いないもんな」

　ユズルは、黙だまってしまった。

　いないんだもん。

　先輩。

　判ってるよ。

　だから、こうやって……。

　こうやって……、なんにもしてないや。

「──訊いてみればいいじゃん」

　ふいにヤストが言った。

「へ？」

「先輩にさ、どうしたんだよー、つって」

「できないよ」

「できるさ。訊くだけだ」

「ダメだよ。僕……嫌われてるかもしれない」

「だから、そんなことないっつってんじゃねーか」

「だから、なんでヤストにそんなこと判るの？」

「判るよ」

　いつものような軽い口く調ちよう、でも、ヤストははっきりと言った。

「水者なぎさミツミ。なんか前と違ってたんだよ。おまえといると、なんか違って見えたんだよな」

「前って？　先輩のこと前から知ってたの？」

　そんなこと聞いてなかったけど……。

「まあな、あっちのオヤジとうちのオヤジ、わりと交流があってさ。ま、でも、水者なぎさミツミのことは俺おれも見かけたくらいで、ろくに話してない。てか、話ができるカンジじゃなかった」

「そうなの？」

「なんかさ。見かけるたびにいっつも上うわの空そらで、どっか別空間のなんかと交信してんのかと思ったよ」

　思い出して、少し笑う。

　でも、ユズルの印象だと、話ができないって感じでもなかった。

「──だからさ、ユズルが先せん輩ぱいに逢あって、話したって聞いたときは、感心したんだぞ？」

「あー……ありがと。話したってゆうほど、話せてないけどさ……」

　すると、

　はははっ、とヤストがいきなり笑いだした。

　どうしたのかと、顔を横に向ける。

「きっとさ、そういうおまえだからだよ」

　ヤストが空に星を見つけて、手を伸ばす。

「おまえのそういう、真まっ直すぐでさ、真ま面じ目めで、めちゃくちゃ素直なトコとか。おひとよしなトコとか、他ひ人とのためにがんばれるトコとか。おまえだから、先輩も閉めてた扉を少しだけ開けてくれたんじゃねぇ？」

　ユズルは、ミツミの笑え顔がおが見てみたいと思った。

　ほとんどそれが動どう機きで、映像作品を撮とることが逆に理由になってしまうくらいだった。

　ミツミの笑顔を残しておきたい。

　思い出なんて、すぐに忘れてしまうから。

　写真や映像なら、いつでも笑顔に出逢えて、いつまでも残しておける。

　忘れてしまうから──それが映像に興きよう味みを持った最初のワケかもしれない。

　忘れないように──そう思えるようになった自分がいること。

　なんだか、うれしくなる。

　雨が好きだった自分がいた。

　思い出を失なくさないようにする自分がいる。

　あたりまえの大切さに、ユズルは今さら気づいた。

「なあ、ユズル」

「うん？」

「逢えないならさ、直接逢いに行けばいいんじゃねーの？　待っててもたぶんもう、先輩はこない。だったら、こっちから逢いに行けばさ」

　最初に、ミツミの心の扉をノックしたのはユズルだった。だいぶ天然な感じだったけど。

　でも、彼女はそっと扉をかすかにでも開いてくれたんだ。

　もし、その扉がなんらかの理由で閉じてしまったとしても、また、扉をノックできるのは、きっと、今はもう、ユズルしかいない。

「大丈夫かな？」

「さあ、ね」

「てきとーかよー」

「ハハハッ。まあな」

「でも、それも判わかるかもね。逢あいに行ってみたら判るかも……」

「だろ？」

「うん……」

　いつの間にか、うみねこは空からいなくなっていた。

　かわりに、星がただ、光ってた。







　───リン。







「あれ？」

　遠くで、耳鳴りのように鈴の音が聴きこえた気がした。

　ユズルは、身体からだを起こして、不ふ確たしかな感触を確かめるため、あたりをきょろきょろと見渡した。

　薄うす暗ぐらくなりはじめているせいで、ユズルの矯きよう正せい視力では、はっきりとそれをとらえられなかった。

　が、たしかにそこにいた。

「…………んー？」

　目を細めて凝ぎよう視しするが、そのぼんやり感は変わらない。

　波打ち際、ユズルたちの右斜め向こうに、薄い人ひと影かげがあった。

　けれど、それは人影というには、ひどくはっきりとしなかった。まるで、蜃しん気き楼ろうや陽かげ炎ろうとかの、幻を見ている感覚がする透明な影。

「だれだろ……」

「どうした、ユズル」

　ユズルの挙きよ動どう不ふ審しんな様よう子すに、ヤストも身体を起こした。

「ほら、あそこ、誰だれか…………あ、あれ？」

　一度ヤストに視し線せんを移してから、波打ち際に視線を戻すと、さっきまであった影がなくなっていた。

　と、今度は、

「あ、いた！」

　左斜め向こうに影かげを見つけた。

　影は、老人の姿をしてそこにいた。

　でも──

　とても老人が瞬しゆん時じに移動したにしては、さっきいた場所からずいぶん離はなれていた。

　ダッシュしたのかな？

　だとしたら、すごい健康なおじーちゃんだなー。

　とか、ユズルがぼんやり、考えていると、ヤストが小さく言った。

「誰だれかいたのか？」

　ヤストは、ユズルの視し線せんの先を繰くり返し、追っかける。が、

「誰もいなくね？」

　しかし、ユズルには、

「あそこにいるのって……もしかして……」

　ぼんやりながら、確かく実じつにそれが見えていた。

　その銀縁眼鏡メガネ越しに瞳ひとみに映る姿。

　波打ちぎわにたたずんでいるひとりの老人。

　見覚えがある。

　記き憶おくをたどると、夏の日の風景が浮かんできた。

　図と書しよ館かんでのできごと。

「あ、やっぱり！」

　その瞬間だった。

　老人の影がゆらりと揺らめく。そして、ユズルのほうに向いた。

　はっきりと見えた。

　老人のにっこりとやさしく微笑ほほえむのが。

　唇がゆっくりと動いた。

　本当なら、ユズルのメガネな視力でちゃんと見えるはずがないのに。

　はっきりと見えた。




　よろしくたのむよ。




　そう、言った。

　なにが？

　なにを？

　よろしく、

　たのむの？

　僕に!?

　と思ったが、しかし、同時に、

「わーっ！」

　ユズルは、大声を出しながら、ひっくり返るようにヤストに抱きつく。

　いきなりのことに今度はヤストが、

「ワーッ！」

　大声を出して驚おどろいた。

「なんだ！　どうした！　いったいなにがどうした！」

「消えちゃっ……た……っ!?」

　老人の影かげは、揺ゆらめいたかと思うとあっさりと消えてしまった。

「なにが？　だから、何が!?」

「そんなっ！」

　としかし、ヤストの問いには答えずユズルは、立ち上がり老人がいた場所まで駆かけ出した。

「ちょ、ちょ、ちょっと！　ユズル！　なにがいたんだよ!?　なにが消えたんだよ!?　なんもなかったし、いなかっただろ!?　おいっ、マジかよ、ユズル！　コエーよ！　チョーこえーよ！」

　ヤストには見えてなかった。何も。

　ただ、ユズルだけには見えて、そして、ユズルが見えてることが重要だったかのように、老人は消えてしまった。

「そんなっ、そんなっ！」

　必死で駆けていく。

　老人がいた波打ちぎわ。もう、誰だれもいない。

「……今の……あのときのおじーちゃん……先せん輩ぱいの……なんで……」

　そこに行き着くと、波がユズルの足をすくおうとする。

　すると、波しぶきの中で、足の指の先に何かが、こつん、と当たった。

「…………ん……？」

　海の中に落ちないよう銀縁眼鏡メガネを片手で押さえながら、ユズルは薄うす暗ぐらい足もとをのぞきこんだ。

　白っぽく輪りん郭かくが浮き上がる。

「──これって!?」

　ユズルは、寄せては返す波にさらわれないように、無我夢中でそれに手を伸ばし、つかんだ。

　水みず飛沫しぶきが顔にはね返るが、気にせずそれを手に振り返った。

「や、や、やっ、ヤストぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　手を振りフリ、名前を叫んだ。

「見つけた！　見つけた──かもっっ！」

　興こう奮ふんしきりで、ユズルはヤストのところまで走って戻る。

　もしかして、おじーちゃんは、これを教えてくれたのかもしれない。

　でも、なんで？

　なんで、僕なんだろう？

　ミツミ先せん輩ぱいのおじーちゃんなのに。

　先輩じゃなくて、僕？

「ううん！　それより、今は、これを先輩に！」

　先輩のところへ、行かなくちゃ！




　　　　♪




「想おもいはすぐカタチを失っちゃうよ」

　真っ白い女の子がちいさく言った。

「きっと……そう……」

　私は、ひどく胸が痛んだ。

　失なくしてばかり。

　たいせつなもの。

　どれだけ失くせばいいんだろう。

　痛いだけの毎日。

　通り捨てていくだけの時間。

　駆け抜けていくだけの風。

　カタチのないもの。

「けど、あなたはちゃんとそれを手にしようとした。手を伸ばして指先に触れて、カタチにしようとした」

　すっかり眠ってしまった黒猫を抱いて、女の子はソファから立ち上がった。

「モモ？」

　私が名前を呼ぶと、モモは、ひどくやさしくて哀かなしい表情になった。

「失くしても、失くさないでいて。あたしは、奪うだけ。想いも何もかも……。あなたにとってもそうでしょ？」

「そんな……」

　そう、かもしれないけど。

　そうじゃないんだ。

「私の友達になってくれた」

　ひとりごちるように言う。

　しかし、モモはゆっくりと首を振った。

「あたしじゃ、あなたの本当の友達になってあげられないんだよ」

　そう言って、モモは笑った。

　ひどくやさしくて哀かなしい笑え顔がおだった。

「だって、あたしは奪ってしまったから。あなたのたいせつなもの」

「でも、それはずっと前から判わかってたことだったの。おじいさまの命がもう長くないって、ずっとご病気を患わずらっていらっしゃって……」

「あたしじゃダメなんだよ」

　もう一度、モモは繰くり返した。

　とてもオトナびているのに、ひどく子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスが、私の心のはじっこをなぞってく。

　まるで、私の気持ちを確たしかめるように。

　平気なふりをする私の心を。

　平気じゃない私の想おもいをカタチにするように。

　判ってるの。

　本当は。

　判っているの。

　平気じゃないって。

　でも、大丈夫だわ。

　もう、閉じるの。

　心を閉じるの。

「そしたら、感じられなくなる」

　モモが言った。

　真まっ直すぐに私を見ている。

　また、声が心をなぞってく。

「痛いのも、哀しいのも、うれしいのも、あったかいのも、感じられなくなる」

　それでも、いいって思う。

　なのに、モモの顔を見ていると、まだ心がチクチクと痛くなる。

「扉は開けてあげて、あたしじゃなくて。ほら……あなたには、聞こえるでしょ。心をノックする音」

　モモは眠ったままの黒猫の腕をやさしくにぎると、その胸を射さした。

　こころのすみか。

「あなたは奪わないでほしいの。自分で自分の心を……」

　そう言って、モモは、私に背を向けた。

「モモ？　行ってしまうの？」

「バイバイ」

　モモの腕の中の黒猫、ダニエルがうっすらと目を覚ます。

「ん……んん……？　あ、あれ？　帰るの？」

「うん。ダニエルもさよならしないと」

「う、うん……。じゃあな、人間」

　くるりと顔を向けてくれた黒猫の赫あかい首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴が、りりりんと鳴る。

「モモ……っ」

　名前を呼んだ。

　もう逢あえない気がした。

　モモも、そうだというように、

「大丈夫。あなたにはちゃんとある──〝心配はいらない〟よ」

　最後に言葉を落としていった。







　───リン。







　　　　♪




　いざ。

　水者なぎさ邸ていへ。

　突とつ撃げき！




　……と、意気ごんでみたものの。

「あーいー……つ、つかれた…………」

　ヤストに借りた自転車で、海からここまでやっとの思いでやってきた。

　自転車の車しや輪りんが小さくてこいでもこいでも進まないし、長い坂道はあるし、もう、足がぱんぱん。棒よりも固くなって、今なら、足で釘くぎでも打ちこめそうだ。

　誰だれか、木材もってこーい！

　そして、ついでに、

「み、水を……」

　持ってきてはくれないでしょうか？

　そんなこと、誰も聞いてくれるはずないじゃないか……。

　あきらめて天を仰ぐ。

　ありえないくらいの星たちが夜空に瞬またたいていた。

　ここにいるんだよ。

　と、存在を確たしかめるように。

　はぁー。

　ため息にも似た深呼吸をする。

　それから視し線せんを真まっ直すぐに向けた。そこは、この前、ミツミを車で運んだときに入ってきた、正面とは違うお手て伝つだいさんたちが出入りするほうの玄関前だ。

　ユズルは立ちつくしていた。

　正面の玄関から訪ねても、こんな夜じゃ……、ふらりと現れた完全な不ふ審しん人じん物ぶつじゃないか。

　でも、裏口からでも結局僕……、

　あやしいよね？

　門前払いされるに決まってるじゃないか、こんなの……。

　バッグの中、ハンカチに包んだ白っぽいモノ。

　見つけたのは、捜していたモノ。

　おじーちゃんが教えてくれたんだ。

　だから、コレを先せん輩ぱいに届けたい。

　でも……、

「……はぁ、どうしよう……」

「──あら、あなたは？」

「ひゃうっ！」

　突然、背後から声をかけられた。

　ついには背筋まで伸びて、全身が棒みたくなってしまった。

「す、すみません！　あやしいものではないです。い、いや、あのっ、じゅ、十分あやしいのは承知の上で！　あーぅ、その、あやしいやつがあやしくないというのは、もう、ものすごくあやしいと思うんですけど、ぼ、僕……っ！」

　と、豪快な笑い声が鳴った。

「あはははははっ！　おもしろい子ねー」

「あ、ありがとうございま……す？」

　振り返る。

　そこには、見知った顔。

　メイド服を着た近所のおばちゃん風のお手て伝つだいさん。

　おマツさん──じゃない。妹のおウメさんのほうだった。

　ひとしきり笑うと、おウメさんは、

「お嬢じよう様さまに逢あいにきたんでしょ？」

　と訊きいてきた。

「はい！　……え……あ？　あれ？　そ、その……いいんですか……？」

　ユズルはあっさりと悩んでいたことを持ち出され、訊き返してしまった。

　おウメさんには、それが素すっ頓とん狂きように聞こえたらしく、また、豪快に笑う。

「ちょっと、待っててね。今、お嬢様に伝えてくるから。とりあえず、中に入って入って」

　なんだか、とてもうれしそうな、おウメさん。

　僕のことあやしく思わないの？

　すると、その答えをくれるように、おウメさんは、ひとりごちる。

「あー、もう、青春ねぇ。こんな夜に訪ねてくるなんて！　私も若いころを思い出してしまうわー。あの、お嬢様にねー」

　なんて言いながら、あらまあ、うんうん、とか、両手を頰ほおに当てうっとりした表情で、ひとりで盛り上がる。

　そして、バッと満面の笑えみを浮かべながら、ユズルを振り返る。

「はじめてなのよぉ、お嬢様を訪ねて『お友達』がくるなんてぇ。あ、ほら、ちょうど今、取り置きしておいてもらったおいしいチーズケーキを買ってきたところよ。お茶といっしょに、どう？」

　そんな風に言ってくれた。

　やっぱり、ひどくうれしそうに。

　その笑え顔がおを見ていて、ユズルは、ヤストがユズルのうちにはじめて遊びにきたときのことを思い出した。

　友達を連れてくるなんてめずらしい。

　と、母親は、はしゃいだ。

　おウメさんみたく、うれしそうに。

　ただ、母親の場合、ヤストがかっこよかったのも、テンションをあげた理由のひとつだったと思うけれど。

　が、そんなことよりも、今は──

　家の中に入れてもらえた。

　おウメさんに逢あえたのは運がよかった。

　ほかのひとなら、面めん識しきもないし追い返されてた。

　でも、これからが問題だ。

　先せん輩ぱいに、逢えるだろうか。

　逢ってくれるだろうか。




　　　　♪




　真っ白い女の子と、居眠りしてた黒猫は、もういなくなってしまった。

　私は、ひとり。

　ひとりっきり。

　もう、あの子のオトナのような子供のような不思議なウイスパー響きの声ヴオイスも、なまいきそうな黒猫の声も聴きこえない。

　だけど、虚むなしさや哀かなしさのなかに、どうしてか、光がともっている。

　真っ白い女の子は、私にもあるといった。

　まだ、たいせつにできるモノ。

　私は、それに気づいている。

　また失うのが怖くて、ごまかしているだけ。

　失くしてばかりいるから、もう、なんにも残っていないフリをしているだけ。

　私は、それに気づいている。

　この部へ屋やから外へ出ていけるだろうか。

　一歩踏み出した自分の足音は、世界が割れ響ひびく耳鳴りのようで。

　怖くなってしまう。

　窓ガラスに映る私はあいかわらず、黒縁眼鏡メガネで可愛かわいらしくない。

　だけど、思い出してしまう。

　想おもってしまう。

　こんな私に笑ってくれる笑え顔がおを。

　ほしくなってしまう。

　笑顔を。

　亡くなってしまったおじいさまも、彼も。

　なんで、笑ってくれるんだろう。

　──心配いらない。

　どうして？

　こんなに、怖いのに。

　私には、もう、何も残っていないのに。

　でも、やってきた。

　閉ざそうとする扉を、心を、また、ノックする音が聴きこえる。

　戸惑ってしまう。

　怖がってしまう。

　けど、

　現実に踏み出すんだ。

　声が呼んでいるから。

　こんな私をまだ、呼んでくれているから。

　哀かなしくて、怖くて、うれしくて。

　心をなぞってみよう。

　自分自身のこころ。




　心がこたえる。

　こころが私を呼ぶ。




　一歩踏み出そう。

　たとえ、世界は割れ響ひびく耳鳴りのようでも。

　私を呼ぶ心が聴こえる。

　哀しくて、怖くて、うれしくて。

　こころに触れてみよう。

　はじっこをなぞってみよう。

　私はまだ、私を続けていたい。




　怖くても。

　哀かなしくても。

　うれしくても。




　それは、私自身なんだ。




　扉の向こう。

　私を呼ぶ声が聞こえる。

　なんだか、うれしそう。

　それは、誰だれかが私を訪ねてきてくれたと教えてくれた。




　扉を開ける。

　彼が、いた。




　　　　♪




　それから、間もなくして、

　あっさり。

　僕は、先せん輩ぱいに逢あうことができた。

　うれしいというより、

　びっくりした。

　逆に。




　チーズケーキは、想像していたモノと違って、クリームチーズだった。最初、うっかり、豆とう腐ふかと思ってしまった。

　紅茶の葉が踊っているだろうポットは、ただ今、蒸らし中。……と思う。

　先輩の──ミツミの部へ屋やは、テレビで見たことのある海外の中世時代風な感じだ。

　ミツミがいつも着ていた服もそれっぽかったから、ああ、なるほどとうなずける。

　……というかんじで、ユズルは、キョロキョロしてしまった。

　いけないけない。

　女の人の部へ屋やをじろじろ見ちゃった。

　でも、いけないと思いつつ、また、視し線せんは部屋の中をうろちょろしてしまう。

　だって、女の人の部屋ってはじめて……！

　うーん……。

　とっても、落ち着かない。

　お手て伝つだいのおウメさんは、お茶の用意をして、すぐに出て行ってしまった。

　部屋には、ふたり。

　目の前すぐ、ローテーブルを挟んだソファにミツミが腰かけていた。

　さっきから、ユズルと彼女は、一言もかわしていない。

　すると、ミツミがポットに手を伸ばし、カップに紅茶を注いだ。

「……どうぞ」

「ありがとうございますっ」

　カップを口に運び。紅茶を一口。

　このままじゃ、なにしにきたのか判わからなくなっちゃうよ。

　お茶は、おいしいし。

　チーズケーキも。やっぱり豆とう腐ふじゃなかった。

　いや、そうじゃなくて。

　僕は、先せん輩ぱいに逢あいにきたんだ──

「あ、あの、先輩！」

　思い切って声を出した。

　ちょっぴり、うわずってかっこ悪かった。

　そんなこと気にしてどうする。

　ちゃんと、届けないと！

「これ、見つけたんです！」

　ユズルは、バッグの中に手を差し入れ、それを勢いよく取り出した。

　が、勢いあまって手からすっぽり抜けて、ハンカチで包んでいた中身が飛び出してしまった。

　しかもテーブルを飛び越えて、ぽすっとミツミの膝ひざの上に乗っかった。

　いきなりのことに目を丸くするミツミ。

「ひぃーっ！　ごめんなさいごめんなさい！　ぎゃ！」

　立ち上がろうとしたユズルの膝が、おもいきりテーブルにぶつかる。

　その振動でカップの中の紅茶が踊って、テーブルにこぼれた。

「ヒィーッ！　ごめんなさいごめんなさい！」

　バッグをさぐりティッシュを取り出す。

　と、

「これは？」

　ぽつりとミツミがそれを手にして言った。

　白っぽくて、珊さん瑚ごのようにも見えるモノ。

「見つけたんです、それっ！」

　ユズルは、高価そう、というか、絶対に高価な絨じゆう毯たんに紅茶がこぼれるのを食い止めるべく、せっせとテーブルをティッシュで拭ふきながら、

「ほんとは、僕ぜんぜん見つけられなくて、見つけられたらいいなって、思ってて、けど、やっぱり見つかんなくて。──そしたら！」

　がばっと顔を上げる。

　ミツミがじっと、ユズルが持ってきたそれに見入っていた。

「教えてくれたんです、そ、その、おじーさんが！　先せん輩ぱいのおじーさんが目の前に立ってて、でもすぐにいなくなっちゃったんですけど、そしたら、立ってた場所に、化石が……見つけられたんです」

　一気にまくし立てて、しかし、ユズルは、はっとなった。

　ミツミの祖父は、もう、亡くなってしまっている。

　故人が現れたなんて。

　ひどい冗じよう談だんだと思うだろう。

　しかも、何の縁えんもゆかりもない……こともない？

　そういえば、僕、逢あったんだった。

　でも。

　そんなの先輩は知らないだろうし、関係のないことだ。

　やっぱり、きっと、嫌いやな気持ちにさせただろうな……。

「あの、すいません……変なこといって」

　ユズルは、ぺこりと頭を下げる。

「おじいさまが……？」

　ミツミの声は、おだやかだった。

　怒っているようには聞こえなかった。

　ユズルはおそるおそる顔を上げる。

　たしかめるようにミツミは、また手の中の白っぽいそれを見つめていた。

「……これ……」

　ミツミは言いかけて、言葉を飲みこんだ。

　うつむいて真剣な表情。でも、顔を上げると、いつもの困ったようなあの表情になっていた。

　ユズルは、そんなミツミに、場違いにもドキンと胸を高鳴らせてしまった。

　よかったと思ってしまった。

　いつもの先せん輩ぱいだ。

　いつものあの困った顔──

　すると、ミツミは、一度は押さえこんだ言葉を再び、口にする。

「これ……化石じゃありませんが……」

「え──!?」

　ち、違うの!?

　波打ちぎわで見つけた。ミツミのおじーさんが教えてくれたモノ。







　えぇっ!?




　違うの!?







　だって、図と書しよ館かんにあった本で調しらべた恐きよう竜りゆうの化石にそっくりだったよ!?

　本物だと思いこんで、ずうずうしくもミツミのもとに押しかけてきてしまったユズルは、軽いパニックを起こし、目を白黒させた。

　そんなユズルにミツミが答えをくれる。

「これはきっと、樹じゆ木もくか何かだと思います。私も昔は、よく見間違えてました」

　つわーっ！

　なんて！

　間違ってた！

「わーっ！　す、すみません！　ごめんなさいごめんなさい！　僕、ちょっと自信満々でした！　そ、そうですよね！　そんなワケないですよね！　先輩があれだけ捜しても見つからなかったのに、僕なんかが、眼鏡メガネでひ弱で女顔の僕が、そんな簡かん単たんに見つけられるワケないですもんね！　先輩のおじーちゃんが教えてくれたと思って、てっきり……あ、あ、ち、違いますよ？　べつに、先輩のおじーちゃんのせいにしているワケじゃ……!!」

「はい……。判わかっています」

　そう言って、ミツミは、ユズルが化石だと思いこんでのこのこ持ってきた何かしらを、愛いとおしそうに両の手のひらで包みこんだ。心で抱きしめるように。

　彼女には、判っていた。だから、ユズルの言葉に怒りを覚えることもなかった。祖父がユズルの前に現れたのは、きっと、自分とユズルをもう一度、逢あわせるきっかけを与えるためだと。

　だから、この手のひらの中のモノは、本物じゃなかったけど、彼女にとっては同じくらい価値のあるモノになっていた。

　そんな彼女の心の中を知ることはできないユズルだったが、彼女にひどいことをしてしまったと後悔しながらも、救われた気がしていた。

　ミツミの表情がとてもおだやかだったからだ。

　そして、今ならと思った。

　知っておきたいことがある。

　ずうずうしいかもしれないけれど。




　──訊きいてみればいい。




　ヤストはそう言ってくれた。

　本当は、もっと前にそうするべきだったんだ。

「あの、先せん輩ぱい……訊いていいですか？」

「はい……」

　ミツミがうなずく。

　ほっとした。

　でも、まだ、ちゃんと訊いてない。

　うん。

「どうして、先輩、海にこなくなってしまったんですか？」

　ミツミは、少しうつむいた。

　けれど、彼女はいつもの、困ったような表情をしてなかった。

　だから、ユズルはやめずにつづけた。

「僕、先輩に嫌いやな想おもいをさせてしまいました？　だったら、謝あやまらなきゃ……」

　言いかけたところで、ミツミが驚おどろいて、大きく首を振った。

　黒縁眼鏡メガネを直しながら、

「違います……っ」

　改めて、そう言う。

「なら、どうしてですか？　僕、先輩のこと、待ってちゃいけませんでしたか？」

　すると、ミツミがもっと驚いたような表情になって、ユズルの顔を見つめた。

　しかし、すぐに視し線せんをはずし、うつむいてしまった。

「私を……待っていてくれたんですか？」

「あ…っ、はいっ」

　ユズルは、真まっ直すぐにミツミを見る。彼女がこっちを見てくれなくても。

「……ありがとうございます……。でも、私、もうあの海に行く理由が失なくなってしまったんです」

「それは……あの……、えっと……やっぱり、おじいさんのことがあったから……ですか？」

　訊きかないほうが、いいかもしれなかった。

　でも、やはり今、いろんなことを話さないとユズルは、もう、こうしてミツミと言葉を交わせなくなるかもしれないと思った。

　何も想おもわれないなら、嫌われたほうがマシだ。

　それに、勝手な思いかもしれないけれど。

　なんだか、あのとき海で見たミツミの祖父の影かげが、自分を後押ししてくれているような気がした。

　ユズルの気持ちが伝わっていく。

　きっと、ミツミはちゃんと答えてくれる。

「化石を捜していたのは、おじいさまのため。そして、私のためだったんです」

　化石を捜す必要が失なくなった。

　それは、ミツミの祖父が亡くなってしまったからだ。

「おじいさまは、あの海がとても好きでした。何もないけれど、とてもおだやかで、心を落ち着かせる波音……。だから、再開発計画をはじめたんだと思います。もっと、町のひとたちに愛してもらえるよう。大好きなあの海を」

　そんなころだった。
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　ミツミが見つけたモノ──

「子供のころ、おじいさまとふたりで、あの海をお散歩しているとき、私は、何気なくそれを見つけ、拾い上げました」

「それが……、恐きよう竜りゆうの化石だったんですね」

「はい。最初は、まさかと思ったんですけど、おじいさまも私も何な故ぜか気になって。それで専門家の方かたに調しらべてもらいました。結果は、本物だと……」

　この町における恐竜の化石プロジェクト。そのきっかけとなった化石を見つけた発見者こそ、ミツミだった。

　そして、その化石から、町おこしとして化石発掘のチームが作られたり、恐竜のモニュメントが建てられたりした。

　けれど、それからの顚てん末まつは、ユズルはもとより町の人間なら誰だれもが知っていることだ。

　町中がたくさんのひとたちが一体となって盛り上げたにもかかわらず、結局、化石は見つからなかった。

「町のみんなが落胆していました。化石は本当はニセモノだったんじゃないかと。鑑かん定ていしてくれた専門家の方の意見もあやしいとまで……まるで悪い夢でも見ているようでした。たくさんのひとから〝噓うそつき〟と言われて……。私があんなものを見つけたばかりに……」

　うつむいたままミツミは泣いているんじゃないかと思った。

　声が震ふるえていた。

「怖くなったんです。人前に出るのが、みんなに責められているようで。人と話すことさえつらくて」

　ヤストが、ミツミの印象を話すこともできそうになかったという風に言っていた。

「それからずっと家にこもりきりになった私を、おじいさまはとても心配してくれていました。でも、どうしても怖くて……学校に行くのもやっとで……」

　学校へも祖父に心配をかけたくない一心で、無理をして通っていたんだろう。

　やっぱり、ミツミは変なんかじゃない。

　不ふ思し議ぎちゃんなんて、誰が言い出したんだほんとにもう。

　なんにも変わらないよ。僕とおんなじだ。

　ユズルにも、彼女の気持ちのはじっこくらいは判わかる。ヤストに逢あうまで、学校があまり好きではなかった。

　友達もいない。ひとりきり。勉強なら、塾じゆくでも通えばいいし、ひとりでだってできる。

　なのに、なんで学校に通わなくちゃだめなんだろう。

　それが、ヤストに逢って、少しだけど友達ができて、人と話をしたりするようになって、毎日が楽しくなった。

　今は、学校も嫌いじゃない。

　なんとなく好きだ。

　だけど、ミツミにはそれがない。

　ユズルにとっての、ヤストが居ない。

　きっと、毎日、苦痛に耐たえていたんだろう。

　化石のことで、噂うわさをされたり、後ろ指を指されたりして、ずっと、様々に考えこんでいたかもしれない。

　祖父はミツミのことを想おもい。ミツミは祖父のことを想っていた。ただそれだけ。

　なのに、それがふたりの心を悩ませていたなんて。

　せつなすぎる。

　ユズルは、ミツミが話してくれるひとつひとつを聞き逃さないようにした。

　彼女のことが知りたい。

　ミツミは、冷めはじめた紅茶の水面にぼんやりと視し線せんをはわせる。

「心配かけてばかりなのに、おじいさまは病にかかってしまいました。もうそんなに生きられないという病気でした」

　祖父とのことを思い出したのか、彼女の瞳ひとみにはたくさんの涙がたまっていた。

「どうしよう。私は何もできない。すごく悲しくなって。そんなとき、黒猫をつれた不ふ思し議ぎな女の子と出で逢あったんです」

　彼女は、涙をぬぐう。

「女の子？」

「真っ白で、やさしくてあたたかい女の子です」

「真っ白って、なんか、天使みたいですね」

　ユズルが簡かん単たんに言うと、

「私にとってはその子はまさしく──天使でした。私のわがままを聞いてくれて、いろいろと話もしました。そして、自分にできることをすればいいと教えてくれました」

　それが、もう一度、恐きよう竜りゆうの化石を見つけること。

　噓うそじゃないと証明すること。

　いや、それよりも、ミツミが外へ出て、ひとりでも大丈夫だと、もう心配しないでほしい。祖父へ、行動でそう示しめすことだった。

　判わからないけれど。

　真っ白い女の子というのが、彼女の心の何かを変えて、ちょっとだけ、でも大きく前へ進めたのかもしれない。

　その気持ちが今につながっている。

　だから、彼女は、今、ユズルと話をしなきゃ、また前に進むことも後ろに戻ることもできなくなってしまう。そう考えてたんだろう。

　本当の気持ちは、此こ処こにある。

「けれど、私は、おじいさまのためにと思っていたのに、いつの間にか、楽しくなっていたんです。化石捜しや、海に行くことも……。もうおじいさまには時間が残されていないのに、いなくなってしまうのに……。ただ、逢あいたくなって…………」

「へ？」

　逢いたくなってのあとが、聞き取れなかった。

　ぼそぼそと、ミツミがもう一度、言った。

「あなたがいたから」

「え？　え？　あなた？」

「……はい、あなたです」

「あなた？　ええっ…………ぼ、ぼ、僕……ですか!?」

　ミツミは、こくんとうなずいた。

　そのまま、はずかしそうにうつむいてしまったけれど。

　逢いたかったのは──僕のほうだ。

　毎日、毎日、逢いたかった。

　逢いたくてしかたなかった。

　それが先輩ミツミにとってもそうだったなんて、夢にも思わなかった。

　まさか。

　でも、まさかだった。

　ふたりして、耳まで真まっ赤かになる。

　ユズルも、うつむいてしまう。

　ちょっとだけ顔を上げると、まったく同じタイミングで彼女も顔を上げた。不意に視し線せんがぶつかって、すぐにまたうつむいた。

　ミツミもユズルも意い識しきしすぎて、お互いにお互いを見られなくなってしまった。

　素直に伝えたら、素直に伝わった。

　何にも隠かくさなくていい。

　誰だれも、自分も、だまさなくていい。

　ただ、真まっ直すぐに伝わった心。

　こんなにも、すっきりとした空みたく。

「──僕も……僕も逢いたかったです。先せん輩ぱいに」

　素直な気持ち。

「私は、おじいさまのためだと思っていて、それが自分のためでもあって……。でも、毎日、楽しくて、逢いたい気持ちが大きくなっていったんです……」

　素直な心。

　はじめて彼女の想おもいに触れてみると、自分と変わらなくて、愛おしさがこみ上げてきた。

　とても甘酸っぱかった。

　けれど、ミツミはそのことで苦悩している。

「亡くなる直前、おじいさまが言いました。『もう大丈夫だね。安心した』と。私は、自分のことばかり考えているのに、まだ私のことを想ってくれて……」

　ミツミの姿を見て、祖父は、やすらかに逝いったんだろうか。

　真っ白い天使に連れられて……。

　ミツミの祖父は、彼女がユズルのいるあの海へ自分から行きたいと想いはじめたことを喜こんでいた。ミツミは、そんな自分の感情に困惑していたが。

　あの娘こは、もう、ひとりじゃないんだ。

　大丈夫そうだ。

　だから、「安心した」と最期に言えた。

　本当は、理由なんていらなくて、必要なのは気持ちだけでよかったのに、ミツミは今も悩んでいた。

「おじいさまが亡くなってしまったのに、もう、化石を見つけることも必要ないのに、でも私はまだ海へ行きたくて、逢あいたくて……」

「じゃあ、僕がいきます」

「え……？」

　顔を上げる。

　ふたりとも、視し線せんが重なった。

「僕が先せん輩ぱいに逢いにいきます。先輩がもう悩まなくてもいいように、僕から逢いにいきます」

「でも……いいんですか？　私、こんなに自分勝手で……失なくしてばかり」

「だいじょうぶ。僕もおんなじだから」

　笑った。

　ユズルは、顔を真まっ赤かにしながら、一いつ生しよう懸けん命めい笑った。

　ヤストがいたら、きっと、

「なにが大丈夫なんだよ、おまえはっ」

　とかツッコまれてた。

　でも、やっぱり、理由なんていらなくて、必要なのは──




　　　　♪




　ビデオカメラが廻まわる。

　砂のトンネルを造ってみる。

　あっちとこっちがつながると、彼女の手に触れた。







　骨みたいな羽根を廻まわす風車や首のもげた首くび長なが竜りゆうのモニュメント。

　海辺のカルテットの奏でる音楽が、風のように耳になじんで聴きこえてくる。

　ヤストはどうしてこんなことになってしまったのかと、今はもう思い出せなかった。

　かわりに、

「しょーがくせーかー」

　というツッコミをしてみる。

　向こうで、ユズルとミツミが砂を盛り上げてトンネルを造っていた。

　そこになんで、自分がいるんだろうか。

　判わかっているのは、ユズルもミツミもなんの進展もない。ってことだ。

　あいかわらず、恐竜の化石を捜しながら、ユズルの映像作品の撮さつ影えいがつづいていた。

　カメラの中で、彼女は少しずつ笑え顔がおが増えていった。

　ユズルとそれを手て伝つだうヤストのカメラワークも映像の編へん集しゆう技術も進歩していっている。

　あと何ヶ月かして、もし、この作品が完成しているなら、みんなきっと感心するだろう。

　不ふ思し議ぎちゃんと呼ばれていた水者なぎさミツミがこんなにもカワイイ女の子だったこと。

　それから、この町がこんなにも魅み力りよく的てきだということ。

　みんなは知るだろう。







　だから、彼女に、黒猫をつれた真っ白い女の子の天使の友達がいた。って話のところは、カットしておくことにする。




　今日きようも、うみねこが飛んでいくのを見た。











PRYTHEMIC GIRL (Step.3) - fin.
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　　　　♪




　空気の星。

　片っぽだけの、靴。

　赫あかい靴。

　片っぽだけの、心。

　まあるい心。

　星のめぐり逢あうその一いつ瞬しゆんに、できることなどきっと何もない。

　できるとしたら、傷つけて、傷つくこと。

　ただ、形なきモノのために。

　透明な愛。

　愛することを恐れずにいるのは、とても難むずかしいことだ。

　愛するが故ゆえに、臆おく病びようになるし、恐こわくなる。

　透明なヒカリ。

　満たされて消えていく。

　透明な愛で満たしていく。

　セカイ。

　空気と星。

　光と影かげ。

　影と光。

　光がなければ、影もなく。

　影がなければ、光もない。




「キミが恐れる愛を持っているよ。」

　光が瞬またたく。

「キミが恐れる愛は、此こ処こにいるよ。」

　影が光る。

「ずっと傍そばにいたんだよ。」

　それは、キミ自身。

「愛は、キミが持っていたんだから。」

　それは、キミだから。

　だから、もう、

　ひとりじゃない。

　ひとりだけど、ひとりじゃない。




　ひとりじゃないよ。




　さあ、ほら。




　　　　♪




　それは、一番遠くの空だった。

　太陽の見えなくなる、赫あかい血の色の空だ。

　その光を鈍にび色いろに映すのは、彼女が手にした巨大な鎌かま。

　彼女は、死神だった。

　真っ黒の。

「来るか……」

　唯一の存在と呼ばれる、アンは、低くうなるように言った。

　傍そばにいたはずのニコルだが、それを聞き逃してしまった。

　あれからずっと、かつての親友のことばかり考えてしまう。こんなときにも……。

「どうしたんですか、マスター？」

　ニコルはアンに訊たずねてみるが、答えは返ってこない。

　アンは、ただ、真まっ直すぐに前を見つめていた。

　興こう奮ふんしたような、怒りと微かすかにおびえたような複雑な表情で。

「自分から消されにきたか……なら、そろそろ、終わりにしよう……オレがオマエなのか、オマエがオレなのか……。〝本当〟は、どっちだ？」

　アンは、虚こ空くうに向かって笑う。

　すると、赫い空が、薄うすく透き通っていく。まるで、色を塗り替えるように。

　そして、そこに立っていたのは、真っ黒の存在と同じ顔をした、もうひとりの存在だった。

　真っ白い髪の毛にワンピース、透き通りそうな肌、花きや車しやな肩。その手にアンとおなじような巨大な鈍色の鎌。

　変わり者と蔑さげすまれる死神。

　アンにとっては、目障りな──もうひとり。

　ニコルにとっては、親友の主あるじ。

　引かれ合う星の重力のように。

　出で逢あった。

　出逢ってしまった。

　ふたり。

「本当は、判わかっているんだよね？」

　オトナびているのに子供のような不思議なウイスパー響きの声ヴオイスで、真っ白い死神が言った。

　その黒目がちな瞳ひとみが真まっ直すぐにアンを見ている。

「オレが、オマエを消すということだろう？」

　アンはそう返して、薄うすく笑った。

　真っ白い死神は、表情を崩さないまま、ゆっくりとこちらへと近づいてくる。

「ごまかさなくてもいいの。だって、もう、気づいてるはず」

「黙だまれ」

　アンは、手にした鈍にび色いろの鎌かまの尖せん端たんを真っ白い死神に向けた。

「マスターっ!?」

　ふたりの死神の間にある目に見えない何かを感じ取ったニコルが叫んだ。しかし、すぐ傍そばにいるアンは、

「黙ってろ、ニコラウス……！　これは、オレとアイツの……ッ！」

　真っ白い死神は、近づいてくることをやめない。むしろ、その速度を増す。

「しかしっ、マスター！」

「黙っていろと言っている!!」

　珍しくアンは声を荒げた。死神にとって『感情』がある、それ自体がある種、異常なことだったが、いつものアンはそれを楽しんでいるフシがあった。

　しかし、今、真っ白い死神に対しているアンには、まったく、余裕の影かげすらも見つけることができない。

「あたしは、ずっと捜してきた──」

　アンの鎌の尖端が真っ白い死神の額ひたい、数センチもない距きよ離りにあった。それでも真っ白い死神はひるむことなく、真っ直ぐな瞳で、真っ直ぐにアンを見つめる。

　アンだけを見ている。

「ずっとずっと、この赫あかい靴で歩いてきた。あたしがどうして、あたしなのか。自分自身を捜してたの」

　不思議な響きの声が、やさしく、鳴った。

「見つけた。答えも一いつ緒しよに」

「オマエの答えなんか知りたくない。オレが知りたいのは、どっちが本当の、オレなのか、オマエなのかだ!!」

　アンが鎌を振り上げた。

「マスターっ！」

　咄とつ嗟さにニコルが叫んで、それを制止させようとするが、叫ぶより先に鎌の切っ先が、

「──答えって、本当は最初からなかったの」

　真っ白い死神が言った。

　アンが振るった鎌かまが、真っ白い死神の真っ白な髪を少し切り裂いていた。が、その切っ先は薄うす皮かわ一枚ほどの距きよ離りがあるだけで、頰ほおに触れる寸前で止められていた。

「何な故ぜ、恐れない……？」

　アンは真っ白い死神を睨にらみ見る。

「あなたは恐れているの？」

「オレは……ッ！」

「あなたが恐れているのは、あたし？　それとも──あなた自身？」

「何を……!!」

　真っ白い死神の細い指ゆび尖さきがアンの鎌に触れた。

「きっと、あなたも想おもい出せるはずだよ。……アン」

　真っ白い死神は、ひどく哀かなしい目をした。

「黙だまれよ……ッ」

　強く吠ほえるように言うアン。だが、動かない。いや、動けずに、

「アンと逢あってあたしは、やっと想い出した。想い出せた。ずっと知りたかったこと。判わかりたかったこと。気づきたかったこと」

　ゆっくりと真っ白い死神から伸べられた手が、

「気づいてるんだよね、ほんとは。だから、あたしを遠ざけようとする。でも、近づいてく。こうして、ほら……触れたよ」

　やさしくそっと触れた。

　あったかい温度が伝わる距離。

「あぁぁ……」

　その瞬しゆん間かん、アンの躰からだが小さくビクンと跳ね、そして、全身から力が抜け落ちた。

　鈍にび色いろの鎌が手から放たれ、ふわりと宙に浮かぶ。

　真っ白い死神もその手の鎌を離はなした。

「……マスター……？」

　ニコルは啞あ然ぜんとしていた。何もできずにいた。

　絶対的な力を持つ最強の死神、唯一の存在のはずの自分の主あるじが、あれだけ憎しみに近い感情をぶつけていたはずの真っ白い死神を前に、こんなにも無防備な姿を見せている。

　ずっと傍そばにいたニコルも見たことのない、主の姿だった。

「マスター……っ」

　もう一度呼ぶ。

　返事はない。

　力なく倒れそうになるのを、真っ白い死神の腕の中に受け止められた。

　すると、

「ニコル。お願ねがいがあるの」

　真っ白い死神が、こっちを見ていた。

「え……。私ですか……？」

「うん。そうだよ」

　やさしく、真っ白い死神が微笑ほほえんだ。

　不思議な響きの声が、すぅっと透き通って、心の奥に染みこんできた。何かを溶かそうとするみたいに鳴る。

「ニコルにしか、お願いできないから」

「……私しか……」

「そう。──ダニエルのところに行ってあげて……」

「ダニエル？　だって、ダニエルは、マスターが……消してしまった……？」

　ニコルは確たしかに見た。目の前でアンが、ダニエルを時空の歪ひずみに押しこんで、その歪みごと消し去ってしまったのを。

「ううん」

　としかし、真っ白い死神が首を振った。

「大丈夫。あたしは、ちゃんと出で逢あえた。さんざん巡ってようやくだったけどさ」

　そう言う真っ白い死神の黒目がちな瞳ひとみは、ちゃんとニコルを見ていて、

「だから、ニコルも逢えるよ。きっと、ダニエルも逢いたがってる」

　噓うそをついていない気がした。

「本当ですか？　ダニエルが……？」

「うんっ」

　真っ白い死神は、笑え顔がおでうなずいた。

「ダニエル……で、でも、マスターが……っ！」

「大丈夫。……あ、ううん。本当は、大丈夫じゃないかもしれないけど……ごめんね。アンとあたしだけにさせてほしいんだ」

「…………それは……」

　ニコルは、それ以上言葉をつなげられなかった。

「……判わかりました」

　そう言うしか、できなかった。

　真っ白い死神の笑顔の瞳の奥が、少しだけ哀かなしい色をしていた。

　もしかすると、この真っ白い死神の仕つかえ魔ま、ダニエルは、この死ひ神とと「さよなら」したのかもしれない。

　そして、自分も、もうアンに逢あうことができなくなるかもしれない。

　ほんの数分前までは、あたりまえにいっしょにいたのに。

　傍そばにいられたのに。

　でも、もう、

　たぶん、そうなんだ。

　ニコルは、そんな気がした。

　だから、

「……マスターを…………、よろしくお願ねがいします……」

　ぺこり、ニコルは頭を下げた。

「判わかった。ありがと」

　そう言って、真っ白い死神──モモは、笑った。

　ひどく綺き麗れいに笑った。

「マスター……」

　アンは、モモの腕の中で遠くの虚こ空くうを見つめている。

「また……逢えますよね……」

　ニコルは、しっぽでアンの指にそっと触れてみた。

　ピクン、と第二指が微かすかに動いた。

「マスター……。さようなら……」

　ゆっくりとアンとモモから離はなれていく。

　ニコルは、ふたりに背を向けた。

「……さようなら……」

　もう一度つぶやいて、ニコルは、その場から空間に溶けるように居なくなった。




　そこに、夕ゆう陽ひの赫あかから、夜の闇やみに染まろうとする世界があった。

　ふたりの死神、というよりも、ふたりの女の子が、浮かんでいた。

　光と影かげ。

　影と光。

「あなたは『光』で、あたしは『影』」

　モモは、抱きしめた腕の中のアンに囁ささやくように言った。

「……モモ……」

　アンがその名前を呼ぶ。

「うん。恐こわいよね。ほんとはあたしも恐いんだ」

　モモは、アンを躰からだから離した。

　お互いの手と手、瞳ひとみと瞳が触れあっていた。

　真まっ直すぐに見る。

　ふたり。

　合わせ鏡かがみのようにそっくりに、互いの目に〝自分〟が映る。

「あたしは、本当のあたしじゃないから」

　モモは、自分の中に隠されていた、本来なら、消されているはずだった記き憶おくを持っていた。

「光を映すために、生まれてきた影かげ。光を光として存在させるための器」

「だけど……それは、アタシも同じだ……」

　アンが、赫あかい目でつぶやいた。

「光は影がないと、光として存在できない。だから、光は影を生む。影を必要とする」

「そう。でも、認めたくなかった。恐こわかった」

　真実を知ることは、恐怖だ。

　もしかしたら、それが知りたくなかった、知らなければよかったことかもしれないから。

　だけど、

「あたしは、知りたかった。自分がなんなのか。どうして此こ処こに存在しているのか」

　モモは、手を伸ばす。

　その手をアンがつかんだ。

　細い指が絡みあう。
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「アタシは、知りたくなかった。だって、恐こわいから。自分が何者か知ってしまえば、今の自分を失ってしまうかもしれない。だから、知っているフリをしてた。でも、もう、想おもい出した」

「ごめんね。でも、知ってほしかった。想い出してほしかった。あなたは、あたしだから」

「おまえは、アタシだ。アタシから生まれた」

　光が影かげを生む。

　光あるところには、必ず影が存在する。

　影がなければ、光は光として存在できないからだ。

　影がなければ、そこには何もないのといっしょ。

　アンは、強大な力を持って生まれた。

　特別な〝命〟を持って、この世界の〝命〟を司つかさどり、そのバランスを取るために。

　しかし、この世界にとってその力は大きすぎた。

　バランスを取るために創つくられた存在が、〝生〟のバランスを乱すことになってしまう。

　だから、光を受け止める影が必要だった。

　真っ黒い光を受け止めるために、真っ白い花のような器──影が用意された。

　でも、光を受けすぎた花は、すぐに枯れてしまう。

　光が強すぎて。

　それなら。

　光を創った存在は、考えた。

「永遠に枯れない花を創ればいい」

　光を映すための影。

　それは、光そのものだ。

　光から影は生まれる。

　そうして、光から影は生まれた。

　光がこぼした、涙から生まれてきた。

　自分を映すためだけに生まれてくる影を哀かなしんだ光は、涙に、自分の心を託した。

　生まれてきた影は、光の心を宿していた。

　あったかくて、まあるくて、この〝こころ〟はなんだろう？

「心だよ」

　モモが言った。

　ぬくもりが、手と手から伝わっていく。

「アタシには、あたたかすぎる」

　アンは、哀しい顔をした。

「でも、これはアンのモノだから、還かえさなきゃ」

「違う」

　首を振る。アンは、片方の手で、指で、モモの長い髪を梳すいた。

「それはもう、おまえのモノだ。心はおまえでしかない。アタシもモモが生まれてからはじまった記き憶おくしかないんだ。それから、モモはモモとして存在していた。アタシはアタシとして存在してきた。だから、もう……」

「そうかもだね……」

　モモは、片方の手を伸ばして、アンの頰ほおに触れた。

「あたしたちは、おんなじでも、違う存在になってる」

「ああ」

　アンがうなずいた。

「でも──」

　としかし、モモは言った。

「同じ記憶も持ってる。ふたりはひとつだったから。同じ記憶があるはず」

　モモは時々、夢を見ていた。

　死神は、記憶に由来する夢など見るはずがなかった。

　モモは夢を見る。

　アンも夢を見ていた。

　あるはずのない記憶。

　それは、ふたりの女の子。

　合わせ鏡かがみのように、そっくりな姿をしたふたりの女の子が出てくる夢。

「死神になるのは、死んでしまった人間。それも、自みずからの命を奪ってしまった哀かなしい人間」

「だけど、アタシには、その記憶がない。唯一死神が持っているはずの死んだときの記憶がない。あるのは、よけいな感情と、ふたり分の記憶」

　ふたりの声が重なっていく。

「そう。ふたり分。あたしたちは、ひとつだったのに」

「ふたりの記憶がある」

「そして、」

「アタシと、」

「あたしの持っている記憶は、」

「違ってる」

　所々で記憶が重なって、所々で記憶が離はなれている。

　ハナレバナレ。

「それは、たぶん」

「記憶が繰くり返されているせい」

「繰り返しの記憶？」

「うん」

「じゃあ、この記き憶おくは、」

「繰くり返してるんだと思う」

「いつかのアタシたちは、何ど処こかのアタシは、あたらしい記憶を創つくって、」

「今、ここにいるあたしたちに繫つながってる」

「それが、記憶にない記憶の理由……？」

「そうかもしれないし……違うかもしれない……」

「もしかすると、」

「もしかすると、」

「もうひとり……もしかすると、ふたりのべつのあたしたちが、」

「何処かで、またべつの、違う記憶で生きているのかもしれない」

　夜空。

　宇宙の中にいるような、星くずの降る夜空。

「だから、行こう」

「いつかの自分に逢あいに……」

「そう。たぶん──生きて、何処かの世界に存在してる自分」

　ふたりの女の子。

　黒と白。

　光と影かげ。

　星の降る光。

　星の降る影。




　本当を知るのは、恐こわい。

　恐怖だ。

　それは、自分にとって知りたいこととは限らない。

　知りたくない事実だってあるはずだ。

　つらくなって。

　哀かなしくなって。

　寂さびしくなって。

　だから、それを知る、もしくは、知ろうとする行為自体、恐れてしまう。

　臆おく病びように、おびえる。

　本当のことを知るのは、




「恐くないよ」

「だって」




　──ふたりだから。




　　　　♪




　星が瞬またたいて、ひかりが消えた。




　ひとりの少女が、世界から消えた日のことだ。




　または、




　ある少女が、目覚めた。

「……んー……」

　真っ白い見知らぬ天てん井じよう。

　なれない匂におい。

　ふかふかの布団。

　知らない感触。

　空気が冷たい。

「…………ここ……って、病院……？」

　目覚めた。

「──××っ？」

　何ど処こからか、かわいらしい男の子の声がした。

「ん？　××××？」

　少女が訊たずねると、声は、

「うん、そうだよ！　……あーっ、よかったぁ、目覚ましてくれて……っ！」

　泣きそうになりながら、シーツの上からベッドに横になっている少女に飛びついた。

　少女は、それを受け止めながら、訊きいた。

「……なんで、あたしこんなトコで寝てんの？」

　まだ頭の中がぼんやりしていて、記き憶おくがはっきりしない。

　頭の奥で、知っている記憶や、覚えのない記憶がごちゃまぜになって、チラチラと点滅していた。

「そりゃ、だって……！」

　声はイキオイを失って、途中で言いよどんでしまった。

　しかし、少女は、ああ、そうかと思い出した。

　自分に起こったことの記き憶おくを。

　それでもう、十分だ。それ以上は必要ない。

　なのに、目を閉じると浮かんでくる記憶がある。

　嫌いやでも、思い出してしまう。

「そっか……そうだった……」

　ばふっ、と後頭部を枕まくらに打ち突つける。

　そして、布団のシーツをつかんで頭からかぶった。

「…………ぜんぶ、終わったんだ……っ」

　シーツにくるまって、少女の声は必死に隠かくそうとしていたけれど、涙が交じっていた。

　男の子の声は、少女の言葉には答えず、

「ここの病院、チビ……じゃなかった××××が手配してくれたところだから、機ウ関チの息もかかってるし、しばらくゆっくりしてていいからねっ」

　あえて、何も気づいてないように、元気に言った。

「…………うん……」

　少女はそれに、ちいさな声で返した。




　終わったんだ。

　すべて、終わったんだ。

　これで、もう──







　物語り。

　ひとつが、終わり。

　また、はじまる、

　ひとつの、物語り。




　繰くり返す。




　ひとりの少女と、




　ひとりの少女をめぐる。




　たったひとつの、




　物語り。




　ただ、繰くり返す。




　光と影かげ。







「──護まもりたかったモノは、なんですか？」











Loop the stars / momo extra.11 - fin.
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エピローグ／うみねこのソネット。（みんなといっしょ）

epilogue: SONNET to SEAGULL






　　　　♪




　大きな手で誰だれかが夏を呼んでいる。

　早くおいで。

　ハローハロー。

　そうすると、夏がやってきて、そこにいる春の背中を押す。

　そっと押す。

　いってらっしゃい。

　またね。

　まただね。

　バイバイ。




「……さよなら……バイバイ……」

　彼女はひとり、夕ゆう凪なぎに向かってつぶやいた。

　視し線せんの先に、風にたゆたうひとひらの花びらが空に舞まい踊っていた。

　ヒカリをまといながら、真っ白い花びら。

　舞っていた。

「──……先せん輩ぱいっ。どうしたんですか？」

　陽ひ傘がさを手に、波打ちぎわに素足をぬらしながらぼんやりと立っていた彼女の傍そばに、女の子のようなかわいらしい顔をした彼が近づいてきた。

「見ていました」

　彼女が言う。

「見ていた……って、なにをです？」

　彼が訊きく。

　彼女は、黒縁眼鏡メガネを片手でなおしながら、

「秘密ですっ」

　唇をゆるませて、彼に微笑ほほえんだ。

　すると、そのやわらかで無防備な笑え顔がおをすぐ傍で目の前にした彼の顔が、夕ゆう陽ひに染まる茜あかね色いろよりも赤くなった。ぼっと火が点ついたように。

「どうかしましたか？」

　彼女は、彼の顔が真まっ赤かな理由が自分だと気がつくワケもなく、真顔でまじまじと見つめる。

　そんなことをすればよけい、彼は赤くなってしまう。

「あ、いえ、違うんです……っ！」

　何が違うのか。彼は何度もズレていない銀縁眼鏡メガネをクイクイとなおす。

「先せん輩ぱいの笑った顔がすごく綺き麗れいでかわいかったから！」

　なんて、彼には言うことができるワケない。

　ので、

「や、や、ヤストっ!?　な、な、な、な、なにいってんのさ!?」

　彼の心の声を代弁したのは、彼の親友の、すらりと背の高い少年だった。

「いいじゃん。だって、そうだろ？　なあ？」

　少年は、だるそうに彼に背中から抱きつくようにもたれかかりながら、彼女にあいづちを求めた。

「………………あ、あの、その……っ」

　彼女は視し線せんをあちらこちらに向けて、しどろもどろになった。

　顔が彼と同じように、真っ赤だ。

　どうにも、夕焼けのせいにはできないくらい。

「ちょっとぉ！」

　やや怒ど鳴なるような声が、後方から大きく聞こえた。

　それに、波打ちぎわの彼女と彼と少年がゆっくりと振り返る。

「アタシも仲間に入れてよ[image: ][image: ]っ！」

　見た目がハデハデのイマドキっぽい少女が、三脚にとりつけられたビデオカメラの傍かたわらで、バタバタと暴あばれていた。

「騒さわぐなよなぁ。ムダな音声がビデオに入っちまうだろうがー」

　少女のテンションとはそぐわないのんびりまったりした口く調ちようで、少年が返す。

「あんたたちだけたのしそうなんだもん！　てか、ムダとかゆうなぁ[image: ][image: ]っ！」

　としかし、ヒートアップしたままの少女。ばたばたと砂浜を踏みつける。

「しょうがないでしょー。今さらあんたが映ったりすると、説明とか編へん集しゆうとか面めん倒どうくさくなるからっつっただろー」

　少年がやはりのんびり口調で言う。

　彼らが撮とっている映像作品に、強引に参加した少女だったが、かなりの途中参加だったために、いきなり新メンバーが映りこむことになってしまう。それはそれでいいかもしれないがまず様よう子すを見ようと、今日きようは、ビデオカメラを廻まわす担当になった少女だった。が、

「なに？」「なんだ？」

　彼と少年が口をそろえた。

　三人だけがなんだか雰囲気がよさげな感じに、ひとりでただ三脚の上のカメラを見守るだけという役に、ついに耐たえきれなくなってしまった少女が、やたらと波打ちぎわまでが長い砂浜を猛然とダッシュしてくる。

　こちらへ向かって、一目散。

　そして、

「ちゃ────────────っ！」

　雄お叫たけびを上げる少女。

「どろっぷ!?」「キック!!」

　またも、彼と少年が口をそろえる。

　と、

「あっ……」

　彼女が思わず声を漏らした次の瞬しゆん間かんには、







　ざっば[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！







　運動神経がよい少女の綺き麗れいなフォームの華麗なドロップキックが、見事、少年の背中にクリティカルヒットして、腕の中にいた彼もろとも、海の中だった。

「このっ！　カノカっ！」

　水みず飛沫しぶきを上げて背の高い少年が海面から立ち上がった。

「ぷはーっ！　びっくりしたー……」

　つづいて、眼鏡メガネの彼が、酸さん素そをもとめて海面に顔を出す。ぬれてもいいような服装にしていたが、まさか全身水みず浸びたしになるとは思っていなかった。

「ちょっと、そんなびしょびしょで近づかないでよぉっ。ミツミがぬれちゃうでしょー？」

　少女はわざとらしい説明口く調ちようで悪びれず、彼女を水飛沫からかばうように、ぎゅっと抱きしめた。

「あと、アタシ、あんたたちの先せん輩ぱいねっ！　呼び捨てにすんなっつーの」

「ったく。なにすんだよ、いきなり……バカノカッ」

　少年は海水にぬれた長髪を片手でかきあげながら、少女を挑発する。

「長髪で挑発かぁ……」

　と彼が自分で気づいた微妙な一致に、海水にゆらゆらしながら感心というか、あきれていると、

「カノカさんだっつーのッッ！」

「わーっ！」「ゲッ！」

　またまた、口をそろえる彼と少年。

　少女が、今度は、ふたりめがけて、ボディープレスをしかけてきた。

「水着着用ずみぃぃーっ！」

　海で撮さつ影えいをやっていると聞いて、「海水浴ができる？」と期待した少女は家から水着を着てきていた。が、よくよく考えてみれば、ここは遊泳禁止だった。がっかりだ。まあ、それも、「水にぬれてもいい準備？」と自分を慰なぐさめた。「偉いぞ自分」「がまんだ自分」

　それだけならよかった。しかし少女に与えられた役割は、水際にも立てない『ビデオカメラの様よう子すを見ている係』だった。

　ちょっぴり強引に、彼女と彼と少年の絶妙（微妙）なトライアングルに割って入った手前、我慢していたつもりだ。でも、今日きよう一日で、我慢の限界。不満、フラストレーション、大だい爆ばく発はつ。
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　少女の身体からだを、身体で受け止めることになってしまった彼と少年は、ふたたび、今度は少女ごと、海へ、どぼん。

「きゃ……っ！」

　ちいさく悲鳴を上げる彼女。結局、三人が海に飛びこんだせいで、近くの彼女は、全身に海水をあびた。

　幸いというかなんというか、水みず飛沫しぶきは陽ひ傘がさでよけられたが、ちょっとびっくりしてしまった。

　でも、ぜんぜん嫌いやじゃない。

　こうして誰だれかといられること、たいせつなひとといっしょにいられること、うれしくて、自然と笑え顔がおがこぼれてくる。

　少し前まで、考えもしなかった。

「友達が欲しい」

　と言って願ねがっていたのが、遠い昔のよう。

　今は、友達、仲間、たいせつなひとがいる。

　傍そばにいてくれる。

　こんなに満たされて、しあわせがあふれてくる。

　彼女は、空の向こう側へ言葉を届けるように、そっとささやいた。

「ありがとう……いつか、またね……」

　夕暮れの空には、まるで羽根を広げたおおきなくじらみたいな雲が茜あかね色いろに染まりながら、悠ゆう然ぜんと泳いでいた。

　いつかまた。

　あの白い花のような……ヒカリのキセキにめぐりあえるだろうか。

　それは、あしたかもしれないし。

　このささやかな命のすべてをまっとうしたときなのかもしれない。

　けど、思う。

　また、逢あえるよ。

　バイバイ、またね。

「大丈夫ですか？」

　左手でスカートの裾すそを持ち上げて、ざぶざぶと海の中に入っていった。彼女は、彼にそっと右手を差し出した。

「あ、はいっ。すみません。先せん輩ぱい、水かかっちゃいました？」

　彼女の手を取りながらも、彼はなるべく体重と力をかけないようにして、海面から立ち上がった。

「平気です」

　彼女は首を振る。

　ふと、彼が空に目を向けた。夕ゆう陽ひを映す彼女の横顔がとても綺き麗れいでかわいくて、まともに見てられそうになかったことは内ない緒しよにして。

「先輩と逢ったころは、まだ、水もすごく冷たかったんですよね」

　彼は、三月の海に素足をさらし、白い肌を赤く染めていた彼女の姿を思い出した。

　もうすっかり夏の気け配はい。夕暮れがあたりを包んでもまだ気温は高いまま、ムシムシしている。

「もう、夏ですね」

　彼女がつぶやく。

「夏ですね」

　彼がうなずく。

「その前に、梅つ雨ゆな。つーか、もう今か？」

　少女に海に沈められていた少年が、ざぶざぶとふたりに近づいてきた。

　いいかげん付き合ってられなくなったのか、自分をうしろから羽は交がい締じめにする少女を背中に背負ったまま、おんぶするような格好になっている。

「はやく夏休みになればいいのにねー。こうやって毎日遊べるのに……」

　太陽が沈んでいく夕焼けを、一日が終わってしまうような感覚で、少女が寂さびしそうにこぼした。




　季節がめぐっていく。

　日々が通り過ぎていく。

　それはもう、ものすごい速さで。

　目が廻まわってしまいそうなイキオイで。

　だけど、ちょっと、立ち止まってうしろを振り返ったり、休んだりしてみよう。

　そしたら、たぶん、気づくんだ。

　風がささやく声や、星が唄うたっている声も。

　季節の足音が聴きこえる。




　さあ、行こう。

　あしたへ。




　また、逢あえるよ。




　じゃあね。

　バイバイ。

　また、あした。
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and...







momo the girl god of death 3rd movement "loop" - all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "loop"









　　　　♪




　はじめまして、おひさしぶりです。ハセガワケイスケというものです。

　この巻におさめられている『うみねこのプリズム。』は、電でん撃げきhp vol.41〜43（二〇〇八年三月現在、電撃文庫 MAGAZINE という雑誌にバトンタッチしております）まで連載されていたモノに、ちょっぴりとかばっくり書き足したり削ったりした作品でした。ちなみに、⑩巻で、この『うみねこ。』よりも後々に書かれた作品が収録されていて、すでに前にあったはずのコレが⑪巻になった理由は、……はじめからその予定だったからです。すみません。笑




　というワケで。




　普ふ段だんから、何事にもためらってばかりいるのですが、特にいろいろ考えたり悩んだりしてしまうことは往々にして、たいせつなモノに触れるか触れまいか、とかそういうことについてになるでしょうか。たいせつなものに触れてしまうと、傷つけてしまうんじゃ？　壊こわしてしまうんじゃ？　そんなことを思うと触れるのをためらってしまいます。もちろん、触れてみればなんてことのない、「だいじょうぶだよ。もっと触れてごらん」なんて、笑え顔がおで言ってもらえたりすることだってあります。だけれど、ためらってばかりいるボクは、その笑顔すら見ることができなかったりすることが多くあります。触れてみれば、やさしくて、離はなれずにずっとそこで微笑ほほえんでいてくれるかもしれなかったのに。それで、そのときそのときは、ちゃんと反省して「よし、今度はちゃんと触れてみよう。なんなら、がっつりにぎったろうか!?」なんて思ってみて、いざ、触れてみると吃びつ驚くりするぐらい脆もろくて儚はかなくて、とてもたやすく傷つき壊れてしまいます。そして、傷つけた自分も傷ついて、後悔で傷つけて、また臆おく病びよう者ものの名のもとに還かえってゆくのでした……。

　ためらって触れずにいれば、傷つけずにすみます。壊さずにいられます。それは、いったい何なのでしょうか？　たいせつだから、大切にしたいと想おもっています。願ねがっています。その願いを叶かなえるにはどうしたらいいのかと考えています。ずっとずっとためらっては、考えています。だけど、そのうちに、たいせつは、傍そばから離れていったり、何ど処こかに消えてしまったり。

　傷つけずにいるのは、簡かん単たんなことです。傷つかずにいるのは、きっととても難むずかしいことです。触れずに傷つけずに、でも、心は触れたかったと後悔します。そこには最初から何もなかったんだと思ってみても、やっぱり、気持ちだけはちゃんと温かいままそこに残っていました。だけど、やがて、触れないまま遠くから眺めているだけの自分の心は、寂しさやせつなさやいろんな冷たい感触によって、冷たくなっていきます。その冷たさが、温かいままそこにあったモノの温度すら奪ってしまうかもしれません。そしてまた、傷つくんだと思います。

「それなら、どうしたらいい？」

　触れずにいて、傷つけないで、壊こわさないで。何が残るんだろう。笑え顔がおはそこにはありません。いっそ、冷たいまま心も凍りついてしまえばいい。そうすれば、何も感じなくてすむ。何も感じなくてさみしいままの自分も、感じなくなる。それでもいつも、温度を求めてしまいます。さみしいから、せつないから、かなしいから、やさしくなりたいと願ねがうから。

　ためらって、たいせつを傷つかずに傷つけずに壊さずにいるのは、簡かん単たんでした。ボクはそうやって楽をしようとしてきました。いつか、この傷も、哀かなしみも癒いえるだろうと。だけど、そのときは、おそらくやってこない。だって、そこには、笑顔はありません。傷つけないよう、壊さないよう、触れずにいると、もしか、微笑ほほえんでくれたかもしれないたいせつも、失ってしまうんです。たいせつなモノを大切にするから、失う。ひどく可お笑かしな話だと思います。

　失わないためには？　と考えます。答えは簡単でした。最初から判わかっていることでした。

「触れてみないと判らないでしょ？」と、誰だれかが笑っているのが聴きこえた気がしました。

　これは、ためらって、ためらって、触れずにいようとする物語りです。

　それから、ためらって、ためらって、触れようとする物語りです。

　あなたが今、何かに触れようとしているなら、そこにそっと、この物語りたちが寄り添っていてくれるなら、それは、とてもしあわせなことに違いありません。

　何な故ぜなら、これは、

　たいせつなものを両手いっぱいに抱えたあなたのための物語りです。

　だから、




　おもしろければ、どうか、笑ってください。

　つまらなければ、どうぞ、笑ってやってください。




　そして、

　この物語りをめぐる、関する、すべてのみなさまに、




　ありがとう。











二〇〇八年小こ春はる日和びよりに星の数ほどの夢を見ながら
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[image: ]



















──すべて、キミの〝こころ〟のために。









ハセガワケイスケ

12月26日。地球生まれ。

ものまねします！

「!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!」

ドラ●ンボールの雰囲気。
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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